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　運命の出会いが、必ずしも素敵な場所というわけじゃない。




　暗くら闇やみへと続く螺ら旋せん階段を下降していくと、やがて薄うす汚よごれた小さな木製の扉とびらが現れた。

　その先には一度も太陽の恩おん恵けいを受けたことのない部屋があり、壁かべにあるわずかな蠟ろう燭そくだけが不吉な影かげを揺ゆらしている。

「修復士」

　低く静せい謐ひつな声が響ひびく。その部屋の主あるじである男は暗あん黒こくの衣で身を隠かくしており、その姿はまるで闇そのものだ。

　闇は語りかける。

「お前をずっと待っていた」

　焼けつくような羨せん望ぼう。そして激しい拒きよ絶ぜつ感──互いに反する想いは複雑に絡からみ合う。

　その闇に近づいてはいけない。触ふれれば必ず傷ついてしまう。

　それでも。

　それでも心はどうしようもなく惹ひかれていた。抗あらがえない力に背中を押され、誘いざなわれるように歩き出す。闇のもとへ。




　そして、運命は巡めぐり始めた。




　罪つみと罰ばつ。救いと祈いのり。消えることのない傷と永遠の愛。

　あらゆる想いを抱きながら、ただひたすらに刻ときは流れていく。

　本当は最初から分かっていた。目の前の人こそが運命の相手なのだということを。




　闇で生まれた小さな出会いは、今はまだ遠くかすかな光を目指す。

　果てなき過去と未来の彼方かなたで、二人の想いを輝かがやかせるために──。
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　小高い丘には、可か愛わいらしい一軒の家。

　家の裏手には自家製の小さな菜園があり、緑豊かな森と繫つながっている。

　丘の上からは海岸沿いの賑にぎやかな街チェブロッテが一望でき、中央には街の最大の特徴である国立図書館の赤煉れん瓦がが見えた。『世界の記き憶おく』と呼ばれるその建物を取り囲むような街並みは、緩ゆるやかな放ほう射しや線せん状じように連なっていて、その先には果てしない海が広がっている。

　茜あかね色が美しく空を彩いろどる夕暮れどき。

「やっぱり、ここからの景色は世界一だよ」

　太陽が水平線に沈しずみゆく風景を眺ながめながら、ラファエリアは満ち足りた気分で大きく伸びをした。仕事場になっているいつものテラスに立つ。

　海から吹き上げる爽さわやかな潮風が、ラファエリアの腰こしまで伸ばした豊かな髪かみと、丘から街まで一面に広がる小麦畑の麦の穂とを一緒に揺ゆらしていく。

　決して豪ごう華かな家ではないけれど、今は亡き両親が残してくれた小さなこの住処すみかを、ラファエリアは心から愛していた。

（ここはみんなの暮らしを見守れる場所。職業柄、私にこれ以上相応ふさわしい場所はないよね）

　彼女は世界にふたつとない『修復士』という仕事を生なり業わいとしている。

　見た目はまだ十五歳になったばかりの頼たよりない女の子だが、一いつ端ぱしの職人として街の人々からの信頼も厚く、請うけ負おう仕事も後を絶たない。すでに助手だって二人いる。

　丘の上に住み、街の人々の生活を見守りながら静かに暮らす『修復士ラファエリア』──。

　なんという素晴らしい響ひびきだろう。何より職業が格かつ好こういい。そう、文句なく格好いいはず。

　……はずなのだが。




「街外れのガラクタ小屋に住み着く変人ですって!?」

　蜂はち蜜みつ色の豊かな髪を無む造ぞう作さに搔かきあげながら、作業用の小こ汚ぎたない衣服を纏まとったラファエリア──通称ラフィは思いっきり眉まゆをひそめて、眼前の老人に怒ってみせた。

　とはいえ元は笑顔が似合う愛あい嬌きようのある顔立ちなので、あまり効果もないのだが。

「いやいや、わしは息子からそう聞いたと言っとるだけで、別に事実だとは思っとらんよ。ただ街のみんながそう噂うわさしておるだけじゃ」

「余計、嫌いやなんですけど」

　拉ひしやげた車輪を持って玄関に立つ老人に向かって、ラフィはがっくりと肩を落とす。

「別に悪い噂だけではないぞ？　街外れの丘に変な女の子がいて、やたら綺き麗れいな顔をした二人の弟と一緒に住んでいるとな。街のガラクタを集めてはそれを修理して生計を立てとるが、これがなかなか腕うでの立つ修理屋なんじゃと」

「やたら綺麗な女の子に変な二人の弟？」

「逆じゃ、逆」

「……」

　老人の素早い訂正に、ラフィは「どうやら耄もう碌ろくはしていないようね」と小声でつぶやくと腕を組み直した。

「わしはその噂を頼ってここまで来たんじゃが。お嬢じようちゃんは修理屋じゃないんかの？」

「違ちがいますよ！　変人？　しかも修理屋？　信じらんない、なんでそういう話になるわけ!?」

　ラフィは頭を抱かかえて大きなため息をつく。ひどい、ひどすぎる。

　確かに修復士という職業の認知度はまだまだ低いと自覚していたが、それでも変人の修理屋なんてあんまりだ。誇ほこり高い修復士のイメージとはあまりにもかけ離れ過ぎている。

「しかし修理屋じゃないとすれば、お嬢ちゃんは一体、何屋さんなんじゃ？」

「私は修・復・士！」

　ついでに言うと、とラフィは自分の腰に手を当てて貧ひん相そうな胸を精せい一いつ杯ぱい張ってみせる。

「仕立屋でも鍛か冶じ屋でも、もちろん便利屋でもないんだから！」

　そのどれもが、彼女が今まで誤解されてきた職業である。悲しい哉かな、ラフィの『修復士』としての高い志こころざしは、街の人々にイマイチ理解されていないらしい。

「どうも話と違うようじゃのぅ……違うようじゃが」

　老人はそう言って、困ったように彼女の背後にうず高く積まれた古着や修理待ちの様々な道具、工具や機械類などを見上げる。老人からすれば、この仕事場を見る限り彼女はどう見ても修理屋、もしくは仕立屋か鍛冶屋だ。

「本当の本当に、お嬢ちゃんは修理屋じゃないのかのぅ？」

「違います！」

「むー……じゃが」

　ポカンとした顔で、老人は首をかしげている。

「二軒隣となりのばあさんが先週オルゴールを直してもらったと喜んでおったぞ？　壊こわれた蓋ふただけを直してもらえればよかったんじゃが、それだけじゃなく色あせたバレリーナの人形や戻もどるはずのない欠けた音ね色いろまで、すべてが新品同様になって返ってきたとな」

「だからそれは」

〝モノ〟の声を聴きけたから、と言おうとして、思わず口をつぐむ。

　ラフィは生まれたときからなぜかモノの声が聴こえた。母のお気に入りだった手編みの膝ひざ掛かけや、農夫である父の仕事道具達。祖父の代から大切に使い続けている暖だん炉ろや壁かべ掛かけ時計までもが彼女の話し相手だったし、幼い頃はそれが普通だと思っていた。

　けれどもやがて、ラフィは周りから気味悪がられる存在となる。

　ラフィの方も少しずつ、ありのままの自分を受け入れてくれない人達よりも、モノと話している方が楽だと感じるようになっていった。

　だからといって彼女の両親は、決して娘の能力を隠かくしたりモノとの会話を禁じたりはしなかった。いじめられ、泣いて帰って来るラフィの頭を撫なでながら、いつもこう言ってくれたのだ。

「その力はきっと、神様がくれた魔ま法ほう。だから人の幸せのために役立てなさい」と──。

　そして家族みんなで生まれ育った村を出て、ここチェブロッテに引っ越してきた。あらゆる知識が収集され『世界の記憶』と呼ばれる国立図書館で、ラフィの能力を調べるために。

　その甲か斐いあって、ラフィと同じようにモノの声を聴く人間が、二百年前にも一人だけ存在したという記録が見つかった。

　その人物は自みずからを『修復士』と名乗り、モノの声を聴いては彼らの刻ときを戻し、『修復』していたらしい。滅ほろびゆく名画を鮮あざやかに蘇よみがえらせたり、火災によって失われた神像を完全復元して国の文化に貢こう献けんしたとの記載もある。

　自分と似たような力を持つ人物が国に貢献し、歴史に名を残していたという事実は、ただ漠ばく然ぜんとモノと話していたラフィにとってとても嬉うれしい発見だった。

　いつしか『修復士』はラフィの憧あこがれとなっていく。

　試してみるとラフィにもなんとかモノの刻を戻すことが出来たので、今では──少し恐縮しながらも自称『修復士』として仕事を始めたのだ。が、もちろん世の中そんなに甘くない。

　田舎いなかから出てきた無名の少女に、貴重な名画や神像を託たくす人間などいるはずもなく、ラフィのもとに持ち込まれるのはいつも、廃はい棄き寸前のガラクタばかりだった。

　それにラフィ自身の力にも、修復士と名乗るにはまだまだ不確かな点が多い。

　一番不可解なのが、モノならばどれでも声が聴こえるというわけではなく、なぜか比較的新しいモノや祖そ末まつに扱あつかわれているモノの声は聴こえない場合が多い。そして、声が聴こえないと刻を戻すことも出来ないのだ。つまり。

「私が新品同様に出来る品は限られているんです。だからおじいちゃんの、その」

　と言ってラフィは、老人の手にある車輪を指さした。

「昨日買ったばかりの車輪が壊れたからって、それを直すのは私の仕事じゃないんです」

「そうか……」

「分かって頂けました？」

「ということは、じゃ」

　頭の中を整理するように、老人は視線を空へと向ける。そして再びラフィへと視線を戻した。

「これを直してはくれんのか？　先日、市で買ったばかりの荷車じゃ。まさか車輪が上う手まくまわらんとは思わなんでのぅ」

「……おじいちゃん」

「わしも結構貧まずしいんでお金は出せんが、代わりに街で大人気の劇団『ザラン』の入場券をやるぞ？　特に今回は超人気俳優！　冷れい徹てつの貴公子ジャン様が主演の恋物語じゃから、街の娘どもはこぞって手に入れようと躍やつ起きになっとる券じゃ。きゃーすごいのぉ」

「そんなのいりません。全然欲しくありません」

　チェブロッテにやって来て数年後──ちょうど今から七年前に両親を流行はやり病やまいで亡くしてから、ラフィは一日も早く『修復士』として一人で生活出来るように頑がん張ばってきた。それ故ゆえに、普通の十五歳の少女が抱いだく異性への興味や、恋物語に憧れるといった感情には幾いく分ぶん乏とぼしい。

　流行に敏びん感かんで色恋沙ざ汰たが大好きな親友のチエリなら、きっと喜んで飛びつく特典なのかもしれないが──。

「ジャンだかジョンだか知りませんが、一切興味ないですから」

「なんと！　あの美形俳優ジャン様に興味がないとは。うちの孫娘なぞ、舞台を観みて失神寸前じゃったぞ？　お嬢ちゃんは冷徹の貴公子を超こえる冷徹少女じゃの」

　しきりに感心している老人に、ラフィは大きなため息をつく。そして思いっきり困った顔で老人に向き直った。

「私のさっきの説明、ちゃんと聞いてました？」

「もちろんじゃ。お嬢ちゃんは修復士ではなくて修理屋なんじゃろ？　あれ逆じゃったかな？　どっちでもいいわい、結局わしの車輪は直してくれるんかい、くれんのかい？　明日までに直さないと本当に本当にヤバいんじゃ」

　老人も負けじと、ものすごく困った顔でラフィを見返してくる。

「…………」

　困り顔のおじいちゃんと、さらに困った顔の修復士ラフィ──この二人はその後も長い間、黙だまったままで顔を突き合わせていた。




　一刻後──。

「なんで車輪なんか直してんの？　ラフィ」

　パンの包みと数冊の本を脇わきに抱えた少年がひとり、テラスで車輪と格かく闘とうしているラフィを不思議そうな顔で見ている。彼に目をやったラフィは、気まずそうに頭を搔かきながらも機械油で汚れた顔をほころばせた。

「おかえり、ミケ。今日も図書館に行ってたの？」

「うん！　あそこはサイコーだ、すげー面おも白しれぇ。またいっぱい借りてきたぞ」

　ミケ、と呼ばれた少年は、よく目立つ鮮やかな紅あかの髪に鋭えい利りな印象を与えるルビーの瞳ひとみを持っており、気持ちよく通った鼻筋で快活な顔立ちをしていた。

「本当は四冊借りる予定だったんだけど、たまたま隣のヤツも四冊持ってたからなんだか悔くやしくてさ、わざと五冊にしてやったぜっ」

「そういう意味のないところで負けず嫌ぎらいなの、直した方がいいよ」

　それよりも、とラフィは壊れた車輪の向きを変えながら続ける。

「チエリのとこのパンは、ちゃんと買えた？」

「ほれ、このとーり」

　まるで戦利品でも自じ慢まんするかのようにパンの入った紙袋を片手で持ち上げる。

「なんかさぁ海うみパンってのが残り一個しかなくて、隣のヤツが買おうとしたから、先に買ってやったぜ」

「何よ、海パンって？」

「さぁ、塩味パンとかじゃないの、知らないけど。ともかく俺おれの勝ち！」

「あのねぇミケ。何度も言うようだけど、そういう意味のない競争はやめなって」

「全然意味なくねぇってば。小さな戦いをひとつ残らず制することこそ、最強を作る土台となるって『ファルティマ戦記』に書いてあったぞ」

　ファルティマ戦記とは、この世界の成り立ちを伝承する長い長い物語であり、ミケの一番のお気に入りでもある。彼は物語の主人公であるライザネン将軍に憧れており、「いつか俺もあんな最強人間になってやるっ」という実に少年らしい夢と希望を抱いているのだ。それに対してラフィは「小さな戦いとはそういうことじゃない」と、どうやって説明してやろうかと悩なやんでいるのだが……。

「それよりもラフィ、なんでまた修理屋みたいな仕事受けてんの？　ひょっとしてまたいつものパターン？」

「う……一度はちゃんと断ろうと努力したもん」

「でも結局最後は引き受けたと？」

「うるさいわねっ。ミケ、あんたも助手なんだから少しは手伝いなさいよ」

　完全なる八つ当たりだが、ミケは慣れたように肩をすくめてみせた。

「一応忠告しておくけど、嫌な仕事ならちゃんと断った方がいいぞ？」

「だって仕方なかったの！　あのおじいちゃん、明日までに直さないと麦を街に運べないって言うし。運べないと今年の収入がガタ落ちだって。私以外に頼れる人もいないって言うし」

　言い訳のようにあたふたと言葉を繫げるラフィに対して、ミケは腕を組みながら「うんうん」と温かく見守るような視線を送ってくる。実はこういうことは一度や二度ではないのだ。

「で、結局言っちゃったわけだ。〝大丈夫、私に任まかせて〟って」

「う、うん」

「さすがラフィ。なんたって『安請け合いの女王様』だもんな」

「その呼び方、全然嬉しくないから！」

　これは図書館で見つけた歴代女王を褒ほめまくっただけの『優しき愛の女王様』という本の題名を、ミケが捩もじって付けたあだ名である。

「だって本当だし。どっか反論出来んのかよ？」

「……う」

　悔しいが、今のところ出来そうもない──。

　ラフィは昔からどんな無茶な内容でも、「他に頼れる人がいない」と言われると後先や金銭のことなど考えずに、ついつい依頼を受けてしまうのだ。そして、もはや口くち癖ぐせとなってしまっているのが「大丈夫、私に任せて」というお決まりの台詞せりふなのである。

「ともかく、朝一で取りに来るからそれまでに仕上げないと」

　実のところ、車輪の修理などラフィにとってはお手の物だった。修復士としての矜きよう恃じから一度は断ったが、元々手先は器用な方だ。

「別に無理には止めないけどさ、身体からだだけは壊すなよ？」

　まるで年上のようなミケの口調に、ラフィは「分かってるけど」と唇くちびるを尖とがらせてみせる。

「おじいちゃん本当に困ってたんだもん」

「でもあれ」

　指さした方向には、修理を待つ無数のガラクタ達が積まれている。

「いい加減、声が聴けるモノ以外は直しませんって断ってかないと。このままじゃ、本格的な修理屋になる日も遠くないぞ」

「うー……こうして改めて見ると、確かにガラクタ小屋だよね……」

　的を射いたミケの意見に、さすがのラフィも頷うなずかざるを得ない。

「ともかく！　今夜は忙いそがしいんだから。ミケ、夕食の準備よろしくね」

「え～今日ってラフィが当番じゃん」

「家事よりも仕事優先って、いつも言ってるでしょ」

「仕事って……結局、自分で修理屋って認めてんじゃん」

「何か言った？」

　なぁんにもっ、と伸びをしながら台所に向かうミケの背中を見送りつつ、ラフィはふいに首をかしげた。

「そういえばザロは？　あんたの方が早く家に帰るなんて珍めずらしいよね」

「？　畑にはいなかったぞ。ひょっとして裏の森とか」

「けど、もう陽ひも落ちるわよ。こんな遅おそくまで森にいるはずないし」

　すると、不思議そうに首をかしげる二人の背後で、ありかなきかの声がした。

「……ここ」

　山積みにされた修理待ちのモノ達の間に埋うもれるように、ひとりの少年が膝を抱えて座っている。ミケと年格かつ好こうや身長、そして顔立ちまでもがよく似ているが、雰ふん囲い気きはほぼ対照的だ。冬の湖を思わせる静かなサファイアの瞳ひとみと同色の髪。快活な印象のミケに比べて、彼は全体的に静せい謐ひつな印象を醸かもし出している。

　少年達はラフィよりも少しだけ年下のような風ふう貌ぼうをしていた。あと二、三年もすると娘達の恋心をずいぶんと刺激する青年に成長しそうだが、残念なことにそれはない。
















　なぜなら彼らは人間ではなく、修復士の力で姿を変えたモノ──もう少し正確にいうと宝石が人間に姿を変えた存在なのである。よって歳としを取ることもないのだ。

　それは奇き跡せきのようにたった一度だけ成功した魔法だった。人間の姿になりたいという彼らの声を聴き、何度も試行錯さく誤ごを繰り返しているうちに、偶ぐう然ぜんその願いを叶かなえてしまった。

　果たしてそれが『修復士』の力なのかは分からない。そのあたりになると図書館の書物にはまったく記き載さいされておらず、修復士には他に一体どんな力があるのか、今のラフィにはさっぱり分からないのだ。

　ともかくミケとザロは三年前までは美しいルビーとサファイアの宝石だったのだが、色々あってこの家に住み着き、今では助手として一緒に暮らしている。

　助手といっても彼らが具体的に仕事をするわけではなく、主に家事などを手伝いながら、好きに生活を楽しんでいる。ミケは図書館で本を借りてきたり、ザロはなぜかガラクタに埋もれてみたり──。

（いやいや、ガラクタに埋もれるのは生活の楽しみじゃないよね）

　慌あわててラフィは、ザロの方へと駆かけ寄った。

「ひょっとしてさっきからずっとここに？　どうして!?」

　ザロは黙ったまま、身体を少しだけずらしてみせる。途と端たん。

「！」

　積み重なった荷物が雪崩なだれのようにザロの背中にのしかかった。

「だから動けなかったのね？」

　こくりと首を縦に振ってみせる。

「今までずっと？」

　再び頷いてみせるザロ。

　だとしたら彼は、朝から一日ずっとこの体勢でいたことになる。

　朝食後に、ラフィは片づけとは名ばかりの『壁にモノを押しやって一時的に空間を作る作業』を決行した。それは、整理整頓の苦手なラフィの必殺技なのだが。

　恐らく、ザロはそのときにガラクタ達に巻き込まれてしまったに違いない。

「ごめんね、ザロ。大丈夫？」

「うん」

「お前、そういうことはもっと早く言えよ」

　慌ててザロを救出しながらも、ラフィやミケはそれほど驚おどろいてはいない。というのも、これが初めての経験ではないからだ。

　感情表現とそれに伴ともなう語ご彙いが人よりも極端に乏しいザロは、余程のことがない限り自ら声を上げることはない。結果、頻ひん繁ぱんにこういう事態を招いてしまうのである。

「ほらほら二人とも、早く夕食の準備して。その間に私は仕事を片づけちゃうから」

　二人を追い立てると、ラフィは壊れた車輪が置いてあるテラスへと戻る。

　彼らは何百年以上も前にどこかの王族の装そう飾しよく品ひんとして生まれ、それから長い歴史の中で次々と持ち主を替かえてきた。人間達の栄えい枯こ盛せい衰すいに翻ほん弄ろうされながら各国を転々と巡めぐり、三年前にラフィのもとに流れ着いたのである。

（あのときは私も散々苦労したけど。二人ともだいぶ人の姿が板についてきたって感じ）

　人間になりたての頃は違い和わ感かんを覚えていたらしい二人も、日を追うごとに慣れてきて、今ではミケなど「早く最強人間になってラフィを嫁よめにもらってやる」と息巻いている。ザロはまだ感情表現が苦手なようで、時々さっきのような不思議な行動を取るが、それは元来持っている彼の性格なのかもしれない。

「さて、と」

　ともかく、車こ輪れを片づけてしまわないと次の仕事に進めない。

　台所とテラスを隔へだてる壁には飾りガラスをはめ込んだ木製の窓があり、本日最後の夕日を美しく反射している。その眩まぶしさに目を細めながら、ラフィは車輪の前にかがみ込んだ。

「……車輪の歪ゆがんだ部分が、この細い筋に食い込んでいるんだわ」

　いくら誤解された修理屋の仕事とはいえ、一度引き受けた依い頼らいだ。少女から職人の貌かおへと変わり、その眼まな差ざしが真剣味を帯びる。

「歪んだ箇か所しよに熱を入れて一度形を作り直さないと」

　ひとりごちて、汚よごれた手で頰ほおをぬぐっていると──。

「ラフィ！」

　見覚えのある少女が丘の小道を上がってくる。

　その姿はテラスからもよく見えるため、ラフィは笑顔で手を振ふった。彼女の名はチエリ。

　ずっとモノとしか仲良くなれなかったラフィにとって、初めて出来た人間の友達である。

「こんな時間にどうしたの？」

　慌ててテラスから下り、チエリの側へと駆け寄る。彼女は両手いっぱいに紙袋を抱えていた。

「パンをね、持ってきたの。店の売れ残りで悪いんだけど」

「パン!?　これ全部？」

　チエリは、街のパン屋『エクリエラ』の一人娘なのだ。どんなときも明るく朗ほがらかで積極的な彼女は、ラフィにはない魅み力りよくをたくさん持っている。そして、ラフィがチェブロッテに引っ越してきたときから、家族ぐるみでずっと仲良くしてくれていた。

「あ、ひょっとして夕食に間に合わなかった？」

　ラフィは「違うの」と首を振る。

「さっき、図書館帰りのミケに買ってきてもらったとこだったから」

「一声かけてくれればいくらでもあげるのに」

「そんなこと出来ないよ。それでなくてもチエリんとこには、色々お世話になってるもん」

「たいしたことしてないけどね。まぁいいじゃん。買ってきたパンと合わせても、ミケ君とザロ君がいればこれぐらいは食べられるでしょ。なんたって育ち盛りの男の子達なんだからさ」

　ラフィは曖あい昧まいな笑顔で頷いてみせる。モノである彼らは、人の形を維い持じするために食事は取るが、決して成長はしない。よって育ち盛りという表現はあてはまらないのだ。

（前にチエリに説明したと思うんだけど）

　元来、隠し事や噓うそをつくのが苦手なラフィは、チエリには修復士の力のことやミケ達の正体も全部話してある。それで彼女が怖こわくなって、態度を変えたり離れてしまったとしても仕方ないと覚かく悟ごしていたのだが、

「ふ～ん、なんかよく分かんないけどカッコイイじゃん」

　の一言で終わってしまった。その後も、チエリはなんの屈くつ託たくもなくラフィやミケ達と明るく接してくれている。

（こうして親友でいられるのは、本当にチエリのおかげだよ）

　改めて彼女の人柄の良さに感謝していると、突然、その親友に顔をしかめられてしまった。

「？」

「もうラフィってば。仕事熱心なのはいいけど、髪ぼさぼさだよ？　相あい変かわらず、壊かい滅めつ的に散らかしてるし」

　一応年頃の乙女おとめなんだからさ、と呆あきれ顔のチエリに向かって、ラフィはひたすら恐縮するしかなかった。確かにお洒落しやれは苦手だし、整理整せい頓とんも大の苦手である。

「せっかく綺麗な髪してんのにもったいない」

　そういってチエリはラフィを椅い子すに座らせると手早く髪を結ゆい上げてくれる。お洒落どころか身だしなみもあやしいラフィに対して、チエリはいつも世話を焼いてくれた。彼女が友達でいてくれることによって、ラフィは常日頃忘れがちな『女の子』の部分をかろうじて保たもてているのだ。

「ほら、こうすれば可愛いでしょ？」

　渡わたされた手鏡の中にはこざっぱりとしたラフィが映っている。両側を流行の形に編み込み、あとは緩やかな曲線を描えがく髪型は、生まれもっての艶つややかな蜂蜜色をより際きわ立だたせていた。

「ホントだ……！　いつもありがとね」

「いいっていいって。それよりも大事件！　実は先週からこの街に劇団『ザラン』が来ててさぁ。そこの花形舞台俳優のジャンって人がものすごくカッコイイの！　もう街中の女の子が浮き足だっちゃって大変なんだよぉ」

　ラフィが勧すすめた椅子にも座らず、チエリは一気に話し出した。これがいつもの彼女のペースである。おまけに三度の飯めしよりイケメン好きで絶対流ミ行ー主ハ義ーな彼女のことだ。人気俳優が街に来たとなれば、テンションが上がって当然なのだろう。

「ふ～ん……そうなんだ」

　いまいち興味の持てないラフィは適当に相づちを打つが、チエリはまったく気にしない。

「そうなの！　もう街中大騒ぎでさぁ！　そのジャン様がどれぐらいカッコイイかというとぉっ……て、あれれ？　何かいい男の匂においがするわ」

　鼻をクンクンと鳴らしながら、チエリは森の方へと身体を向ける。

「いた！」

　驚いたことに、チエリの指さした方向には本当に見知らぬ男が立っていた。森と裏庭の間から、じっとこちらを観察している。

「ねぇねぇ！　あの眼鏡めがね男子さ、かなりカッコよくない？　つかよく見ればジャン様よりもずっといいんですけどっ。きゃあ[image: 〓]　興味そそられるぅ」

「……」

　ラフィにとっては、隣で歓かん声せいを上げているチエリの嗅きゆう覚かくの方がよっぽど興味深い。

　その男は二は十た歳ち過ぎぐらいに見えた。このあたりではまずお目にかかれない上品で高級感あふれる外がい套とうをきちんと着こなしている。そんな彼もまた、服装に負けないほど上品で高級感あふれる顔立ちをしていた。

　まるで作り物のように整然とした目鼻立ちに、陶とう器きのような白い肌はだ。少しきつめの眼差しだが、それを金製フレームの華きや奢しやな眼鏡が上手に中和させていた。

　頑固さと繊せん細さいさを併あわせ持つ、どこか文学的な香りの漂ただよう美男子である。

（誰だれ？　こんな金持ちそうな人、自慢じゃないけど絶対知り合いにはいないし……）

　そういう意味では自信を持って初対面だと言えた。それは相手も同じらしく、まるで値ね踏ぶみするような目でラフィを見下ろしている。

「もうラフィってば！　知らないうちにあーんないい男と知り合いになっちゃって」

「し、知らない人だよ。お客様か……もしくは泥どろ棒ぼうさんとか」

「泥棒なら向いてないわね。だってカッコよすぎて目立つもん」

　その目立つ男は、こちらの視線に気がつくと、何を思ったかダァッと走ってきた。

「ラファエリアというのは貴女あなたですか？」

　挨あい拶さつもなく、ラフィに向かっていきなり話しかけてくる。慌てて頷くと、

「では貴女が街で噂の修理屋ですか。ガラクタ娘と言われるだけあって、随ずい分ぶんと汚らしい」

「？？？」

　一応丁てい寧ねいな口調ではあるが、内容はかなり失礼な代物である。しかも次は隣のチエリに無ぶ遠えん慮りよな視線を投げつけている。

「こちらは助手ですか？　あまり役に立ちそうもないのですが？」

「彼女はチエリ。助手じゃなくて、私の親友なんです」

　呆れ顔で紹しよう介かいするが、当のチエリは彼の不ぶ躾しつけな質問に気を悪くした様子もなく、

「初めまして！　さっそくですが、なんてお名前ですか。いくつですか。お仕事何してるんですか。んでもって、独身ですかぁ？」

　とさらに不躾な質問返しを決行している。強つわ者もの同士に挟はさまれたラフィは、完全にお手上げ状態である。で、彼はというと、

「私の名前はキルザス。キルザス・クラウチア。今年で二十三になります。仕事は……主に執しつ事じのようなものと言っておきましょう。独身ですが、それが何か？」

　意外に生き真ま面じ目めに答えていた。

　しかしキルザスと名乗った男はすぐにラフィへと真っ直ぐに向き直る。

　そして手に持った大きな旅行用の鞄かばんを机の上にドンと置いた。

「!?」

　散らかった机の上にあったペンやインク瓶びんやハンカチや飲みかけのコップなどが、有無を言わさず鞄の下した敷じきになってしまうが、キルザスは何も気にしていない。

「これはある依頼主から預かった鞄です。中に婚こん礼れい用のドレスが入っているのですが」

　そしておもむろに、鋭するどすぎる視線をラフィへ投げつける。

「貴女の力を試して差し上げますから、中のドレスを今すぐに直して下さい」

「？」

　なんという上から目線──ラフィは怒おこるよりも先に呆れてしまって、返す言葉が見つからなかった。どこの誰だか知らないが、高たか飛び車しやにもほどがある。

「ラフィ、今晩のスープだけど……あ、チエリじゃん。わ！　誰だお前？」

　玉たま葱ねぎを持って現れたミケが、テラスのチエリと見知らぬ男に連続で驚いている。

　しかしキルザスは、ミケの方を見向きもしないまま憂ゆう鬱うつそうに眉を寄せていた。

「本来ならば、貴女のような小こ娘むすめに依頼などしたくないのですが、これもすべては我が主あるじのため……致いたし方ないですね」

　ラフィもそこまで言われてやりたいとも思わないのだが、キルザスは大たい儀ぎそうにため息をつきながら首を振る。

「高額報ほう酬しゆうは保証いたします。それだけでなく、貴女が我々の期待に添そう力を持っているようでしたら、特別に我が国へと招き入れ我が主に面会する栄えい誉よを与えましょう」

　その言葉にラフィは眉を寄せる。自分は確かに仕事熱心ではあるが、決してお金儲もうけに興味があるわけではない。今の生活だって、贅ぜい沢たくは出来ないが特に不満があるわけでもないのだ。

　だから、あくまでも大切なのは依頼の中身であって報酬ではない、と言おうとして──。

「！」

　思わず息をのんだ。キルザスは懐ふところから上質な革袋を取り出すと、それを乱暴にひっくり返す。テラスの机の上にゴトンと音をさせて出てきたのは巨大な金きん塊かいだった。

「ラ、ラフィ！　これだけあれば一生、いや生まれ変わっても遊び尽つくせちゃうよぉ」

　隣でチエリが大きな口を開けている。ラフィもさすがに声が出なかった。

「これは報酬の一部。そうですね、手付け金とでも思っていただければ……。いいですか、我々は貴女に修復士としての仕事を依頼したいのです」

「ああ、でも今はちょっと手一杯かも。その、修復士としてじゃなくて他の用事で。つまり修理屋的な仕事が立て込んでて……だから」

　欲に目がくらんだと思われたくなくて、ラフィは必死に平常心を保った。つもりだが。

「……って！　あなた今っ、私のこと修復士って言ってくれました!?」

　ラフィは無意識のうちに釘くぎ付づけになっていた金塊から目を上げ、キルザスに確認する。

「何を今さら。貴女は先ほど、あの老人に自分は修復士だと豪ごう語ごしてたではありませんか」

「!?」

　あの場面を知っているということは、この男、一体いつからいたのだろう？　一いつ瞬しゆん、そんな疑問が脳のう裏りをよぎるが、今はそれよりも──。

「そうです、そうです！　そうなんですっ。だけど街の人はあまり修復士として見てくれなくて……っ」

「しかもラフィってば筋金入りのお人好しで安請け合いの女王だから、修理とか仕立とか、そういう誤解された仕事を思いっきり受けまくっちゃってさ」

　援えん護ご射しや撃げきとは言いがたいミケの発言に、ラフィは一瞬ムッとするが反論の余地はない。

「……確かにそのようですね」

　拉げた車輪を見ながら、キルザスも冷ややかに肯こう定ていしてみせた。

「私は、修復士を捜さがして世界中を旅してきました。しかしどれも偽にせ物ものばかり……だから今回も、特別貴女に期待をしているわけではありません」

　さすがのラフィも顔をしかめる。『自称修復士』ではあるが、噓をついているつもりはない。

「けれど、私は命を懸かけて捜し続けなければならないのです、本物の修復士を。モノの声なき声を聴き、その刻ときを戻してくれる人間を」

　今までずっと傲ごう慢まんで一方的だったキルザスの表情に、一瞬だけ深刻そうな翳かげりが浮かんだ。たったそれだけで、ラフィの心は一気に反転する。

（やだ、この人。すっごい偉えらそうだから分かりにくいけど、本当に困ってるんだ）

　自分が偽物だと疑われている不快感も忘れ、思わずその手を取っていた。

「私、依頼を受けます。あなたの期待に添えるほどの力かどうかは分からないけど……それでも、自分に噓ついた覚えはないもの。大丈夫、私に任せて。」

「あーあ、出ちゃったよ。ラフィの〝大丈夫、私に任せて〟が」

「？」

　不思議顔のキルザスに、ミケが指を一本立てて説明する。

「ラフィの一番の口癖。相手の勢いについのまれて、なんでも安請け合いしちゃうんだよな」

　あとから苦労すんのにさ、とミケは頭の後ろで腕を組んでいる。

「もう、今回はちゃんとした修復士の仕事だもん！　安請け合いじゃないもん」

　ぷぅっと頰を膨ふくらませて抗こう議ぎする。

「そんな性格の悪そうな奴やつの依頼なんか受けて大丈夫なのかよ？」

　ミケの言葉に、ラフィよりも先にチエリが口を挟んだ。

「でもキルザスさんカッコイイし！　ちゃんと言うこと聞いて貸しつくっといた方がいいよ」

　二人とも言いたい放題である。これでは、せっかくの修復士の依頼がちっとも先に進まない。

「ミケってば余計なこと言わないの。それにチエリの助言もちょっと違うから。それよりも早くその玉葱持って、今晩のスープ作ってきてちょうだい。チエリもよかったら手伝ってやって。あとで一緒に晩ご飯食べよう」

「へいへい、了りよう解かいしやした～と」

　どうやらキルザスが──偉そうな人間ではあるが──危険人物ではないと判断したのか、ミケは逆らうことなく台所へと消える。チエリも名残なごり惜おしそうにキルザスを見ながら、ミケの後を追っていった。

「さて、と。まずは依頼内容を詳くわしく聞かせて下さい」

　しかしキルザスは答えることなく、ミケ達の去っていった台所方向を見つめながら、眼鏡の奥の瞳をさらに鋭く細めている。

「？」

「性格悪そうで、悪かったですね」

　どうやらこのキルザスという男、遠慮なく相手を叩たたきのめしておきながら自分が悪く言われる分には、きっちり傷つくタイプらしい。

　なんというか、まことにやっかいな性格である。

「……まぁいいでしょう。それよりも。さっきも言ったように、これは歴れつきとした修復士への依頼です。中を開けて見て下さい」

　言われるままに鞄を開けてみる。中にはキルザスの言った通り、長い年月を越こえて傷いたみきったドレスが一着入っていた。

「依頼人は裕ゆう福ふくな商人の娘。本当はどんな豪華なドレスでも誂あつらえることが出来るのですが、あえて母親の形見だというドレスを仕立て直して結婚式に臨のぞみたいと言ってます。しかし幼くして母親と死に別れ、後妻は母親の痕こん跡せきを嫌ったためにドレスの状態は最悪。街の仕立屋では、破れた箇所を繕つくろい、新たに装飾品をつけ直すことぐらいは可能だが、生き地じの傷み自体はどうすることも出来ないと断られたそうです」

　そこで、とキルザスは自分の眼鏡の位置を微び調ちよう整せいしながらラフィへと視線を向ける。

「修復士の出番です」

　ラフィは大きく頷いた。ひと目見れば分かる。これは『声』を持ったモノに違いない。だが。

「声は聴けると思うけど……。刻を戻すかどうかは私じゃなく、モノが決めるんです」

「それは貴女が未熟だからでしょう」

　やけにきっぱりとキルザスが言い放ち、さらに「それとも偽物の言い訳か」と独り言を付け加える。ラフィはむっとして頰を膨らませた。

「偽物じゃありませんてば。……新米かもしれないけど」

　そこでラフィにある疑問が浮かぶ。

「キルザスさんって、どうしてそんなに修復士について詳しいんですか。ひょっとして、本物の修復士を見たことあるとか？　というか実はあなた自身が現げん役えき修復士とか!?」

「そんなわけないでしょう？」

　床ゆかに落ちた雑ぞう巾きんでも見るような視線で、キルザスはきっぱりと言い放った。

「私が修復士だったらこんな辺境の地まで出向き、あやしげなガラクタ娘を訪ねたりしません」

「……そうですよね」

「まぁいいでしょう。貴女が本物の修復士かどうかはすぐに分かることです」

　とキルザスは、鞄の中のドレスを机に広げてみせた。

「さぁ、お願いします」

「分かりました」

　近くで見られながらの修復は落ち着かないが、このまま偽物だと疑われ続けるのも癪しやくだ。ラフィは逆らわずに、目の前で挑ちよう戦せんしてみることにする。

（まずは大きく深呼吸、と）

　大切なのは、心を落ち着かせることだ。頭の中を真っ白にして何も感じない状態になるまでじっと待つ。そのときにラフィはいつも、風のない湖の水みな面もをイメージしている。まるで鏡のように研とぎ澄すまされた水面にモノの心を映し出すのだ。

　もし修復出来るモノならば必ずそこに映し出される。その姿に寄り添うように、ラフィは一度しまい込んだ自分の心を意識していく。

　そして祈いのるようにそっと呼びかけるのだ。伝えるべき言葉は、自然と心の奥から湧わいてくる。

『持ち主に深く愛されしモノ。永く刻を越え眠りにつきしその魂たましいよ、どうか目覚めて。私にその声を聴かせて』

　ラフィはドレスに向かって優しく語りかける。

　その声は通常の人が心の中でつぶやく感覚に似ているが、もっと強くて直接的だ。自分の思念を、頭の中でしっかりと響かせるように呼びかけないと声は届かない。

『私の声が聴こえたならば、お願い。何か応こたえて』

　再度、呼びかけてみる。少しだけ、戸惑うような沈ちん黙もくが流れ──やがて。

　ドレスからふっと人型の白い影が浮き上がった。目鼻立ちを確認出来るほど明確ではないが、どうやら女性らしいことは分かる。

『わらわを呼ぶは誰じゃ？』

　ふいに艶めいた女性の声が返ってきた。恐らくこれがドレスの持つ人格なのだろう。

『よかった、私の名前はラフィ。修復士として……』

『この無ぶ礼れい者ものがっ。わらわを誰と心こころ得える！』

　いきなりどやされてしまった。

（だ、誰って……ドレス、だよね？）

　いきなりの高こう慢まんな態度に啞あ然ぜんとしながらも、なんとか解決の糸口を探さぐろうと考える。とにかくここは相手のご機き嫌げんを取ることが一番である。ラフィは大おお袈げ裟さにゆっくりとドレスの前に跪ひざまずいてみせた。

『これは失礼致しました。恐れながら、貴女様は昔に作られた婚礼用のドレスではありませんか？』

『ふん、当たらずとも遠からずじゃな』

　丁寧な対応に少しだけ機嫌を直したのか、ドレスがつんと顎あごを上げて続ける。

『よいか。わらわはただのドレスではない。今から三十年ほど昔。ヨハンブルグ家の主が、金に糸目をつけず、最高の技術と手て間ま暇ひまをかけて作らせた婚礼ドレスじゃ。わらわのような高貴で！　華はなやかで！　かつ清せい楚そな美しさに満ちあふれたドレスはもう二度と作れぬと、職人どもも申しておったわ』

　それからドレスは、自分がいかに素晴らしいかを語り、身につけた宝石や生地の希少さのひとつひとつを事細かに自慢し始める。正直、ラフィにとってはあまり興味のある内容でもないが、ここはひたすら我が慢まんの時と間きである。

『……という経いき緯さつで、わらわはかつてない羨せん望ぼうと期待の中、誕生したわけじゃ。おぬし、ちゃんと聞いておるのか？』

『は、はい。それはもちろん！　ホント素晴らしいですよねぇ』

『しかし、刻は過ぎてしもうた』

　急にドレスの声が力を失った。そして悲しげに汚れた自分の姿に目を落とす。

　かつて見事な秀しゆう麗れいさを誇った黄金糸の刺し繡しゆうはほつれ、ちりばめられた宝石のほとんどが外れてしまっている。昔は輝かがやくばかりだった純白の正しよう絹けんも今は光こう沢たくを失って黄ばんでおり、所々破れてしまっていた。

『わらわは作り手に愛され持ち主にも愛されて、心を宿すモノとなった。生まれたばかりのわらわの心は幸せに満たされておった。でもそれも昔のこと──今はただ滅びゆく運命を受け入れるのみ。悲しいことだがそれが自然の摂せつ理りというもの。しかるべき刻が来るまで、あとは眠ねむるだけじゃ』

　そうつぶやいて再び眠りにつこうとするドレスを、ラフィは慌てて呼び止める。

『待って……じゃなくてお待ち下さい！　確かにそれが自然の摂理。でも今、貴女様を必要としている方がおられるのです』

『必要とな。誰じゃ？』

『貴女様の持ち主であったヨハンブルグ婦人のお嬢様。ご存じですか？』

　キルザスの説明を必死に思い出しながら、ラフィは言葉を繫げていく。

『うむ。覚えておるぞ。婚礼式のあともずっと部屋に飾られたわらわは、揺りかごに揺られる小さな命を見守っておった。ほんにあの頃は幸福が満ちていて息苦しいほどだったのぅ』

　でも、とドレスは再び悲しげにうつむいた。

『持ち主は病やまいにかかりこの世を去った。わらわに愛をくれる人間はもうおらぬ……せっかく与あたえられた心じゃが、悲しみしか感じることが出来ぬのなら、せめて永久に眠らせておくれ』

『それは違います！』

　嘆なげくドレスにラフィの声が重なる。

『本当に誰からも愛されなくなると、心を得たモノとはいえ、死んでしまうのです。そしてただの物として朽くちていく。それなのに貴女様はただ眠りについているだけで生きている……なぜだか分かりますか？　それはまだ貴女様を愛している人間がいるから』

　それはミケやザロが教えてくれたことだった。修復士のことは人間の領域なので独学するしかないが、モノのことならば大たい抵てい、彼らが教えてくれる。

『わらわを？　この変わり果てたドレスをか？』

　信じられないというように、ドレスから浮かび上がった白い影が大きく揺れた。畳たたみかけるようにラフィは言葉を連つらねる。

『モノよりもずっと早く、人間は姿を変えていきます。貴女様が見守っていた揺りかごの小さな命は、今では貴女様の持ち主だったご婦人と同じような姿をしてるんです』

『まことか？　あの小さき者が？』

『はい。そして、そのお嬢様が望んでおられます。貴女様が再びあの頃に刻を戻し、輝かしい姿を取り戻してくれることを』

　思案するようにドレスは黙り込んだ。ラフィはそれをじっと見守る。

『気持ちは有あり難がたいが、それは無理じゃ。一度失われた姿は二度と戻らぬ』

　ため息交まじりの言葉に、ラフィは胸を張って『大丈夫！』と大きく頷いてみせた。

『私に任せて下さい。きっとお手伝い出来るかと』

『………………そういえば』

　ドレスは訝いぶかしげに口を開く。

『お前は誰なのじゃ？　というか人間が何なに故ゆえ、わらわと話せる？』

　ラフィは思わずひっくり返りそうになった。この高飛車なドレス婦人は、ラフィを一体なんだと思って話していたのだろうか。

『紹介が遅れました。私はラファエリアと申します。モノの声を聴いて、その刻を戻せる力を持っております』

　ドレスが息を飲むのが分かった。

『まさかそなた、修復士か!?　いや、そんなはずは。しかし……』

『修復士、だとは思うんですけれど』

『なんじゃ？　自分が何者かも分からんとは、随分と頭の悪い人間じゃのう。わらわも出会ったことがないので詳しいことは知らぬが、縫ほう製せいの際にミシンが教えてくれたのじゃ。世界のどこかに修復士という人間がいて、モノの声を聴き、その願いを叶えてくれるとのぅ。ただの夢物語かと思うておったが、まさかこんなところで出会えるとは。やはりルネス神は、我らモノをお見捨てにはならなかったのじゃ！』

　ルネス神とは、この世界で広く信しん仰こうされている最高神であり、すべての創造主ともされている。一応、修復士の力もルネス神から与えられたと記されてはいるのだが、正直言ってそのあたりのことまでは分からない。

　ラフィはただ、生まれ持ってモノの声が聴こえたというだけで、神様の領域のことまでは知るよしもないのだ。ともかく、とラフィは顔を上げる。

『高貴なるドレス様。貴女様の刻を戻すこと、許してもらえますか？』

『もちろんじゃ。きっと修復士に出会える幸せなモノなど数えるほどしかいないのだろう。この身、この心をすべてそなたに委ゆだねようぞ』

　ドレスは怖いぐらい素直に応じると、再び生地の中へと姿を消していく。

「ありがとうございます」

　ラフィは思わず、ちゃんと声に出してお礼を言ってしまった。

（キルザスさんは未熟だと断言してくれちゃったけど……やっぱりモノが望まないと刻を戻すことなんて出来ないよね）

　再確認しながら大きく息を吸い込むと、ラフィは最後の仕上げにかかる。

　祈るようにドレスの前に跪き、ゆっくりと瞳を閉じた。

　やがて潮が満ちるように、ラフィの全身──頭のてっぺんから指先までくまなく力が漲みなぎり、蜂蜜色の長い髪が不思議な風を受けてたおやかに揺れる。

　心のずっと奥の方からその言葉はやってきた。

『大いなる刻の流れを越えてきた生命よ。今一度刻を戻せ、もっとも輝いていた時間まで』

　その想いを唇に乗せて、ラフィはドレスの生地にそっと口づけをする。

　それが試行錯誤の末にあみ出したラフィの魔法のかけ方だった。

　呼応するかのように、古ぼけたドレス全体が少しずつ輝き始めた。真しん珠じゆのような純白の淡あわい光を帯びて音もなく再生していく。黄色くくすんでいた生地は輝く雪のような純白に、無数のほころびがあった細やかなレース達は本来の繊細な姿を露あらわにし、一面に縫ぬいつけられていた豪ごう奢しやな装飾品や宝石さえもが次々と欠けた部分を取り戻していく。

「ふぅ」

　見事修復されたドレスを手にして、ラフィは満足と安あん堵どのため息をついた。

　ドレス自身の言葉通り、何人もの職人の手で大切に作られ、また何より持ち主に愛され尽くした一着だったらしい。胸元の可か憐れんな宝石から裾すその豪華なレースに至るまで、すべてがえも言われぬ美しさで、優しい気品に満ちている。

「すごいですね……！」

　驚きに満ちたキルザスの声に、ラフィははっと我に返った。そうだった。修復に夢中で失念していたが、これはキルザスの依頼であり、修復士としての力試しでもあったのだ。

（大丈夫だよね？　だってちゃんと修復出来たし。キルザスさんも驚いてくれてるし）

　彼だけでなく、依頼人の娘さんもきっと予想以上の仕上がりに驚くに違いなかった。

　しばらくキルザスはドレスを手に取ってあちこちを調べていた。そして突とつ如じよ、顔を上げる。

「いいでしょう。貴女を我が主のもとへ連れて行き、修復士の依頼を受けることを許可します」

「はい？　そんな話、初耳なんですけど。修復士の依頼ってこのドレスじゃないの？」

「こんな気の抜けた仕事で金塊をもらおうなど、なんと厚かましい……」

「いや報酬のことじゃなくて、ですね」

　どうやったら伝わるのか悩んでいるラフィを、キルザスはピシャリと撥はねつける。

「こうして修復士を捜し当てた以上、反論は許しませんよ。断っても無む駄だです。貴女が私に大人しく連行されるまで、ここに住み込んででも説得し続けますからね」

「キルザスさん、ここに一緒に住むんですかぁ!?　きゃあ素敵、素敵過ぎますぅ」

「チ、チエリ」

　食事の準備が整ったのだろう。二人を呼びに来たらしいチエリが、瞳をきらめかせながら両手を胸の前で重ねている。

　その言葉を聞いたキルザスは、心底嫌そうに眼鏡を押し上げた。

「ふん、笑わせないで欲しいですね。こんなガラクタ娘など一緒に住むどころか、修復士でなければ飼育するのもお断りですよ」

「し、飼育!?」

　あまりの言われように愕がく然ぜんとするラフィだが、しかしとどめを刺さしたのは親友チエリだった。

「いやもぉ、強制連行でも飼育でもなんでもしちゃって下さい」

「な、何言ってんのよ、チエリ！　なんで私が飼われなきゃいけないのよ」
















「決まってるでしょ。キルザス様がカッコイイからよ。顔のいい男は何しても許されるの。それが乙女の正義なのっ」

　間違っている。絶対に間違っている……そう信じたいが、ここまできっぱりと断言されるとラフィの方が自信が持てなくなってくる。

「そうなの？」

「そうなの！」

　チエリは胸を張り、世界に向かって力強く宣言する。

「世の中、性格のいい男なんて探せばいくらでもいるの。でもここまで綺麗な男はそうそういないのよ？　いわば絶滅危き惧ぐ品種であり、希少価値の問題なの。キルザス様がどんなに最さい凶きよう最悪の性格だろうと、見かけ倒だおしのヘボ男であろうと、それは全部許されるのよ。この美しき顔のもとに」

　チエリの堂々たる演説の結びに、びしりと顔を指さされたキルザスは首をかしげている。

「なぜか微び妙みように不ふ愉ゆ快かいなのですが……気のせいでしょうか？」

　ラフィはただ、苦笑いを返すしかなかった。




「ふ～ん」

　不機嫌な顔を隠そうともせず、ミケは胡う散さん臭くさげにキルザスを見上げた。

「それって本当に信用出来る話なのかよ？」

　胡桃くるみのパンに軽く炙あぶった燻くん製せい肉を挟みながら、ミケは遠慮なくキルザスに不信感をぶつける。

「ちょっと、お客さんに失礼でしょ」

　ミケとチエリが作った玉葱と蕪かぶのスープを匙さじですくう手を止めて、ラフィは注意する。

　が、ミケは反省した様子もなくプイと横を向いた。

　キルザスが自分よりも年上でカッコ良い大人の男だから、自然と当たりがキツくなっているのだろう。負けず嫌いのミケらしい反応に、ラフィは複雑なため息をついた。

　ザロはといえばパンにたっぷりかけた蜂蜜をこぼさずに食べることに集中しているらしく、一切会話に加わることなくひたすら慎しん重ちように、パンの上を滑すべる蜜の動きを追っている。

「そこの紅いの、あなたはこのガラクタ娘のなんなのですか？」

「紅いのって言うな！　俺はミケ、ラフィの助手だ。俺が一番でザロが二番目だけどな」

　得意そうにミケが胸を張り、チエリが「しかもイケメン助手」とあまり意味のない情報を付け加える。

「助手ですか。ならば仕方ありません。特別に我が主のもとへ来ることを許可しましょう」

「いや、だからそれは」

　初耳ですってば、とラフィは繰り返した。

「初耳初耳とうるさいですね。貴女の耳は定期的に初期化されるのですか？　人の話をちゃんと聞かないからそういうことになるのです。私はすでに言ったはずです。貴女が修復士として合格すれば、特別に我が国へと招き入れ我が主に面会する栄誉を与えましょうと。そして貴女はなんとかギリギリで合格しました」

「……はぁ」

　言われてみれば確かにそのような内容だったが、さりげなく話が付け足されているような感じもする。ここは一度きちんと、説明をしてもらわねば。

「分かりました。じゃあ聞きますけど、我が国ってどこですか？　我が主って？」

　ラフィの質問に、キルザスは一瞬言いよどむような素そ振ぶりを見せた。いつも一刀両断で相手を黙らせる彼にしては珍しい表情である。

「フローレツィア王国に住むとある高貴なお方……いや、国王陛へい下かです」

「フローレツィア王国!?」

「国王陛下!?」

　ラフィとチエリは同時に素すっ頓とん狂きような声を上げる。ちなみにフローレツィア王国に興味を示したのはラフィで、国王陛下と叫さけんだのはチエリだった。両者はそれぞれ、キルザスに向かってさらに聞きたいことをぶつける。

「フローレツィア王国ってあの、幻まぼろしの千年王国と呼ばれる神秘の国のことですか!?」

「国王陛下って神しん殿でんに住んでいて、国民にもほとんど姿を見せないんですよね？　でもって神のごとく超ちよう絶ぜつ美形なんだとか!!」

「そうです」

　キルザスは面倒くさそうに、二人まとめて返答する。

（すごい……なんだかとんでもない話になってきた）

　いきなり金塊を見せられたときも驚いたが、今回もまたスゴイ言葉が出てきた。

　フローレツィア王国はラフィ達の暮らすシン国の隣に位置しながらも、ほとんどの国と国交を絶っているため神秘の王国と言われている。それでも千年というファルティマ世界で一番古い歴史を持っているその国の名は有名で、今でも風化することなき伝統と貴重な遺跡の数々が眠っているらしい。チエリの超絶美形情報は知らないが、国王が国民に姿を見せないという話はラフィも聞いたことがあった。

「すごーい！　フローレツィア王国、行ってみたい」

「私も私もっ」

　思わず黄色い声を出し合う二人に、ミケが呆れた顔を向ける。

「バカ、フローレツィア王国といや、この国の要人でも厳しい入国審しん査さがあるんだぞ。俺らみたいな一般人がそうそう簡単に行けるわけない。この話、何か裏があるに決まってる」

「そっか。言われてみればそうだよね」

「まさか疑っているのですか？　人を信用しないのは人間のクズですよ？」

　ラフィが修復士であることをあれだけ疑っておきながら、気持ちのいいほどあっさりと自らを棚たなに上げたキルザスが言い放つ。

「……まぁ裏というほどのことではありませんが、国王陛下は噓つきはもちろん、無能な人間もお嫌いです。貴女が修復士として期待に添えぬ場合は、即刻処しよ刑けいもあり得るかと」

「しょ、処刑!?」

　とんでもない裏話である。やはりタダでフローレツィア王国に行けるなど、美お味いしいだけの話なんてこの世にはないらしい。

「あー……私、パス。ラフィ行ってきなよ。お土産みやげ待ってるからさ」

　あっさりと意見を翻ひるがえしたチエリが励はげますようにラフィの背中を叩く。

「躊躇ためらう理由はないでしょう。憧れの国、国王に謁えつ見けん出来る栄光。それに高額報酬。これ以上、何が欲しいのです？」

「いや、でも失敗したら処刑なんですよね？」

「そこは譲ゆずれませんね」

　それは嫌だ。いくら遊んで暮らせるだけのお金をもらっても、命あっての人生なのだから。

「なかなか魅力的なお話ではありますけど……やっぱり、そのぅ」

　断ることが何よりも苦手なラフィだ。顔を伏ふせたまま、隣に座っている親友チエリの袖そでをそっと引っ張って「お願い、助けて」とささやく。チエリは大きく頷いた。

「いくら格好いいキルザスさんの頼たのみでも、急には無理です！　ラフィはまだ、自分がちゃんとした修復士かどうかも自信持てないんですから。半人前の修復士を王の前に連れて行って失敗したら、キルザスさんの立場も悪くなるでしょ？　だからラフィが立派な修復士になるまで、キルザスさんはここに住んで下さいっ」

　最後の方は完全に趣しゆ旨しが変わってしまっている。チエリの微妙な援護に、しかしキルザスは「ならば余計に都つ合ごうがいいですよ」と得意そうに眼鏡を押し上げた。

「一人前の修復士になりたければ、王から直接お聞きすればよいのですから」

「王様が？」

　なぜフローレツィア王が修復士のことに詳しいのだろうか。首をかしげるラフィに、キルザスは大きく頷いてみせた。

「貴女が知っているかどうかは知りませんが、今から二百年ほど前、かつてこの世界に修復士は存在しました。世界で唯一のその修復士はフローレツィアの王に仕つかえていたのです」

「！」

「だから王は修復士のことをよくご存じなのです。いいですか？　貴女のような半人前とは違う、歴史に名を残した立派な修復士の話が聞けるのですよ」

「……」

　確かに魅力的な話ではある。だからといってすぐに旅立てるほど、能天気な性格ではないつもりだ。だいたい自分のような一般人が王様に会うのも「光栄」と思う前に気き後おくれしてしまうし、もし処刑されてこの家に戻もどってこられないかもと思うと、正直言って怖い。しかし。

　そんなラフィの葛かつ藤とうにとどめを差してくれたのは、またしても親友のチエリだった。

「いいじゃんラフィ。行ってきなよ」

「か、簡単に言わないでよぉ。それに、色々仕事だって残ってるし」

「そっかぁ。ラフィってば、今度から修理の無料サービス始めるんだもんね」

　持参したパンを頰張りながら、チエリが何気なくとんでもないことを言った。

「無料サービス？　何それ？」

「もう街で結構噂だよ。さっき会ったおじいちゃんが感激して言いふらしてたから。なんでも車輪の修理を頼みに行ったら、お代を受け取りもせんかったって」

「？　……あ」

　確か車輪を修理するしないで揉もめて、お代だって渡された舞台のチケットをいらないと突っ返したような記憶がある。

「いやいやいや、だからって無料サービスなんかするはずないでしょ。チエリ、ちゃんと否定しておいてくれたよね」

　それが、と彼女は気まずそうにもじもじしている。

「おじいちゃんがあまりにラフィを褒めるもんだから、私もてっきり本当だと思い込んじゃった。で、あのラフィなら間違いない！　無料でどんなガラクタも修理するはずだって、一緒になってみんなに言いふらしちゃったのよねー……」

「！」

　あまりの展開に、ラフィは思わず匙を落とす。隣でミケが脅おどすように低い声でつぶやいた。

「来るぞ、これは。山のような修理品が」

「噓でしょ……」

　とんでもないことになった。このままでは、一番やりたくない修理の仕事がどっと押し寄せる。しかも、それを全部無タ料ダでやらなければならないのだ。

「ヤだ！　絶対に嫌だぁ」

　取り乱すラフィを、慌ててチエリがなだめにかかる。

「大丈夫だって。もし来たら、全部断ればいいじゃん」

「それが出来れば苦労しないわよぉ」

　頭を抱えながら、ラフィは泣き崩くずれた。

　噂を聞いてやってきたお客さん達の、失望したような顔──それを見てしまえば、自分は絶対に引き受けてしまうに違いない。そんな光景が目に浮かぶようだ。

「ふふふ、これで決まりですね」

　ふいにキルザスが意味深に微笑ほほえんだ。彼がこの家に来てから初めて笑っている。言うまでもなく、それは不吉な予兆だった。

「この危機的状況を打破する解決策はひとつ。今すぐフローレツィア王国に旅立つことです」

「……うー……」

　依頼に失敗して処刑されるのは絶対に嫌だが、ここで修理屋としてガラクタに埋もれていくのも大たい概がい嫌だ。

「何を迷うことがありますか。貴女は一人前の修復士になりたいんでしょう？　そのためにも王に会い、修復士がなんたるかを学ばせていただきなさい」

　ラフィがもっとも魅力を感じている箇所を、キルザスは的確に突いてきた。追い詰つめられたラフィの心が大きく傾かたむいていく。

　しばらく考え抜いた末、ラフィはしぶしぶ頷いた。

「よくぞ決心しました。もし失敗しても修復士として死ねるのです、後こう悔かいはないですよね」

「ありますよ、後悔！　というか絶対に死にたくないし」

　必死に訴うつたえるが、キルザスはまったく聞いていない。

「そうと決まれば出発は急いだ方がいいですね。この先の森に馬車を待たせてあるので、私は御ぎよ者しやを呼んできます。その間に、あなた方はさっさと荷造りを済ませて下さい。夜には出発しますよ」

　分かりましたね、と一方的に段取りを言い渡され、ラフィはこくこくと頷くしかなかった。キルザスは言いたいことだけを言うと、素早く森へと消えていく。

「チエリ、私。ここにまた帰ってこられるかな」

「大丈夫よ、あのキルザスさんがついてるんだもん。悪いことにはならないって」

「そうかなぁ？」

　むしろあのキルザスと一緒なことが心配だ。

「それよか楽しんできなよ、せっかくフローレツィア王国に行けるんだから。あと国王と謁えつ見けんできたら、どれだけカッコよかったか絶対に教えてね」

　相変わらず脳天気な親友に、ラフィは心が安まるようなかえって不安になるような、なんとも複雑な心境になっていた。




「着替えと洗面具と……あと何がいるんだ？　あ、ヤベ。図書館の本も返さなきゃ。仕方ないからチエリにでも頼むか」

　旅たび支じ度たくに追われるミケの腕を、ザロがそっと引っ張る。

　ザロはむぅと口を固く結んだまま、キルザスの消えていった森を指し示していた。

「？」

　壊滅的に無口なため分かりづらいが、ザロは非常に頭が良い。宝石だった二人がラフィのもとに辿たどり着けたのも、彼の鋭い洞どう察さつ力と分析力、そしてほころびのない推理力によるものが大きい。そのザロがぽつりとつぶやいた。

「王は偽物」

　ミケは驚いて顔を上げる。王とはフローレツィア国王に違いない。ということはラフィはあのキルザスという男に騙だまされているのか。

「このこと、ラフィに知らせるか？」

　少し迷ってから、ザロは首を横に振る。しばらくは様子を見るつもりらしい。

　緊急ではないと分かって、ミケはほっと胸をなでおろした。

「でもまぁ、フローレツィア王国に行くのはいいことなんじゃね？　ラフィも自分が修復士だって自覚するいい機会になるだろうし。それって俺らの望みでもあるわけだろ」

「……わからない」

　確かなことしか口にしないザロのことだ。それ以上のことを話すには情報が足りないのだろう。ザロを絶対的に信頼しているミケは、あえてそれ以上は聞かないようにする。

　うつむいたザロは小さな声で「王は、偽物」と、もう一度繰り返した。
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　キルザスが引き連れてきた馬車は、寝しん台だい付きの立派な代しろ物ものだった。馬は全部で八頭もおり、台車は二部屋に分かれて連結されている。ひとつは寝室付き、もうひとつはまるで応接間のような造りになっていた。御ぎよ者しやがひとりと従じゆう者しやも二人いる。

　ラフィの家から、馬車を乗り継ついで一週間。

　その間、いくつかの豪ごう華かな宿に泊まった。場所によっては馬車で眠ねむることもあったが、なまじラフィの家のベッドよりも寝心地がいい。

　フローレツィア王国への入国の難しさを示すかのように、あちこちに検問がしかれていて怖こわい顔の兵士達に何度も止められた。それでも王国が近づくにつれ、キルザスの顔パスが多くなってきた。彼がフローレツィア城の者であることは、どうやら間違いないらしい。それも、対応する兵士達の態度を見れば、かなりの地位にいるようだ。

　今もキルザスは、異常に畏かしこまった衛兵と何やら話し込んでいる。ラフィはその様子を馬車の小窓からぼんやりと見ていた。

（どうりで威い張ばりくさっているはずだよね）

　そこでラフィははっと思いつく。

　そして、隣で熱心に本を読んでいるミケの袖そでを引っ張った。

「私、ちょっとひらめいちゃったんだけどさ。ひょっとしてキルザスさんって、実はお忍びで旅に出た王様自身なんじゃないの？　前に借りた小説で、そういう話あったもん」

「なんだよ、急に。なんでそういうことになるわけ」

　首をかしげるミケに、ラフィは唇くちびるに指を当てて考える。

「だってさ。あんなに威張っている人なんて、世界中探してもそうそういないよ」

「うーん、言われてみれば確かにな。あの高たか飛び車しやなキルザスが仕つかえる相手って、想像出来ねぇ。どんだけ偉えらいんだって話だよな」

「でしょでしょ」

「つか偉い奴やつに会った途と端たん、人格変わるのかもよ？　なんつーの、上の立場の人に弱くて下の者に強い典型的なタイプだったりして」

「うわぁ！　へこへこしてるキルザスさん、見てみたいかもっ」

　そのとき、突然窓の外から声がする。

「下らない憶おく測そくで、よくもそこまで盛り上がれますね」

「わー！」

　いつの間にか、用事を済ませたキルザスが立っている。

「誤解のないよう言っておきますが、私が心からお仕えするのは国王陛へい下かただひとりで、それ以外は全員クズだと認識しています」

「……それはそれで問題だよね」

　小さな声で反論してみるが、もちろんあっさりと無視されてしまう。

「そんなことよりも、です。これからいよいよ城へと入ります。あなた方を上う手まく潜もぐり込ませなければなりませんので、くれぐれも目立つことはしないように」

「潜り込むって」

　まるで泥どろ棒ぼう扱いではないか。不服そうなラフィにキルザスは片かた眉まゆを上げ冷ややかに言い放つ。

「正式な入国許可を取って堂々と城へ入りたいのなら、ここで三年待つことになりますが？」

「……すみませんでした、よろしくお願いします」

　これ以上、余計なことは詮せん索さくしない方がよさそうだ。

　ラフィ達を乗せた馬車は軽やかに街を抜け、切り立った丘の上にあるフローレツィア城へと駆かけ上っていく。緑の森に包まれるようにそびえ立つその姿は美び麗れいかつ荘そう厳ごんで、見る者を圧あつ倒とうしていた。

「素敵、これがフローレツィア城！」

「……違ちがいます。今見えているのはただの城じよう壁へき。城はその奥で、ここからはまだ見えません」

「そ、そうなの？」

　煉れん瓦が造りの美しい外装には立派な飾かざり窓までついていて、到とう底ていただの壁かべには見えない。これが城壁ならば、本当の城はどれほど壮そう大だいなのだろう。

　高まる期待に胸を高鳴らせている間にも、馬車は城壁を越こえて門へと入る。

　すると今度は見事な庭園が現れた。手入れの行き届いた植木がどこまでも続き、色とりどりの花々が咲き誇ほこっている。その間にはいくつもの噴ふん水すいが心地よい水音を響ひびかせていた。

「お、城ってあれじゃね？　すっげぇデカい建物発見っ」

　興奮気味のミケの言葉に、キルザスはすげなく首を振ふる。

「いいえ、あれは左さ翼よく館かんの執しつ務む室しつです。それに特に大きな建物ではありません」

「え、あれで大きくないの？」

　思わずラフィは目を丸くする。まったく、想像を絶する広大さだ。

「じゃあ、あれに違いねぇぜ！　今奥に見えてきた……ほら」

「あれは礼れい拝はい堂どう」

「もうミケってば田舎いなか者もの丸出しじゃないのよ。お城はあの建物に決まってるじゃない。それで、あの一番立派な塔とうの先せん端たんに王様が住んでるのっ」

「あれはただの見張り塔です」

　まったくあなた方は、とキルザスは頭を押さえている。

　ラフィとミケは決まりが悪そうに、互いを肘ひじで突き合った。

　やがて本物の城が見えてきた。ラフィは思わず息をのむ。

「すごい……この世のものとは思えないよ……」

　城の外装は他の建物とは違って煉瓦造りではなく、すべてに輝き晶しよう石せきが使われていた。輝晶石とは絹のような光こう沢たくを持つ貴重な鉱石であり、下へ手たな宝石よりもずっと高値で取引されている。

　それを建物全体に惜おしげもなく使っているのだ。白く輝かがやくこの城に、一体どれほどの価値があるか──想像するだけで頭がくらくらしてくる。

　それは中に入っても同じだった。

　見上げてもなお、モザイクに彩いろどられたアーチ型の天てん井じようははるか遠くである。背せ丈たけの五倍ほどもある大きな窓には、フローレツィアの代表的な伝統工芸である黄金硝子ガラス細ざい工くで様々な文様が施ほどこされており、太陽の光を幾いく重えにも反射させながら見事にきらめいていた。

　ラフィの期待通り、フローレツィア城はどこを見ても、どこまで見ても素晴らしい城だった。ここでは芸術的でない物を探す方が難しい。

「すごーいキレーイ」

　可能な限り首を上げ、天井と窓の美しさに目を奪うばわれたままラフィはひたすら感かん嘆たんしている。

　千年以上の伝統を誇る王国の城だけあって、造りはどこもかつての栄えい華がを感じさせるに足る立派なものだ。

　大理石の長い回かい廊ろうに置かれた調度品の数々も、みな大切に愛され長い刻ときを越えてきたモノばかりで、ラフィには彼らが遠巻きにこちらを見ているのが分かる。

「どれも素晴らしいモノ達ばかりだね」

「歴史だけは長いですからね」

　鞄かばんを手に、前を行くキルザスが興味なさげに答える。鞄の中にはラフィが修復したドレスが入っているはずだ。

「そういえばミケとザロも昔、この国にいたことがあるって言ってたような……」

「一いつ瞬しゆんだけどな。俺おれら二人は世界中を渡わたり歩いたから」

　今からざっと二百年も昔のことである。当時栄華を極めていたフローレツィア王国は建国八百年の祝典に合わせて、最高技術の粋を集めた巨大な柱時計を造らせた。

　その三時と九時の位置にはめ込まれた宝石こそが、ザロとミケだったのだ。それはまさに繁はん栄えいの頂点にあるフローレツィア王国に相応ふさわしい豪ごう奢しやな時計だったという。

　元々土ど壌じよう豊かで気候も穏おだやかなこの王国はまた、世界有数の貿易国でもあった。現在のように国交を閉ざす前のフローレツィアには当然ながら各国から多くの人々が集つどい、その分だけ欲望と争いが生まれた。

　やがて争いの火種は国内の政権争いと国外からの侵しん略りやくという形へと発展していく。風ふう雅がで華はな々ばなしかったフローレツィア王国の平和は、たちまち麻あさのごとく乱れ疲ひ弊へいしていった。

　その混乱期にミケ達の柱時計は略りやく奪だつされ、商人達にバラされてそれぞれ売られてしまったらしい。そして彼らは再び、人間の欲望のままにたくさんの場所を彷徨さまよい続けて逃にげるようにラフィのもとへとやって来たのだ。

（あの頃は二人とも、すごく疲つかれてたよね……）

　まるで見違えた今の二人を見ていると、改めて修復士でよかったと感じる。

「そう考えると、二百年前の混乱からよくこの国は立ち直れたね」

　感心しながら、ラフィは改めて周りを見渡してみる。

　この城へ入る前に通ってきたフローレツィア王国の首都であるフィアも、平和で穏やかな賑にぎわいを見せていた。ラフィ達が住んでいる新しん興こう国家のシン国に比べて、伝統を重視したフィアの街並みはいささか古くさく感じるものの、街行く人はみな豊かでそれぞれに満たされた生活を送っているような印象があった。

「我らフローレツィア王国はその乱世を教訓として固く国交を閉ざし、通常、王族は人前に姿を見せることはありません」

　そうすることで、王に上手く取り入り権力を握にぎろうとする人間を作らせない仕組みになっているのです、とキルザスの説明は続いた。そのためこの国の王は他の国とは違い、完全に神格化されている。城の最深部にある神しん殿でんに住んでいて、許可なく立ち入ることはできないのだ。

「そんな王様に会えるなんて……光栄なことかもしれないけど、なんだか怖いよね」

「王様つっても、所しよ詮せんはただの人間だろ。なんてことないって」

　不安そうなラフィをミケが明るく励はげます。

「いざとなったら、この俺様がバッチリ守ってやるから」

「ありがと……その気持ちは嬉うれしいけど。お願いだから〝俺の方が強いから、俺が一番！〟とか王様の前で言わないでね」

　心なしか、前を歩くキルザスの背中から冷気が放たれている気がしてラフィはひとり焦あせる。

　その背中がふいに止まった。そして用具庫のような小部屋に通される。

「ここまでは私の一任で連れて来られましたが、これより先は無理です。あなた方にはこれから、相応しい格かつ好こうに変装していただきます」

　振り返ったキルザスはいつになく表情が硬かたい。恐らくここからは隠おん密みつ行動でないとラフィ達を王に会わせることが出来ないのだろう。

「じゃあじゃあ！」

　それを聞いたラフィは、期待を込めて一歩前に出た。

「正装しなきゃね。やっぱりここはメイドさん達がわらわら出てきて、私、湯ゆ浴あみとかドレスとか着させられるの？」

　いつか読んだ物語のワンシーンを思い出して、ラフィは胸を躍おどらせる。

　自分でお洒落しやれするのは苦手なラフィだが、人にやってもらうのは大好きだ。魔ま法ほうかと思うほど可か愛わいく変身しちゃうという展開は全世界の乙女おとめの永遠の憧あこがれであり、それはラフィとて例外ではない。しかし。

「いや、その必要はありません。あなた方にはこのフードを着て顔を隠かくしてもらいます」

　予想を大きく外して、キルザスが手にしていたのは真っ黒でなんの変へん哲てつもないフードだった。すっぽりと頭から被かぶると、ちょうど修道士のような格好になる。

　当然ながらものすごく地味だ。キルザスはいつもの貴族然とした服装なのだが、ラフィ達三人が並ぶと、まるで巨大な黒団子が三つもそもそと動いているようである。

「いい感じです。そのまま頭を軽く下げ、決して顔を上げないように。神殿に入る使用人は手元しか見てはならぬことになっています。いいですか、これからあなた方に許される視界は、そのフードから見える部分だけです」

「使用人!?　私達って修復士として呼ばれたんじゃないの？」

　慌あわてて聞き返すと「声が大きい」と結構な力で後頭部を叩たたかれる。

「修復士を必要とされているのは、国王陛下ただおひとり。その他の城内の者の前では、くれぐれも修復士という名を出さぬよう」

　分かりましたね、と念を押され、ラフィはしぶしぶ頷く。

　色々と複雑な事情があるようだが、ここは大人しくついていくしかなさそうだ。ラフィ達は仕方なく部屋を出た。

　それからくねくねと曲がる長い回廊を渡り、いくつかの中庭を眺ながめながら先へと進む。呆あきれるほど広い城内は、どこもかしこも寸分の抜かりなく磨みがき上げられていた。

　やがて周りの雰ふん囲い気きが、より風雅で厳げん粛しゆくなものに変わる。人ひと気けは劇的に減り、城で忙いそがしく歩き回っていた人々や警備兵、メイド達もまったく見かけなくなった。

　あたりには水の流れるかすかな音と小鳥のさえずりしか聞こえない。

「ここから先は城ではなく、神殿へと続いています」

「神殿？」

「国王の住まわれている神聖な場所ですから、私や最低限の使用人を別にして、あとは何なん人びとたりとも立ち入りを禁止されています」

　手元しか見るなと言われたが、これほど素晴らしいモノ達を見せられて我が慢まん出来るはずがない。

　キルザスに気づかれないようにそっと顔を上げると、庭園にはなだらかな階段が造られており、その先に巨大な扉とびらが見えた。

　ふと隣を見ればミケとザロも遠えん慮りよなくあたりをきょろきょろしており、ザロに至っては勝手にフードを外して、近くの柱を触さわっている。

「こら二人とも、顔伏ふせてなきゃダメでしょ」

「貴女あなたもですよ」

　すかさずキルザスが付け加え、ラフィの頭をフードごと押し下げる。

「す、すみません……」

「しかしまぁ、ここまで来れば大丈夫でしょう。仕方ありません、好きにしていいですよ」

「やった！　こんな素敵な場所、見られないのはもったいないもの」

　許可が下りたところで、ラフィはフードを脱ぬいで改めて周りを見渡した。

　謁えつ見けんの間まへと続く扉は、確かに神殿と呼ぶに相応しい荘厳な雰囲気に包まれている。階段を最上階まで上り詰つめて、見上げるほどの巨大な木製の扉の前に立ったラフィは、思わずそれをしげしげと観察してしまう。扉には最高神ルネスから冠かんむりを賜たまわる王と、それを祝福する様々な神と賢けん者じや達が彫ほり込まれていた。

（すごい……この扉もきっと、モノとして心を得ているに違いないわ）

　ラフィは感嘆しながら、その見事な彫刻にそっと手を当てた。息づかいのようなものは聞こえるが、こちらから語りかけないせいか黙だまっている。

　キルザスは、ひとつ息を吐はくと扉をゆっくりと押す。重々しい音をたてながら扉は開かれた。

　いよいよ王との対面だと、ラフィは胸を高鳴らせる。が。

「？」

　ラフィの眼前には空の玉座がぽつんとあり、どこにも人のいる気配がない。

「やはりな。今日もあの場所におられるか」

　キルザスはひとりごちるとさっさと歩き出す。

「ついてきて下さい」

「え？」

　そのまま歩き出したキルザスに、ラフィ達は慌ててついていく。行き先は分からないがここではぐれたら最後、迷まい子ごになることぐらいは分かる。

　キルザスは無人の玉座へと近づき、何を思ったかその椅い子すをどけた。

「！」

　すると床ゆかの下に小さな隠し扉があるのが見え、さらに地下へと繫つながる階段が現れた。暗くら闇やみへと螺ら旋せんを描えがくその階段は、まるで牢ろう獄ごくへの入口のような不気味さである。

　幽霊やオバケの類たぐいが何よりも苦手なラフィは、それだけですくみ上がった。

「……まさか、ここ下りるの？」

「そうです。さっさとして下さい」

　戸と惑まどうラフィとは対照的に、キルザスは慣れた足取りでその階段を下り始めた。ともすれば闇に消えてしまいそうな背中を必死に追いかける。

「王様って、ひょっとしてここに幽ゆう閉へいでもされちゃってるの？」

「いいえ、ただ国王陛下は静せい寂じやくと孤こ独どくを愛するお方。その上極度の人ひと嫌ぎらいでもあられますので」

　ただでさえ誰だれも入れない神殿に住んでいるのに、さらにこんな地下に潜ってまで独りになりたがるとは──。

（どれだけ人が嫌いなんだって話だよね）

　ラフィが不ふ審しんに思っていると、小さな扉に行き着いた。腰こしを折ってくぐらないと入れぬほど低い扉だ。

「レオール様、例の者をお連れしました」

「入れ」

　扉の向こうで短い声がした。王と呼ぶに相応しい威い厳げんに満ちた声こわ音ねだが、まだ若いような印象も受ける。

（うわ、何ここ!?）

　狭せまい部屋には六人掛がけの大理石テーブルが置いてあり、透すかし彫りの入った背もたれの高い椅子が整然と並んでいる。机と椅子は立派だが、他には何も置けないほどの小部屋だった。

　そして何よりも暗い。両側の壁にはそれぞれ八本の蠟ろう燭そくが灯ともされているが、それだけではお互いの顔を見ることも出来ない。太陽の光が一切射さないこの場所は、闇が濃こすぎるのだ。

（ここって牢獄とかじゃないの？　変なとこ来ちゃったなぁ）

　早く暗闇に目を慣らそうと、瞳をこらしてあちこちを見る。

　部屋を埋うめ尽つくす大理石の机と並べられた椅子。その一番奥の椅子に──。

「!!」

　誰かがいた。いや、何かがいた。闇に沈しずんで全ぜん貌ぼうは見えないが、深くフードを被った男が座っている。端たん正せいな鼻筋と形の良い唇だけが、ぼんやりと炎ほのおに照らし出されていた。

（ヤだ……この人、なんか違う……）

　なんとも言えない緊きん張ちよう感かんに、ラフィは背筋をぞくりとさせた。これが王の威厳なのか──姿を闇に沈ませ顔すら見えなくても、目に見えない〝格〟のようなものが全身からあふれている。

「レオール様、ここにおられましたか」

　しかし、キルザスはいつもの口調で呼びかけている。

「まずはドレスを」

　顔を上げぬまま王が口を開く。ほんの短い言葉だったが、場の雰囲気が一段と重くなった。

　キルザスは一礼すると鞄を持ってレオール王の近くへ行き、中からドレスを取り出した。

「……」

　長い沈ちん黙もくが流れる。暗い部屋での沈黙というのはことさら居心地が悪く、ラフィは意味もなく隣となりのミケと肘ひじで突つつき合いながらひたすら待った。ザロはというとレオール王が顔を下げているのをいいことに、そちらをじっと見つめている。

「修復の一部始終を側で見ておりましたが、恐らく本物かと」

　キルザスが王の耳元で補足している。

（む。キルザスさんてば、まだ疑ってたの？）

　修復されたドレスは相あい変かわらず美しく、こんな闇の中にあってもわずかな蠟燭の明かりを受けてキラキラと輝いている。それは言葉よりも雄ゆう弁べんに、ラフィの力を語っていた。

「いいだろう。お前を修復士と認めよう」

　やがてレオール王がゆっくりと口を開いた。

　どうしていいか分からず固まっていたラフィは、はっと我に返る。そして慌てて頭を下げた。

「あ、ありがとうございます。初めまして。その、私はラファエリアといいますっ」

　心なしか、声が一段高くなっている。

　王族に対する挨あい拶さつとしては、もっと格式張ったやり方があるのかもしれないが、今のラフィにはこれが精せい一いつ杯ぱいである。しかし王からは憂ゆう鬱うつそうなため息だけが返ってきた。

「……」

　どうやら、レオール王の人間嫌いは本物らしい。必要以上の会話はまったく受けつけない様子で、今度はラフィの隣のミケ達へと顔を向けた。

「お前達は？　人間とは違う刻の流れを感じるが」

「！」

　彼らが人間ではないと言われるなんて、今まで一度もなかったことだ。ミケも驚おどろいたように声を上げた。

「あんた鋭するどいな。俺達は二人とも宝石なんだ。それをラフィが修復士の力で、人間の姿に変えてくれたんだぜ？」

「王様に向かってあんたって……！　ミケったら」

　慌てて口を押さえるが、ミケはもちろん、レオール王も気にはしていないようだった。人間との会話はダメだが、モノならいいのかもしれない。王は興味深げに「ほぉ」と頷うなずいてみせた。

　王の隣ではキルザスが目を見開いている。

（あ、そういえばキルザスさんに言っておくのを忘れてた）

　今さら気づくが仕方がない。なんせキルザスが家に来てからあっという間にここまで来てしまったのだから。

　王が確認するようにゆっくりと口を開く。

「宝石が人間に姿を変えたというのか？」

「そう、俺がルビーでザロはサファイアだ。正確にはモノがそのまま形を変えたんじゃなくて、そこに宿る心が人間の姿になってんだけど。だから俺達はこんな風に」

　ミケは胸を張りながら、ザロを指さした。そこにはサファイアが首飾りになって輝いている。

「姿を変えても、自分のモノをどこかに大切に身につけておかなきゃならない」

　ミケは横を向いて、今度は自分の耳を見せた。そこにはルビーの石を使ったピアスがつけられている。

「俺ら本当は一個のでっかい宝石なんだけど、それじゃあ目立つからってラフィがモノの姿をさらに変えて身につけやすいように加工してくれたんだ」

　いつもよりも饒じよう舌ぜつ気味のミケの横顔を見ながら、ラフィははっと気がつく。

（もしかしてミケってば、さりげなく私の修復士としての力をアピールしてくれている？）

　その甲か斐いあってか、レオール王は静かに頷いていた。

「あの、でも本当に偶ぐう然ぜんなんです。今、もう一度やれって言われても出来ないというか……」

　いたたまれなくなったラフィは、正直に打ち明ける。本当に奇き跡せきに近い出来事だったし、その証しよう拠こにあれから三年、未いまだに一度も成功していない。

　それを聞いた王は納なつ得とくしたように黙り込み、代わりにキルザスが確認してくる。

「偶然の産物というわけですね。確かにそれではまだ、一人前の修復士とは言えません」

「だから俺達、優秀な助手として、頼たよりないラフィを手伝ってやってんだ。まぁ修復士のことは人間の分野だから全っ然分からないけど、モノのことなら色々教えてやれるからな」

「なるほど。確かにあなた方助手が、彼女を心配する気持ちはよく分かります。私が見る限りでは、現在修復士の依頼はほとんどないようですし。それに性格的にもどこか抜けている印象を受けますから」

「だろ？　あんた、結構分かってんじゃん」

「けれども心配はご無用。レオール様のご依い頼らいは、彼女が修復士として歴史に名を残す仕事となるでしょう」

「そうなのか。俺、初めてあんたらが役に立つような気がしてきたぜ」

「ちょっとそこ！　私の悪口で和解するのはやめてよね」

　思わず口を挟はさむが、二人ともまったく悪びれた様子もない。

「修復士」

　ふいにレオール王が呼びかけた。

「……はい」

　さっき自己紹しよう介かいをしたばかりだと思うのだが、王はラフィを名前で呼ぶつもりはないらしい。

（別にいいけどさ）

　多少拗すねた気分になりながら、ラフィは王の方を見る。相変わらず、顔はフードに隠れてまったく見えなかった。

「お前をずっと待っていた」

「……」

　その言葉は、不思議なほどラフィの心と身体からだにすっと入り込んでいった。心がざわめいて、かすかに胸が苦しくなる。ラフィこそ、レオール王のその言葉をずっと待っていたかのような──。

（なに、この奇き妙みような感覚……）

　戸惑うラフィをよそに、レオール王はもうキルザスへと顔を向けていた。

「あの小こ瓶びんを見せる。あとで例の庭園に連れて来い」
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「素敵……！」

　ラフィは思わず胸に手を当てて感嘆していた。

　暗黒の地下室からなんとか解放されたラフィ達は、そのままキルザスに連れられて長い回廊を歩かされる。やがて、見えてきた景色にラフィはすっかり心を奪われていた。

　ここは天上かと見み紛まごうほどに美しい庭園である。

　紫むらさきや青といった落ち着いた色の花で統一された庭の中央には、輝晶石を惜しみなく使った立派な東あずま屋やがある。側には背の高い木々がバランスよく植えられ、太陽の日差しを柔やわらかく遮さえぎっていた。

　足下には人の手によって作られた人工の小川が流れており、澄すみきった水が涼すずやかな音を響かせている。その流れを辿たどっていくと、中央の噴水から滾こん々こんと湧わき出ているのが確認出来た。

　アーチ型の屋根を持つ東屋に近づくと、支柱には四季を司つかさどる精せい霊れい達が彫ちよう刻こくされており、全体的に白を基調とした可か憐れんな造りになっていた。

　本当に、まるで一枚の絵かい画がのような美しさである。

　王は先に東屋に着いていて、そこに置かれている長テーブルの一番奥に腰かけている。

　そして無言のまま他の者達も同席するように促うながした。

　視線を落とすとテーブルの一面には細やかな象ぞう眼がん細ざい工くが施ほどこされており、大理石を彩いろどるようにあちこちに黄金がはめ込まれている。

　あまりの素晴らしさにため息しか出ないラフィだが、レオール王は相変わらず不ふ機き嫌げんな様子でフードを深く被ったまま顔を伏せていた。

（なんで？　王様は顔を見せちゃいけないのかな）

　そういえば、フローレツィアの国王は国民達にほとんど姿を見せないと聞いている。きっと威厳とか格式だとか、ラフィには想像もつかないご当地ならではの理由があるのだろう。

　と、思いきや──。

「！」

　目前の王は、あっさりとフードを取った。チェブロッテではまず見かけない、漆しつ黒こくの真っ直ぐな髪かみがさらりと揺ゆれる。

「……！」
















　挨拶も忘れて、ラフィは息をのんでいた。幻まぼろしの王の姿を拝はい見けん出来たことに驚いたのもあるが、それ以上に彼が信じがたいほど美しかったからだ。

　寸分の狂くるいもなく整った目鼻立ちに陶とう器きのように白く透き通った肌はだ。腰まで伸ばされた真っ直ぐな髪は闇を溶とかし込んだような黒で、その闇にきらめく紫水すい晶しようの瞳ひとみは、見る者すべてを魅み了りようしてしまう。

（すごい……なんて言ったらいいのか、とにかくすごい）

　正直、キルザスの格好良さについてはチエリに言われるまで気にもとめなかった。が、レオール王は格が違う。フローレツィア王国での国王は神格化されていると何度か聞かされたが、実際に会うと神そのものではないかと思ってしまう。まさしく神のごとき美麗さだった。

（これは美形男子収集の権威であるチエリに絶対伝えなきゃ！）

　ただ王はなぜか、こちらを見ようともしない。じっと瞳を下に向けたまま陰いん鬱うつな表情で手元の黒い箱を見つめていた。暗いのは顔だけではない。

　身体全体から人生に呻しん吟ぎんしている声が聞こえてきそうである。世界すべてを唾だ棄きするがごとく険けわしい雰囲気からは暗あん澹たんたる情念があふれ出し、まるで楽園のようなこの場所をことごとく台無しにしていた。

　だが、ひたすらに美しい。それだけは間違いなかった。

　以前、キルザスが「王以外はクズだ」と言っていた気持ちが、今さらながらよく分かる。この王は違う、何もかもが違いすぎる。

「これを見ろ、修復士」

　しかし当のレオール王はこちらを見ないまま、手元にある黒い箱を差し出した。

「？」

　なんの箱だろう。大きさは煉瓦ひとつ分程度しかないが隅すみ々ずみまで精密に作られており、非常に頑がん丈じようそうである。最高級だと思われる艶つややかな黒い革張りが全面に施してあり、まるで高価な装そう飾しよく品ひんを保管しておく入れ物のようにも見える。

「箱を開けてみろ」

　王の命令を受けて、ラフィは恐る恐る手を掛けた。陰鬱な王から手渡される真っ黒な箱は、それだけで不気味な印象を持ってしまう。しかし。

「綺き麗れい……！」

　ラフィは思わずつぶやいていた。箱の中央には、目を見張らずにはいられない小瓶がひとつ置かれており、太陽の光にその身をきらめかせながら、黒い天鵞絨ビロード生き地じに大切そうに身を沈めている。

「本当に綺麗な子。きっとたくさんの職人の手によって丁てい寧ねいに造られたのね」

「硝子職人や黄金細工職人らが丹たん精せいこめて作った一品だ。触って構わん」

　言われるままに手に取ってみた。

　小瓶は薄うすい硝子細工で、黄金の文様が隙すき間まなく描かれている。中央には宝石が埋め込まれており相当高価なモノのようだが、それ以上に歴史を感じさせる逸いつ品ぴんである。

「その小瓶の刻を戻せるかどうか確認しろ」

　レオールの言葉に、ラフィは返答に困ってしまう。

（確認って言われても……。確かに心を宿している気はするけど……）

　反応の悪いラフィに対して、レオール王は呆れたように眉まゆを上げた。

「キルザス、どうなっている？」

「はっ。その娘はまだ知識も能力も未熟な『自称修復士』ではありますが、とにかく偽にせ物ものではないと言い張っております」

「ちょっと、キルザスさん……？」

　随ずい分ぶんとひどい言われようだが、否定出来ないのも事実である。けれどだからこそ、かつてこの国にいたという修復士の情報を求めてフローレツィア王国まではるばる来たのではないか。

（あとまぁ、修理屋稼か業ぎようから逃げてきたってのもあるけどさ）

　ラフィの脳のう裏りに、親友チエリの脳天気な笑顔が浮かんで消えた。

「ということは、この娘むすめは自分が何者かも分からずに修復士を名乗っていたということか」

「はい。出来ればここで一から学ぶべきかと」

　当事者ではあるが二人の会話にまったく口を挟めないラフィは、ただ黙ってことの成り行きを窺うかがうことにする。すると、ふいにレオール王がこちらへ視線を投げた。その途端。

「！」

　ラフィの心臓が跳はね上がる。類たぐい希まれなる美び貌ぼうのレオール王の眼まな差ざしは、それだけでちょっとした衝しよう撃げき波はなのだ。思わず見み惚とれてしまったラフィに気がついたレオール王は、不機嫌そうにふいと横を向く。その横顔からは冷ややかな拒絶感がひしひしと伝わってきた。

（……えーと……）

　会話どころか目線を合わせることすら最小限で済ませたいようだ。修復士だから致いたし方なく同席しているが、本来ならば同じ空気を吸うのも嫌いやなのかもしれない。

（この態度、内向的の一言で片づけるには問題ありよね）

　あからさまな拒きよ絶ぜつに戸惑いながらも、こちらだってどうしていいか分からない……。

「……」

　うつむいてしまったラフィへちらりと目をやると、レオール王は深く長いため息をついた。

「仕方ない。なぜ心を持つモノとそうでないモノがあるか分かるか？」

　レオール王は不機嫌そうに頰ほお杖づえをついて庭園を眺めながら、ラフィに問いかけた。

　ラフィは無言で首を横に振った。今まではなんとなく、古くて大切にされたモノの声は聴こえて、新品の声は聴こえないような気がしていたが、確かなことは分からない。

「それはな、モノが人の想いを宿すからだ」

「人の、想い？」

「そうだ。モノには元々心など存在しない。だが人間から深く愛されることによって、想いを譲ゆずり受けるのだ。優すぐれた芸術品ならば、作り手の深い愛情を受け、完成時に心を宿す場合もある。また最初は心を持たなくても、長年持ち主に愛され続ければ心を宿すこともある」

「……なるほど。モノの心は人間の想いと深くかかわっているんですね」

　それはミケとザロから聞いた話である。心を持ったモノがそれを失うとき、それは持ち主に忘れ去られたときだと言うのだ。元々人から得た想いであるならば、なるほど合が点てんがいく。

　分かったらその、とレオール王は小瓶を指さす。

「その小瓶がなぜ心を宿しているか分かるはずだ」

　ラフィは改めて小瓶を見る。

　この小瓶は心を宿したときから百年以上はゆうに存在し続けているが、小瓶に心を与えた職人はすでにこの世にいない。たまに遺い品ひんとなったモノが残された家族に引き続き愛されている場合もあるが、大抵はそのまま忘れ去られて心を失ってしまう。

　しかしこの小瓶の場合は職人達が込めた愛情で美しく輝き、それに魅了された別の人間が新たな持ち主となって心を繫いでいるのだ。そして小瓶は様々な人間の心を宿しながら、数百年の刻を越えた。

「この子、とても愛されて造られています。それだけじゃなくて、長い間持ち主に愛されて刻を過ごしてる……。だから小瓶は心を宿しているんですね」

　骨董品アンテイークと呼ばれるモノの正体を知って、ラフィの胸は熱くなった。

「先ほども言ったように、この小瓶は今から数百年以上も前に職人達の手によって造られた。その後、魔女の持ち物となるのだが二百年前に理わ由けあってその手を離れ、今では私のもとにある」

　二百年前というと、ミケ達が飾られていた柱時計が壊こわされフローレツィア王国から出て行くことになった頃である。『フローレツィアの厄やく災さい』と呼ばれる混乱期だったらしいが、小瓶もそのとき同じように人手に渡ったのだろうか。

　疑問に思いながらも、それ以上にラフィの心に響いた言葉があった。

「魔女って、まさかフローレツィア王国に住んでるという千年魔女のことですか？」

　ラフィも噂うわさで聞いただけである。

　フローレツィア王国は、今でこそほとんどの国と国交を絶ってひっそりと存在しているが、数百年前には貿易も盛んでファルティマ界随ずい一いちの栄華を誇っていた。当時のフローレツィアは世界中の英知と文化が集結する華の都であり、人間が作り上げた最上の楽園とまで言われていたらしい。

　そしてそこには千年生きている魔女がいてあらゆる魔法を使うという伝説があるのだ。

「すごーい！　伝説は本当だったんだ。その話、もっと詳くわしく聞きたいですっ。それにこの小瓶、こんなに綺麗に保管してあるのに、どうして刻を戻さなければいけないんですか？」

　ラフィはたちまち瞳を輝かせたが、レオール王はうんざりとした表情で吐き捨てるように口を開いた。

「これ以上、私から話すことは何もない」

「え？」

「詳しいことが知りたければ早く修復士としての力を示し、小瓶の声を聴きくことだ」

「……はい」

　上手く話をすり替かえられたような感じだが、王にその気がないならば仕方ない。

（小瓶が心を宿しているのも分かったことだし、あとは小瓶に直接聴けばいっか……）

「城にお前達の部屋を用意させた。心を静かに研とぎ澄まして小瓶の声に耳を傾かたむけろ」

「は、はい」

「あえて期限は設けぬが、お前が小瓶の刻を戻もどせないと諦あきらめた時点で」

「時点で？」

「用済みだ」

　ひぃぃぃ！　とラフィは心の中で悲鳴を上げる。ということは処しよ刑けいだ。そうに決まっている。どうやら修復士としては認められたものの、人としては完全拒否されているようだ。

　固まってしまったラフィには目もくれず、王はさっと立ち上がり、用は済んだとばかりに挨拶もなしで庭園を抜けると、もと来た回廊へと消えていった。

（まさか、あの地下室へと戻る気？）

　その背中を、ラフィは啞あ然ぜんとして見送る。いくら人間が嫌いで静寂と孤独を好む王だとしても、あの地下室に独りで籠こもり続けるのはどうかと思う。

　しかも恐ろしいことに、暗闇の中で物静かに瞑めい想そうしているレオール王を容易たやすく想像することが出来るのだ。

「……」

　なんとも不可思議な王様に、ラフィはさよならの挨拶も満足に出来なかったことに気づく。

　さすがにキルザスは平然としているが、初対面ならば誰もが同じ戸惑いを感じるのではないだろうか。隣のミケもあっけにとられた様子でぽかんと口を開けている。

　ただザロの反応だけは違っていた。

　彼は象眼細工のテーブルに置かれた小瓶と去っていくレオール王を交互に見比べながら、凍こおりつく湖のような透き通る蒼あおの瞳をゆっくりと細めている。

　その顔からは一切の感情が消え去り、彼が深い思考の中にいることを示していた。
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　キルザスの案内でラフィ達は一いつ旦たん、城へと戻る。

　レオール王が用意させたという部屋は文句なく立派であり、待たい遇ぐうはかなりよかった。

　ラフィの家がまるまる一軒入りそうな大きな部屋にはそれぞれの寝しん室しつが用意されており、中央に置かれた応接室で落ち合えるようになっている。格調高く磨き上げられた大理石の長テーブルの横には見上げるほど巨大な硝子窓があり、その向こうは見晴らしのよいバルコニーになっていた。

　さらに驚いたことに、部屋にはメイドが二人も待機していて食事の用意から湯浴みの手伝い、それにベッドまで整えてくれる。

「とにかく小瓶の声を聴いてみなくちゃね。処刑なんて絶対嫌だもの」

　各自旅の荷物を解ほどいたあと、メイドさん達が美お味いしいお茶を淹いれてくれた。それを三人で有あり難がたくいただきながら、中央に置かれた砂糖菓子をつまむ。

「だな。んでもって、さっさと依頼を片づけてチェブロッテに帰ろうぜ。ここの王様って暗いし愛想ゼロだし、長居したとこで仲良くなれそうにないタイプだもんな」

　砂糖菓子を次々と口に放り込んでいたミケに、ラフィが首をかしげる。

「そうかなぁ？　確かにちょっと取っつきにくい感じだけど、結局は修復士のことも割と丁寧に教えてくれたし……極度の恥はずかしがり屋さんなだけで、案外いい人なのかも」

「ラフィは誰にでも好意的過ぎんだよ。あれのどこが恥ずかしがり屋さんなんだ？」

「あれって。仮にも王様だよ」

「王様がなんだ、俺は宝石のミケ様だっつーの」

　困ったラフィは助けを求めるようにザロへと目を向けるが、彼はただ紅茶のカップを傾けながら、

「ん」

　と短い返答をしただけだった。ザロらしい反応に、ラフィはひとつため息をつくと気分を切り替えるように勢いよく立ち上がる。

　素晴らしい城での生活は嬉しいが、あまり優ゆう雅がにお茶を楽しんでいる場合でもないのだ。

（早く小瓶の刻を戻さないと「処刑」だもんね）

　レオール王の美貌と威厳に満ちた声を思い出しながら、ラフィはひとり身を震ふるわせた。

「なんか手伝うこと、ある？」

　ミケの言葉に、ラフィは少し考えてから首を振った。

「大丈夫。二人は適当に時間つぶしてて」

　お茶を済ませた二人は頷くと、部屋に設しつらえられた立派な暖だん炉ろの前でそれぞれ本を読み始めていた。先ほどメイドさんに頼たのんで、城の図書館から借りてきてもらったらしい。

　たくさんの本を読んで、様々な人間の人生や考えを学ぶこと──それは、早く人間らしくなりたいと願う二人に、ラフィが勧すすめた習慣でもあった。

　その甲斐あってかミケは冒ぼう険けん小説が大好きで、いつも主人公やその武勇伝に憧れて真似をしたがる。ザロは歴史書や科学書を好このんで読む。二人は将来にそれぞれの目標を持っており、ミケは最強人間になると豪ごう語ごしていて、ザロは学者になりたいらしい。

　見た目はすっかり人間のようだが、彼らもまだ先々への不安がいっぱいなのだろう。

　ラフィはそんな二人の邪じや魔まをしないように、そっと小瓶の箱を持ってバルコニーへと出た。

　空は穏やかに晴れ渡り、日差しも暖かで申し分ない。ラフィはバルコニーにあるお洒落なテーブルに小瓶を置くと、ゆっくりと呼吸を整える。

　ともかく今の自分に出来ることは小瓶の声を聴くだけだ。そして、小瓶が心を宿したモノだと分かった以上、それはさほど難しいことではないように思えた。

　かつて伝説の魔女のもとに在あり、今では王様が大切にしている小瓶。二百年もの刻を越えてきたその心は、一体どんな姿なのだろう。

　軽く目を伏せると、気持ちを鎮しずめながら小瓶に呼びかけてみる。

『持ち主に深く愛されしモノ。永く刻を越え眠りにつきしその心。どうか目覚めて。私にその声を聴かせて』

　静まりかえった心の世界に、ラフィの声が響き渡る。問題は何もないはずだった。しかし。

『……？』

　モノからの反応がない。どれだけ心の耳を澄ませても返事が返ってくる気配がないのだ。しかも声が届いていないわけではなく、どこか無視されているような感じがする。

　ラフィはしばし考え込んだ。レオール王の話では、相手は数百年ものあいだ人間に愛され続け、今では王の所有物である由ゆい緒しよ正しい小瓶だ。

　きっと相当気位の高い貴公子然としていて、そう簡単には応じない性格なのかもしれない。

『お願いします、何か声を聴かせて下さい』

　ドレスの教訓も活いかしつつ、今度は少し丁寧に呼びかけてみる。しかしどれだけ待っても返事はなかった。それどころか、かすかな舌打ちが聞こえたような気もする。

（……？）

　思わずラフィは自分の耳を疑ってしまう。それは、小瓶の上品で優雅な外見には似つかわしくない反応だった。

　頰ほおをポリポリと搔かきながら、ラフィは再び考え込む。

（この小瓶は確かに心を持っている、それは分かるんだけど……持ち主のレオール王と一緒で人間嫌いなのかな。それとも、元の持ち主だった魔女に口止めされてるとか？）

　予想していたよりも、かなり手て強ごわい相手のようだ。ラフィは顎あごに手を当てる。悩なやんだ末、今度はがらりと呼びかけの切り口を変えてみた。

『ねぇ小瓶ちゃん。返事してくれたら特別大サービスで、なんでも願いを叶かなえてあげるよ！』

　しかし。ラフィの妙に明るい声だけがむなしく響き、あとはただ長い沈黙が流れ続けるばかりである。

（やっぱり、こんな姑こ息そくな手段には引っかかってくれないか）

　めげずに次の一手を考えていたときだった──。

『小瓶ちゃんてなんやねん。センスないにもほどがあるわ』

　……引っかかった。自分で仕掛けておきながら、まさかの展開に一瞬、反応が遅れる。

『えっと。じゃあなんて呼べばいいかな？』

『呼ばんでええ。おのれと話する気ィはさらさらないっちゅーねん。ほなな』

　小瓶の口調は粗そ野やで訛なまりが強く、外見の優美なイメージとの相そう違いに驚きよう愕がくするが、ここはなんとか話を繫げないといけない。ラフィは必死に食い下がった。

『あのあの！　私の名前はラファエリア。みんなラフィって呼んでて、一応その、修復士なの。だからきっとあなたの力になれると思うんだ。その、刻を戻してあげることも出来るよっ』

『なに寝ぼけたこと言うてんねん。刻を戻してくれなんて頼んだ覚えないわ、アホ！　しゅうふくだかとんぷくだが知らんけどな、ド頭たま冷やして出直しや』

　早口で一気にまくしたてる小瓶に、ラフィは完全に固まってしまう。

（なんなの、この子は!?）

　ここまで捻ひねくれた性格のモノと出会ったのは初めてだ。しかも姿が見えない。どれだけ探しても、その強きよう烈れつな印象の声しか聴こえなかった。

『ともかくもう二度と俺に話しかけんなよ！』

　小瓶は若い男性の声をしていて、聴く限りではキルザスと同じような年齢の印象を受ける。だが真ま面じ目めなキルザスとは対称的に、彼の声はどこか色香があってあだっぽかった。

『あと返事はちゃんとしたからな。願いは聞いてもらうで。そやな、もっとエエ感じの入れモン作ってや』

　しかも、かなりちゃっかりしている。

『え、でも入れ物ならすごく立派な箱があると思うんだけど』

『あれなぁ、メッチャ肩こるねん。色もなーんか暗いし』

『でもあの箱、すごぉく高級そうだよ』

『そら高級には違いないやろうけど黒革の外装に真っ黒の内張りやで？　入ってるこっちは気ィ滅め入いるっちゅーねん。あれ、今の俺の持ち主の趣味なんや。知っとるやろ？　あのレオールちゅう暗ぁい男！　思い悩んどる山や羊ぎみたいな辛しん気きくさい顔しとって、こっちまで息詰まるっちゅうねん、ほんま』

　好き放題言っている小瓶の声を聴きながら、ラフィは思わず噴き出した。

（思い悩む山羊って）

　なんとも言い得て妙な表現である。

『せやなぁ。俺が入るんはもっとこう、ど派手で手作り感あふれた気さくなやつがええわ。箱の内側の生地は真っ赤に燃える天鵞絨ビロードにしてや！』

　約束は守れとばかり、小瓶は勝手に話を進めている。ラフィは慌てて頷いた。

『分かった。私でよかったら希望通りの箱を作るよ』

　だからさ、という続きを待たずして、小瓶の上機嫌な声が重なる。

『なかなかええ返事やないか。出来たらまた、声かけてや？　じゃあな、ひよっこ』

『あ、待って！　小瓶ちゃんってば』

『うっさいわ。小瓶ちゃんて呼ぶな、ボケ』

　それきり小瓶は黙ってしまい、二度と呼びかけに応じることはなかった。結局、ラフィは本題に入ることも出来ず、一方的に小瓶のペースで遊ばれただけの気もする。

「どうだ、上手くいきそうか？」

　気がつくと、バルコニーにミケが来ている。ラフィは顔をしかめてみせた。

「う～ん……なんというか。ものすごく拒否されてる感じ。ひょっとしてモノの性格って、持ち主の人間と関係あるのかな？」

「ないだろ。モノはそれだけでひとつの存在だし」

「だよね」

　小瓶と上手く会話が出来ないことを、持ち主のせいにしても仕方ない。ラフィは頭を振って、落ち込みがちな気分を上向きに軌き道どう修正しようと試みる。

　その様子を見たミケが「それよかさ」とさりげなく話題を変えてくれた。

「さっきメイドに聞いたんだけど。この城、出るんだって」

「出るって？」

「幽ゆう霊れいだよ、幽霊」

「幽霊!?」

　魔女や魔法は大好きだが、怖い話だけは大の苦手なラフィである。だからこの手の話を聞いてしまうと、条件反射で否定的な反応をしてしまう。

「そ、そんなのただの見間違いだよ。城に住んでいる人が寝ぼけて歩きまわってたとか。見張り兵さんだったとか。大体、真っ暗なのに影が見えるなんておかしいよ、うん」

「違うんだなぁ～それが。キルザスも言ってたけど、ここの王族はみな神殿に住んでるだろ。だから城には居住区がないんだ。俺らみたいな宿泊客以外は、みんな自分家ちか敷しき地ち内の寮りように帰るんだってさ。つまりこの城は夜、無人のはずなんだ。もちろん衛兵はいるけどいつもきちんと制服着てるし、部外者が紛まぎれ込むことを警けい戒かいして人数とかを何度も確認するんだって。だから誰かの見間違いなんてあり得ないよ」

　それに、と決定的な証拠を突きつけるようにミケがにやりと笑う。

「その幽霊、もう百年ぐらいずっと同じ姿なんだと。それはぼんやりと白くて姿もよく分かんないんだけど、いつも庭園なんかをふわりと漂ただよっているらしい」

「……」

　黙ってしまったラフィとは対照的に、ミケはからからと笑っている。

「ま、俺は幽霊なんて信じてないけどな」

「そうなの!?」

　これだけ人を怖がらせておいて自分は幽霊を信じていないなんてズルすぎる、とラフィは泣きべそをかきながらミケを睨にらみつけた。

　まったく腹立たしいが、聞いてしまったものは仕方がない。こうなったら一刻も早く忘れ去ってしまおうと心に誓ちかう。ところが。

　ラフィはその晩遅おそくに──その幽霊と出会ってしまうことになるのだった。
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「はぁ～」

　豪華な料理を前に、ラフィはフォークとナイフを持ったままため息をついた。あれから何度も小瓶に呼びかけてみたが、ことごとく無視シカトされ続けている。

　事態は一向に好転せぬまま夕食の時間になり、ラフィ達の応接間にメイドさんが準備してくれた晩ご飯を有難くいただいているのだが。

（ヤバイなぁ。これじゃあ私、タダ飯めし喰ぐらいだよ……）

　生来貧びん乏ぼう性しようのラフィにとって、仕事が上手くいっていないのに食事だけいただくなんてなんだか落ち着かない。

「なんだよラフィ、せっかくのご馳ち走そうなのにあんまり食ってないじゃん」

　正面に座ったミケが心配そうにのぞき込んでいる。今、このテーブルで食事をしているのは二人だけだ。ザロがいない。ミケの話では城中を熱心に探索しているらしいのだが……。

「ザロってさ、ここに来てから何か様子が変だよね」

　変というか謎なぞなのである。ザロは以前から、何か気になることがあれば徹底的に突きつめるクセがある。だからきっと今回も、何かが彼の心を動かしたに違いない。

　とはいえフローレツィア城に入ったときも、キルザスやレオールと修復士の話をしていたときも、ザロはまったく興味がなさそうだった。

　ならば一体、何が彼の興味を引いているのだろう。

「捜しに行った方がいいかな」

「あいつなら大丈夫だって」

　ミケは背もたれに体重を乗せながら、両手を頭の後ろで組んだ。

「まぁ、あいつなりに気になることがあるんだろ。キルザスのことも疑ってたしな」

「キルザスさんを？　それって初耳なんですけど」

　ラフィは椅子から身を乗り出す。

「んー……ザロは全然話さないから詳しくは分かんねぇんだけど、ともかくあいつのすることは絶対に間違いないぜ。なんたって宝石だった時代から、数え切れないほどいろんな事件があったけど、ザロの推理は外れたことがないんだから。俺らがラフィのもとに辿り着けたのもザロのおかげなんだぜ」

「そうなの!?」

　まさかザロ達が自らの意志で自分のところへ来たとは知らなかった。それに前から頭のいい子だとは思っていたが、事件を解くほど世の中に興味を持っているとは。

「そりゃもう名めい探たん偵ていコームン顔負けの推理なんだぜ」

　ミケは自じ慢まんげに、シン国で大ブームとなっている大衆小説『名探偵は反はん抗こう期き』の主人公の名をあげた。そういえば、いつも専門書しか読まないザロが、あの小説だけは熱心に愛読していたような──。

「すごい、知らなかったよ」

「ま、当然ながらそのときのザロは宝石だし？　推理するだけで、犯人を誰かに教えたり捕つかまえたりすることはなかったけどな」

「あ～……だよね。なんかもったいない話だけど」

「さて、と」

　ミケは華きや奢しやなスプーンを振りかざして、可愛らしく盛りつけられた白はく桃とうと洋よう梨なしプティングをキレイに平らげる。

「あー美う味まかった！　ご馳走様っしたぁ」

　なんとも無邪気な様子に、お付きのメイド達が「まぁ、なんてお可愛らしい」とくすくすと笑い合っている。

　しかしそんなことは気にせず、ミケは勢いよくソファに飛び込んでお気に入りの本である『ファルティマ戦記』を鞄から取り出した。彼はザロほど謎解きに興味はないらしく、ただ純じゆん粋すいに城での滞たい在ざいを楽しんでいるようである。

「ちゃんと歯を磨いてから寝ねるんだよ？」

「ラフィこそせっかくの料理残すなよ。次はいつ、こんなご馳走食べられるか分かんないんだからさ」

　確かにミケの言う通りである。

　食欲はないが残すにはあまりにももったいないと、ラフィは半なかば無理矢理に料理を胃に詰め込んでから近くのメイドに食器を下げてもらう。

「……うー……胃が、重い」

　すっかりお腹なかが苦しくなってしまったラフィは、腹ごなしにバルコニーへと出た。

　夜を迎むかえた初春の風は、少しだけ冷気を含ふくんでいて気持ちいい。空には細長い月といくつかの星々が瞬またたいていた。

　レオール王に託たくされてから肌身離さず持っている小瓶の箱を鞄から取り出して、慎しん重ちようにテーブルに置く。

（確かに小瓶ちゃんの言う通り、この大おお袈げ裟さな入れ物は邪魔だよね）

　自分が作るならもっと小さな箱にしようと考えながら、ラフィは鍍と金きん加工された流線形の洒落た椅子に座った。

　試しにもう一度小瓶に話しかけてみるが、昼間と同じで反応はない。

　ラフィの声は届いているはずなのだが、返ってくるのは舌打ちと不機嫌そうなため息ばかりである。

「モノのすべてが、修復士と話したいわけじゃないんだよね」

　当然と言えば当然のことではあるけれど、今まで出会ってきたモノ達は、ラフィが修復士だと知るとみな喜んで会話を交わしてくれた。それが普通だと信じていた自分は、やはり圧倒的に経験不足だったと言わざるを得ない。

　小瓶から完全に拒絶されたことは、ラフィにとって結構ショックなことだった。

　王からの依頼を果たせないからではなく、修復士がモノにとって喜ばれる存在だと思い込んでいた自分の傲おごりに気づいたからだ。

　今さらながらレオール王の『半人前』という言葉が身に染みた。

「……とはいえ、いつまでも反省してても仕方ないか」

　諦めたように立ち上がったラフィは、何気なくバルコニーの下に広がる庭園へと目を向ける。そこには夜の闇に浮かび上がる見事な風景が広がっていた。

　左右対称に刈かり込まれた木々の間には、色とりどりの花を咲かせた花か壇だんが並べられ、敷き詰められた煉瓦の小道を辿るだけで中央の噴水に向かって散歩が出来るようになっている。

　城で働く人達が憩いこい、楽しく交流することを目的として作られたようなその庭は、レオール王のいた神殿の庭とはまた趣おもむきの異なる素晴らしさがあった。

（気晴らしにちょっと、行ってみようかな）

　ここで小瓶を相手にうんうん唸うなっていても始まらない。

「城は広いけど、さすがにあの庭園ぐらいは行き着けるでしょ」

　なんたってすぐそこに見えてるんだし、と気軽に部屋を出る。しかし。

（甘かった……！）

　自分でも情けなくなるほど速攻で迷ってしまったラフィは、城の広さに改めて愕然とする。上質な絨じゆう毯たんが敷き詰められた廊下は、右へ左へと折れ曲がりながらどこまでも続いており、なかなか下りるべき階段が見つからない。

　おまけに所々に置かれている見事な調度品や美術品に目を奪われている間に、庭園に行き着くことはおろか、もはや自分の部屋に戻ることさえも出来なくなってしまった。

　闇雲に歩きまわるうちに、どうやら地下に下りてきてしまったらしい。目の前には巨大な食料庫や酒蔵が、薄暗いランプの灯りに照らし出されている。

（だ、大丈夫。誰かに聞けばすぐに戻れるよ）

　夕食時も終わってひっそりとしてはいるが、完全に無人ではない。後片づけもしくは明日の準備なのだろう、食料庫の間を行き来する城の人間に声をかけようとした時だった。

「親方、やめて下さいっ」

　ふいに手前の部屋から人影が飛び出してきた。ラフィと同い年ぐらいの少年である。ちょうど道をふさがれたような形で、ラフィは足を止める。

「その石いし臼うすは先代の形見ですよ？　お願いですから捨てるなんて言わないで下さいよ！」

「仕方ないだろう、粉が挽ひけない石臼なぞただのゴミだ、いやゴミ以下だ。重いしでかいし、はっきり言って邪魔なんだよ」

「でも！」

　そっと部屋の中をのぞくと幼おさな子ごほどもある大きな石臼が、荷台に載せられている。これが今、まさに捨てられようとしているのだろう。

「新しい臼に入れ替えなきゃ仕事にならんし、ふたつも置いておけるほどここは広くないんだ」

　親方と呼ばれた大柄の中年男性が腕うでを組んで眉根を寄せている。

　見れば確かに、親方の言う通りだった。元来石臼は、擦こすれ合う石と石の面がぴったりとくっついてなければいけないのに、あちこちが割れたり崩くずれたりして凸でこ凹ぼこになってしまっている。これではいくら豆や麦を入れても、粉にはならずにそのまま出てきてしまうだろう。

「親方は……親方は馬ば鹿かですっ！　だったら直せばいいじゃないですか」

「馬鹿はお前だ。一度削けずれてしまった石を元通りに直せるわけがないだろう」

　少年はそれ以上言い返すことが出来ず、悔くやしげにうつむいてしまった。見ると目に涙なみだをいっぱい溜ためている。

（この男の子、本当に困ってるんだ）

　ラフィの心がざわざわと揺れだした。このような場面に出会って見過ごせるわけがない。

「大丈夫！　私に任まかせてっ」

「……なんだ、突然」

「その石臼、もしかして直せるかも」

　明らかに迷めい惑わくそうな親方の横をすり抜けて、ラフィは荷台に乗せられている石臼に触ふれた。

　さっき、あの少年は「先代の形見だ」と言っていた。ならば、この石臼は心を宿しているモノである可能性は高い。それでなくても、長年使い込まれた職人の道具などには心が宿ることが多いのだ。

　ラフィはいつものように心を鎮めて目を閉じる。

『持ち主に深く愛されしモノ。どうか私にその声を聴かせて』

『これは珍めずらしい。誰かと思えば修復士殿どのではござらぬか』

　反応はすぐにあった。妙に時代がかった口調の若い男性の声がする。見れば壊れた石臼と重なるように、生き真ま面じ目めそうな青年が背筋を伸ばして座っていた。

　もちろんその姿は、修復士であるラフィにしか見えないのだが。

『やっぱり石臼さんは心を宿していたんだね』

『そうでござる。この城で出会った先代のご主人様が拙せつ者しやを至し極ごく気に入って下さり、モノへと変えて下さった。拙者はもう六十年近くもこの城でお世話になってきたのでござるよ』

『よかった、今度は素直な感じのモノで』

『？』

　不思議そうな石臼に、ラフィは「いや、こっちの話」と小さく首を振った。

『さっそくだけど、城の粉挽き職人さんがあなたと離れたくないって泣いているのよ』

『あの少年は先代が見つけてきた見習いで、立派な粉挽きになるまでここで修しゆ業ぎようしているのでござる。素直で頑がん張ばり屋さんの良い子でござるよ』

『その子の願いを叶えるためにも、どうか刻を戻して元の石臼に戻ってくれないかな』

　石臼の穏やかな口調を聞く限り、すぐにでも刻を戻してくれそうである。しかし。

『……拙者、捨てられる覚かく悟ごは出来ているでござるよ』

　意外な答えが返ってきた。どこか思い詰めたような石臼に、ラフィはそっと語りかける。

『ひょっとして、もう働きたくないとか？』

『そんなことはござらん！　拙者、もっともっと、この身が崩れ去って粉になるまでここで働きとうござるよっ。しかし……しかし……』

『しかし？』

『モノには順番というものがござる。拙者が身を引き、新たな石臼がこの城で働く。そして仕事の苦楽を共にしたご主人に愛されて新たな心を得てモノとなる──その順番を、拙者ひとりの我が儘ままで止めるわけにはいかんでござる』

『そっか。そうなんだ……』

　それを聞いて、ラフィはまた修復士としての経験不足を痛感した。モノにはそれぞれの考えがあって、誰もが刻を戻したいわけではないのだ。

（小瓶ちゃんにもきっと、特別な理由があるのかも）

　ふと思いつきながら、ラフィは改めて石臼へと目を向ける。

　真面目過ぎる彼の事情はよく理解できた。しかしこのままでは少年を悲しませてしまうことになるし、石臼の「本当はもっと働きたい」という本音にも、なんとか応こたえてやりたかった。

　ラフィはしばし考える。そして、ふといいことを思いつき石臼にそっと耳打ちする。

『なんと!?　それは妙案でござる。いやはや修復士殿は賢かしこきお方でござるなぁ』

　感心しきりの石臼に照れながら、ラフィは自分の中に新たな魔法の力を呼び起こす。

『大いなる刻の流れを越えてきた生命よ。今一度刻を戻せ、もっとも輝いていた時間まで』

　となえる呪じゆ文もんを心に強く響かせながら、そっと石臼に口づけをした。ひやりとする心地よい感かん触しよくが唇に残る。

　石臼全体が白く輝き出して、やがてゆっくりと光が引いた。
















「……信じられん」

　親方が呆ぼう然ぜんとした顔で、新品同様に戻った石臼を見下ろしている。大きく欠けていた箇か所しよに手を当てて継ぎ目がないか確かめているが、もちろんあるわけがない。

　これは修理ではない。修復なのだから。

「あのっ、どこの誰かは存じませんが……ありがとうございます！」

　少年が目を丸くしながら、しきりに頭を下げている。ラフィはほっと胸を撫なで下ろすと、にっこりと微笑ほほえんでみせた。

「どういたしまして。それよりもあなたに大切なお願いがあるの」

「お願い？」

「あなたが修業を終えて独立するときにこの石臼を連れて行ってくれないかな？　そして代わりにこの城に、新しい石臼を置いてあげて欲しいの」

「？　俺が修業中の身でいずれ独立するってなんで知ってるんですか」

　不思議そうに首をかしげ続ける少年に、ラフィは「それはその、見れば分かりますよ」と適当に笑って誤ご魔ま化かした。モノの声が聴こえると、正直に一から話すのも面倒だ。

「それよりも約束、してくれます？」

「……も、もちろんです」

　少年は真剣な顔で頷いてくれる。ラフィは胸を撫で下ろした。

　これで石臼も心置きなく働けるだろう。

「お前さん、ひょっとして修復士じゃないのか？」

　じっと石臼を見ていた親方が、ふいに口を開く。

「はい、そうですけど」

　今度はラフィが目を丸くする番だった。チェブロッテでは無名だった修復士も、場所が変われば認知度が違う。

（さっすが歴史と伝統の国フローレツィアだわ）

　ラフィはすっかり感激してしまった。二百年前にいたフローレツィア王国の修復士は、それぐらい立派だったということだろう。ところが。

「早くこの城から、いや国から出て行け！　修復士はこの国を滅ほろぼす凶きよう星せいだ」

「は？」

　急に怒おこり出した親方を前に、ラフィは啞然とする。隣では少年が気まずそうにこちらを見ながら、小声で教えてくれた。

「石臼を直してくれたことには感謝しますが……この国には古くから、修復士が王を殺すという言い伝えがあるんですよ」

　ラフィは思わず息をのんだ。

「修復士が……王を殺す？」

「レオール王は偉い大だいなる名君であり、我らが守り神だ。その血を絶えさせるわけにはいかん」

　親方はそう言って、ラフィを睨みつける。

「あ、いえ。あの……私、修復士といっても半人前というか修業中というか……」

「そんなことはどうでもいい。お前さんが偽物だろうがなんだろうが、修復士と名乗る以上はこの国にはいられんぞ」

「そんな！」

「分かったらすぐにここから消え失せろっ」

「お、親方」

　咎とがめるような少年の呼びかけに、親方は少しだけ我に返って二、三度咳せき払ばらいをした。

「……まぁなんだ。石臼を直してもらった礼に、このことは誰にも言わんからとっとと出て行くんだな」

　少年もそれ以上の加勢は出来ないようだった。いたたまれなくなったラフィは、黙って一礼すると足早にその場所を去る。

　緊張で胸が高鳴っていた。チェブロッテでは修復士という名前を誰も知らないことで困っていたが、この国ではさらに立場が悪いらしい。これでは認知度の低さを嘆なげいている方がマシだ。

（これって一体、どういうこと!?）

　階段を駆け上がりながら、ラフィは必死に考えた。

　自分は修復士として、この国の王に望まれてやって来たのではないのか。レオール王やキルザスは、なぜこんな大事なことを言ってくれなかったのだろう。

　そもそも、修復士が王を殺すとはどういうことなのか。

（やだもう、全然分かんない……！）

　混乱した頭を抱かかえながら、無我夢中であちこちを歩きまわる。ふと気がつくと、目の前には長くて暗い回廊がどこまでも続いていた。

　後ろを振り返っても、その景色は同じである。おまけに人っ子ひとり見あたらない。

「……」

　夜中は城に誰もいなくなる、というミケの言葉を思い出し、ラフィは背筋を凍らせた。

「どどど、どーしよ」

　ともかく必死に回廊を走り続けると、突き当たりに使用人専用と思われる小さな螺旋階段が現れた。ラフィは祈いのるように階段を下りる。すると──。

「！　ここってバルコニーから見えてた庭園だ……」

　見覚えのある景色に、ほっと胸を撫で下ろす。しかし、今来た道を正確に覚えているはずもなく……。

（やばい。今度は部屋に帰れないよぉ）

　こうなったら庭園から自分のいたバルコニーを見つけ出して、下から大声でミケを呼ぼう。そして引っ張り上げてもらえばなんとか帰れる。

　ちょっと……いや相当に格好が悪いが、この際仕方がない。

　意を決して庭園を歩きだしたラフィの背後で、何か白いものが動いた。それは闇に紛れてふわりと揺れ、音もなくラフィに近づく。

「？」

　言いようのない不気味な気配を感じて、ラフィは咄とつ嗟さに振り返る。その時だった。

「何をしている」

「ひゃあ、オバケ出たぁぁぁぁ」

　庭園にラフィの絶ぜつ叫きようが響き渡る。ミケの言った通りだ。ふわりと揺れる白い影は、闇に滲にじむようにぼんやりと浮かび上がっていて──。

「騒さわぐな、人が来るだろう」

　背後から低い声がして、ラフィは突然抱だきしめられた。その幽霊は力強い右腕でラフィの身体の自由を奪い、もう片方の手で口元を押さえつける。

　完全に恐きよう慌こう状態で必死に手足をばたつかせるが、まったく動けず声すら出ない。そのことが余計に恐きよう怖ふ心しんを煽あおった。

「！！！！！」

「落ち着け。大丈夫だから」

「……？」

　ラフィの動きが止まる。耳元でささやかれた声は、不思議なほど心の奥まで染み込んでいった。この声、どこかで聞いたことがある？

　少しだけ冷静になってみると、ラフィの背中には幽霊にあるまじき温ぬくもりが感じられる。さらに、新緑を思わせる爽さわやかで良い香りまでしてきた。

　ラフィの反応に合わせて、それまで拘こう束そくしていた腕がそっと緩ゆるめられる。

　恐る恐る振り返って見上げてみると、その顔はこの世の者とは思えないほど美しく──。

（美しい？）

　確かにその美貌には見覚えがあった。途端に心臓が跳ね上がる。

「レ、レオール王？」
















　思わず声を裏返らせて、ラフィは顔を赤く染めた。

　どうして王がこんな場所にいるのか。王族は神殿から出ないのではないのか。

（いやいや、そんなことよりも！）

　父親以外に、これほどしっかりと抱かれたのは生まれて初めての経験である。その上相手がこんな美しい顔の、しかもフローレツィアの国王だなんて──。

（し、刺激つよすぎ……）

　くらくらと目眩めまいがして、ラフィは再びレオール王の腕の中に倒たおれ込む。

「しっかりしろ。……まったく面倒な奴だ」

　思いっきり迷惑そうな顔をしながらも、レオール王は正面から抱き留めてくれた。やはり草木の持つ優しくて自然な香りが鼻び孔こうをくすぐる。

　その匂においはどこか懐なつかしく、ラフィの心は徐々に落ち着いていった。

　レオール王とこんな場所で会うとは思いも寄らなかったが、ともかく幽霊でなくて本当によかった。しかし。

　ラフィが平常心を取り戻すにつれて、今度はレオール王が戸惑うように顔を背そむけると素早く腕を解ほどいてしまった。

　そこで改めて抱き合っていることに気がついたラフィも、慌てて横を向いて距離を置く。そして話題を変えるように「あはは」と笑ってみた。

「幽霊と間違えちゃった……レオール王が変な格好してるから。あ、じゃなくて。幽霊と間違えてしまいました。変な、じゃなくてその、個性的な格好をなされておりましたので……」

　慣れない敬語であたふたと言葉を繫げると、レオール王から一刀両断されてしまった。

「無理に敬語など使うな。聞いてて気持ちが悪い。それに、私はうわべの言葉などで誠意を計らぬ」

「……すみません。じゃあお言葉に甘えて」

　自分でもちょっとおかしいと思っていたところだ。レオールが礼れい儀ぎにうるさい王様でなくてよかったと胸を撫で下ろす。

　その目にふと映り込んだものがあった。

「その布素敵！」

　レオールの被っている布は白い絹きぬ糸いとで作られた繊せん細さいな紗しや幕まくであり、かすかな月光を受けて見事な濃のう淡たんを作り出している。チエリが初対面の男性を見て必ず顔をチェックしてしまうように、ラフィはモノの素材や造りにどうしても目がいってしまう。

「王の姿で城をうろつくわけにもいかんだろう」

　レオールは不機嫌そうに横を向く。ということは、これは彼なりの変装ということか。

（確かに、こんな格好を見れば幽霊と間違うかも）

　ラフィは改めて、レオールの姿をまじまじと見た。

　白い布を被った彼は、確かに人間離れした美しさと近寄りがたさを醸かもし出している。

「幽霊の正体はレオール王だったってわけね。あとでミケに教えてあげなくちゃ」

「ひと目見ただけで幽霊とは……尋じん常じような神経ではないな」

　心底呆れたらしいレオールに、ラフィはたちまち赤くなった。

「だ、だって！　城にオバケが出るって噂を聞いたし、私、オバケとか苦手なの！」

　必死に言い訳してみるが、肝かん心じんのレオールはどうでもいいとばかり横を向いてしまった。

「苦手ならさっさと部屋に帰って寝ろ。もう夜中だぞ」

　早く独りになりたいのだろう。

　人間嫌いの彼の願いを叶えてあげたい気持ちは山々なのだが。

「実はちょっと迷ってしまって。うろうろしているうちに、こんな時間に……」

「迷った？　ならばモノに聞けばよいだろう」

「あ！　そっか」

　ラフィは思わず手を打った。すっかり失念していたが、自分には修復士としての力がある。なにもわざわざ人間を探さなくても、廊下に飾られた数々の調度品に聞けば済むはずだった。

「それよりも小瓶はどうした、話は出来たのか？」

「う、う～ん。会話だけは」

　曖あい昧まいな言葉で返事を濁にごすラフィに「処刑」の二文字が浮かぶ。しかし、予想に反してレオールは「やはりな……」と小さなため息をついただけだった。

「あれは特別なモノだからな、半人前の修復士では手に負おえないかもしれん。焦らずともよい」

「……」

「今度はなんだ、妙な顔して」

　レオールが気持ち悪そうに見下ろしている。

「えへ、すぐ処刑かと思っちゃったから。少し安心したっていうか」

　人間嫌いと言われているが、案外、いい人なのかもしれない。しかし、そんなラフィを待っていたのは、王の氷のように冷え切った瞳だった。

「言ったはずだ。期限は設けぬが、諦めた時点でお前は用なしだと」

　やはり簡単に心を許してはくれないようだ。ラフィは暗澹たる気持ちでため息をつく。

「！　ああっ」

　気分が落ち込んで初めて気がついた。さっきもラフィの心を沈ませる出来事が起きたのだ。

「今度はなんだ、騒がしい」

「あ、あのね。さっきお城で傷いたんだ石臼を直したの。そしたら親方さんに、修復士はすぐにこの国から出て行けって……」

　ラフィはしょげて顔を伏せると、目線だけでちらりとレオールを見上げる。

「修復士は王を殺すからって」

「……」

　レオールがそれを聞いて表情を変えることはなかった。

「世よ迷まい言ごとに過ぎぬ。気にするな」

「でも」

「その王である私が、わざわざ修復士を探していたのだぞ？」

「……」

　言われてみれば、その通りである。ということは本当にただの迷信なのだろうか。

「お前は余計なことに惑まどわされず、小瓶の刻を戻すことに集中しろ」

　ただし、とレオールは薄紫の瞳をついと向ける。

「城の人間やこの国の民の前では、修復士の力を見せぬことだな。みな揃そろって言い伝えを信じており、修復士を心底嫌っている。キルザスから注意を受けなかったのか？」

　そういえば、修復士を必要としているのは国王陛下だけだから、その他の者の前では修復士であることを隠せと言われていたような気がする。

（すっかり忘れてたよ）

　目の前では、大体の事情を察したらしいレオールが呆れ顔でため息をついている。

　ラフィは恥ずかしくなって話題を変えた。

「そういえばレオール王こそ、こんな時間にどうしたの？　幽霊ごっこが趣味だとか？」

　ラフィの問いに、レオールは「馬鹿言うな」と不機嫌そうに背を向けると、足元にある花壇をのぞき込んだ。

「先日からここのミュリ草が枯かれかかっている。気になって様子を見に来たのだ」

　見れば確かに、花壇の隅に元気のない草があった。中央にある花は美しく咲き誇っているのだが、それを支えるように植え込まれている葉だけの植物（恐らくそれがミュリ草だろう）が萎しおれてしまっている。

「ここの庭師は花に合わせて夕方に水を撒まくのだが、春とはいえ夜は冷える。葉の上に残った水分が、南国育ちのミュリ草には寒すぎるのだ」

　レオールは、愛いとおしむようにミュリ草の葉に残った水滴を拭ふいてやっている。そして持参した藁わらを細かく切ったものを、土壌に優しく被せた。

「これで少しは温かくなるだろう」

「……」

　その穏やかな横顔に、ラフィは思わず見惚れてしまう。

　それは恐らく自分でも気がついていないはずの、レオールが持つ柔らかな表情だった。決して人には向けられることはない、彼の本当の姿──。

　それを少しでも長く見ていたくて、ラフィは余計な口を挟まずにそっと盗ぬすみ見する。彼の意外な一面を知ることができた気がした。

　それから驚いたといえば、もうひとつ。

「レオール王って王様なのに、随分使い込んだ靴くつを履はいているのね」

　最初は濃茶ダークブラウンだったはずの革靴は、長年の刻を経て豊かなアメ色に変色している。とはいえ元々上質な靴であるうえに、手入れが素晴らしく行き届いているため、くたびれた様子はどこにも感じられなかった。

　レオールはそんな自分の靴を見下ろしながら、当然のように首をかしげる。

「地位は関係ないだろう。馴な染じんだ靴の履き心地は、金では買えん」

　それを聞いてラフィの心は、ふっと温かくなる。

　まだ村に住んでいた頃、新しい靴を買ってもらった子がラフィに自慢してきたことがあった。本当は「よかったね、羨うらやましいな」と言って喜ばせてあげたかったのに、なぜか上手く言葉が出てこず、黙ってしまったラフィに、結局その子は気を悪くして行ってしまった。

　その頃のラフィはまだ幼くて、自分の胸の中にあるもやもやを言葉にすることが出来なかった。ふと、そのときのことを思い出したラフィは、モノを大切にしているレオールを見て、やっとその答えが分かった気がする。

　モノの声を聴きその心を知るラフィにとって、新しい品が必ずしも羨ましいとは思えなかったのだ。友達と新品を喜び合うよりも、代わりに捨てられるかもしれないモノの気持ちを考えてしまう。

（そんな変な子とは、やっぱり仲良く出来ないよね）

　本当はいじめられてばかりの辛つらい時代だったのに、今では懐かしく優しい気持ちで思い出すことができた。

（あれ、レオールって）

　ラフィはふとある事実に気がついて、にわかに嬉しくなってしまう。

　この一見気難しそうな美貌の王。実はモノに対しても植物に対しても、その行動には思いやりと誠実さがあふれてはいないか。というか。

（本当はすごく優しい人なんだ……）

　胸の奥がきゅっと狭くなるような、息が詰まって苦しくなるような。

　生まれて初めての不思議な感覚に、ラフィはすっかり戸惑ってしまう。レオールの艶やかで長い黒髪。寸分の狂いもない端正な目鼻立ちと、吸い込まれそうな紫の瞳。

　最初から美しい人だとは思っていたが、こうして改めて見るとまた違う魅力に気づかされる。レオールは美しいだけではなく、とても優しい。それは素敵なことだった。けれど。

（その優しさは人間以外、なんだよね）

　なぜか人だけを毛嫌いしているレオール。そしてラフィは、残念ながら歴れつきとした人間である。今も、植物に向けた眼差しとは正反対の峻しゆん厳げんさで、

「ボケっと突っ立ってないで、さっさと帰って寝ろ」

　と睨みつけている。一体、レオールはなぜこんな難解な性格になってしまったのだろう。

　思わず見惚れてしまっていた自分を叱しつ咤たしながら、ラフィも負けじと言い返した。

「そんなこと言われても帰れないもん。さっき、迷ったって言ったでしょ」

「はぁ!?　なぜそんな恥ずかしいことを威張って言えるのだ」

　人間嫌いの王様と、人よりモノと仲良しな自分──。

（なんというか……似ているようでなかなか接点が見つからない感じの二人だね）

　それでも心が温まるような不思議な感覚に浸ひたりつつ、文句を言い続ける白い幽霊、もといレオールに、ラフィは部屋まで送ってもらったのだった。
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『分からんやっちゃな！　俺おれは刻ときなんか戻もどさんでええの。ホンマ阿あ呆ほちゃうか、あんた』

　翌朝。

　朝あさ霧ぎりの消えないバルコニーでは、ラフィと小こ瓶びんの対話、いや格かく闘とうがすでに始まっていた。

『なんで？　刻を戻したくない理由でもあるの？』

　実のところ、ラフィは昨日きのうから一いつ睡すいもしていない。庭園でレオールの意外な一面を知ってしまってから、ラフィの中に彼の望みを少しでも早く叶かなえてあげたいという気持ちが湧わき起こってしまったのだ。

　徹てつ夜やのせいか妙みように元気なテンションで、朝から小瓶に挨あい拶さつし続けた結果、三十二回目の『おはよー』でやっと返事が返ってきた。

　その勢いでラフィは、自分が修復士であること、それから刻を戻して欲しいという願いを改めて伝えたのだが──。

『俺は刻なんか戻す気ィないし、理由なんかあれへん』

　手て強ごわい。小瓶はこれまでのモノ達に比べても手強すぎる。

　しかし、こちらにも秘策というものがある。昨日レオールと別れてから徹夜で作ったのだ。

『ふふん。昨日、欲しいって言ってた箱。作ってあげたよ』

　そう言ってラフィは、肩掛け鞄から小瓶を入れるのにちょうどいいサイズの小箱を取り出す。

『……なんや、それ早はよぅ言わんかい』

　ふいに小瓶の語尾が緩ゆるんだ。効果覿てき面めんである。

『なんてったって「仕事が速い、親切、丁てい寧ねい」がうちのモットーですから！　小瓶ちゃんが気に入ればいいけど』

『まぁた、小瓶ちゃんゆーたな。今な、ちょーとだけ刻を戻してもええかな思うたけどヤメた』

『……それ、噓うそでしょ』

『大当たり！　あんた、俺のこと少しは分かってきたんちゃう？』

　あんまり嬉うれしくないなぁ、とラフィは肩をすくめる。

『でもとにかく、作ったから。どう？』

　箱は以前より小振りにして、外装には寄せ木細ざい工くの板を使用し、その周りには金の枠わくをはめ込んでみた。内側は小瓶の希望通り、真っ赤な天鵞絨ビロードの生き地じだ。

『なかなかエエ感じやん。こういうのが欲しかってん』

　頑がん張ばった甲か斐いがあったらしく、小瓶は上じよう機き嫌げんである。

『気に入ってくれてよかった。で、刻を戻す話なんだけど』

　しかし本題に入ろうとした途と端たん、小瓶の大ブーイングが始まった。

『えっげっつーなぁっ！　あんた、モノを物で釣つろうって魂こん胆たんかいな!?』

『……上う手まいこと言うね』

『褒ほめんでええねん。そうやってしゃべらせようとしとるやろ？　あかんあかん、俺は簡単には騙だまされへんでぇ』

『騙すとかじゃなくてさ、刻を戻したくない理由を教えて欲しいだけだよ』

『ヤなこった。んな義理ないっちゅーねん。どや、俺のことメッチャ憎にくたらしいやろ？　どうする、思い切ってぶっ壊こわしてみるかぁ？』

『そんなこと！　修復士はモノの味方だもの、傷つけるようなことは絶対にしないよ』

『ふん、ホンマかどうかあやしいもんや』

　一体、どうやったら小瓶のひん曲がった心を開かせることが出来るのだろう。おでこに指を当てて考え込むラフィは、何かを決意したように大きく頷うなずいた。

『分かった。無理に刻は戻さなくていいよ。もう理由も聞かない』

『……お？』

　ラフィの新たな作戦に、小瓶も興味を示したようだ。

『でも私は、未熟者とはいえ修復士。せっかく小瓶ちゃんとこうして出会ったんだから、なんでもいいからひとつだけ願いを叶えるよ』

『俺の願い？』

『それでさ。ちょっとは私のこと、信用してもらえるかな？』

　信頼を得るにはまず誠意ある行動から、と以前図書館で読んだ【仲良くなれる会話術】という本に載のっていた。もちろんそれは、対人用に書かれたものなのだが、いつか修復士の仕事にも役立つだろうと目を通しておいたのだ。

　どうやらその効果はあったらしい。

『せやなぁ～あんたの側にいつもおる石ころ、あいつらみたいに人間になるっちゅーのも面おも白しろそうやけどな。ひとまずは……』

『うんうん』

『離れ離れになった兄貴と再会することかな』

『お兄さん？』

　これまた変わったお願いである。

『そや。俺ら元々は五つ子ちゃんやってん。兄貴と俺は魔ま女じよにもらわれて、二人の妹らは美術館と教会に行きよった。残る弟は保管用にと城のどっかにしまわれてな、それきりや。これがどういうことか分かるか？　ひよっこ修復士』

　ひよっこは余計だが……とラフィは考え込んだ。レオールから聞いた話では、モノは人に愛されてこそ心を宿す。保管用にとしまい込まれてしまった小瓶の弟は長い間誰の目にもつかず、愛されることもないまま……ということは。

『心が、なくなる？』

『せや。人の手に渡った俺らと違ちごうて、あいつの場合、造ってくれた職人がみな死んだら、あとは誰も覚えてへん。人間に忘れられたらモノの心は失われる。今頃はきっと、どっかでただの物になっとるはずやねん……』

　少し悲しそうに小瓶の声が沈む。

『だからせめて、まだ心を宿しとるはずの兄貴に会いたいんや。兄貴はこの国にあるトカゲの横におる』

『トカゲ？　それってどういう意味？』

『トカゲはトカゲや。フローレツィア王国におるやつ』

　前進したと思った途端、今度は小瓶の話がまったくの意味不明である。

『トカゲならチェブロッテにもいるよ？　あ、フローレツィア王国にしかいないトカゲってことかな？　城の周りの森にいるとか……あ、ひょっとして魔女のこと!?』

　確か小瓶の元の持ち主は魔女だったはず。しかし。

『はぁ？　何ゆーてんの。魔女なんて知らんわ』

『え？　いやでも、知らないってことはないでしょ？　前の持ち主だったんだから』

『そんなん全然知らん！　それに魔女なんてどうでもええねん。ええか、俺が帰りたいンはト・カ・ゲ・の横やっ。分かったかボケ』

　それきり小瓶は一方的に会話を打ち切ってしまった。

（そんなぁ……せっかく箱を作ったのに、かえって謎なぞが増えちゃったよ）

　がっくりと肩を落としていると、後ろから聞き慣れた声が届いた。

「おはよ、ラフィ。朝食の準備が出来たってさ」

　ミケである。先ほど起きたばかりらしく、テラスの朝日を浴びて大きく伸びをしている。

「おはよぉ」

「うわ、ひでー顔。また徹夜かよ。小瓶との対話は上手く進んでんの？　つか、進んでたらそんな顔してねぇよな」

「……だね」

　ミケは軽く肩をすくめて部屋に戻り、ラフィもその後に続いた。ここはひとつ、美お味いしい朝ご飯でも食べながら作戦を練り直さなければ──。

「あれ、今け朝さはザロもいるんだ」

　昨日から姿を見せなかったザロが、テーブルで大人しく紅茶を飲んで待っている。ラフィ達が席につくと、待っていたかのように焼きたてのパンケーキがメイドさん達の手で置かれた。

　香ばしくて甘い香りが鼻をくすぐる。

「美味しそうっ」

　他にもテーブルの上には、銀杯に盛られたフルーツやサラダ、温かいスープに軽めの肉料理などが並べられていた。

　メイド達は一礼すると、部屋を出て行く。本来ならば食事中も手伝うのが普通なのだが、庶しよ民みん派のラフィ達が緊きん張ちようするからというキルザスのはからいで、あとは各自で好きな食べ物に手を伸ばせるようになっている。

（キルザスさんって口は悪いし、目つきも態度も悪いけど、そういう心配りだけはなかなか）

　伊だ達てにフローレツィア国王に仕つかえているわけではないようだ。

「で、ラフィ。声は聴きけたんだろ。さっさと小瓶の刻を戻して帰ろうぜ」

　言いながらミケは、籐とう籠かごに入った肉詰めパイを頰ほお張ばっている。

「それが……結構、挫ざ折せつ気味なんだよね。というか、その前に！」

　ラフィは突然テーブルを叩くと「ミケ」と意味深に微笑ほほえんだ。

「昨日ね。私、幽ゆう霊れいに会っちゃった」

　得意げにそう言うと、庭園でレオールに会ったことを事細かく話して聞かせる。

「というわけで！　幽霊の正体なんて、みーんなそんなもんなのよ」

「はぁ？　何、言ってんのラフィ。俺が聞いた幽霊は百年間同じ姿なんだぜ？」

「あ、あれ？　そうだっけ」

　ラフィの背筋がすぅっと寒くなる。ということはやはり、幽霊は別にいるのか。

「こここ、この話はやめよう。もうおしまいっ」

「ラフィが言い出したんじゃねぇか」

　呆あきれ顔のミケからくるりと方向転換して、わざとらしくザロへと話しかける。

「そうだ。ザロ」

　ラフィの呼びかけにザロがふと手を止める。彼はパンケーキに生クリームを丁寧に乗せ、その上に木き苺いちごとブルーベリーを交互に敷しき詰つめている最中だった。

「ミケから聞いたんだけど、ザロって推理が得意なんだって？」

　ラフィの問いに、ザロはパンケーキの作業を再開しつつ「ん」と答える。

「じゃあさ、フローレツィア王国にいるトカゲの横って、どういう意味か分からない？　今朝ね、小瓶ちゃんが言ってたんだけど」

「……」

　かなり長い沈ちん黙もくがあった。その間にもパンケーキの上には隙すき間まなく、木苺達が整然と並べられていく。ラフィはその作業を見守りながら、ひたすら返事を待った。

「二百年前。魔女。だから、神しん殿でんの扉とびら」

　やがてザロはぽつりと言った。

「二百年前？　……というと、小瓶ちゃんの持ち主が魔女じゃなくなった頃だよね。そのときに王族に渡ったってことかな。そこにトカゲ的な場所がある？　あ、でも神殿の扉って？」

「神殿の扉……！　ひょっとしてあの扉かっ」

　突然ミケが立ち上がった。

「どういうこと？」

「そっか、扉に聴けばいいんだよ。神殿と城を繫いでる大きな扉あったろ」

「う、うん」

　確かに神殿の入口には庭園と緩やかな大階段があり、その先には見上げるほど立派な木製の扉があった。

「その扉はフローレツィア王国の厄やく災さいの戦せん禍かを乗り越えて、二百年前からずっと同じものなんだってキルザスが言ってたぞ」

「!?」

　なるほど、それなら小瓶のことも何か知っている可能性がある。トカゲの意味だけでなく、前の持ち主の魔女のことや、どういう経いき緯さつでレオールのもとに来たのかということも教えてくれるかもしれない。これは大だい収しゆう穫かくになりそうな予感がした。

（やっぱり二人とも、私の優秀な助手だねっ）

　ザロの一言で一気に展望が開けたラフィは、勢いよく椅い子すから立ち上がる。思い立ったら今すぐにでも、扉の声が聴きたくなっていた。

「私、やってみるよっ」

「お！　ちょっとは修復士らしくなってきたんじゃね？」

　盛り上がるラフィとミケだったが、ザロだけはいつも通りの無表情をまったく崩くずしていない。彼はやっと完成した木苺とブルーベリーのパンケーキをきちんと十六等分にしてから、ひとつずつ口へ運ぶことに集中しているのだった。




「あなた方はこんなところで何をしてるのです！　神殿に来るときは、黒のフードで顔を隠かくせと言ったでしょう？　というか、レオール様のところに勝手に来てはなりません。そして騒さわいでもいけません。さらに回かい廊ろうも走らないで下さいっ」

　神殿前ではキルザスが、眼鏡めがねを光らせて怒おこっている。

　今日はザロが同行しているので迷うことなく神殿まで辿たどり着けたのだが、そこで書類を山のように抱かかえたキルザスに見つかってしまった。

　怖い顔のキルザスに「ごめん、でも今日は王様のとこじゃないよ」と軽く頭を下げる。

「キルザスさんこそ、そんなたくさんの書類を抱えてどうしたの？」

「仕事ですよ。国王陛へい下かの稟りん議ぎが必要な案件を大臣達から預かり、こうして運んでいるのです」

　ミケがメイドさんから聞き出した話では、キルザスを輩はい出しゆつしたクラウチア家は、『フローレツィアの厄やく災さい』から一切の柵しがらみを絶って神殿に籠こもった王族が、二百年もの間謁えつ見けんを許し続けている唯ゆい一いつの家系なのだそうである。

　そのため、キルザスは若年であるにもかかわらず城内ではそこそこの高い地位を得ているらしい。

（だから基本的に偉えらそうなんだ、この人）

　一応、言葉だけは丁寧だが慇いん懃ぎん無ぶ礼れいとはこのことだ。敬語など信用していない、と言っていたレオールの気持ちがよく分かる。もちろん、キルザスだってレオール王に対しては絶大な忠誠心を持って敬語を使っているのだろうが……。

「小瓶はどうしました？　刻は戻せそうなのですか」

「ううん。でもちょっと切り口を変えてみようかと」

「どういうことです？」

　首をかしげるキルザスに向かって、ラフィは神殿の扉を指さした。

「あの扉って『フローレツィアの厄災』以前からあるんでしょう？　だからちょっと声を聴いてみようかと思ってるの。二百年前の小瓶のことが分かれば、小瓶ちゃんの弱じやくて……じゃなかった、会話も盛り上がるかなーって」

「……そういうものですか」

　キルザスは少し考え込む素そ振ぶりを見せると、ついと鋭えい利りな瞳ひとみを上げた。

「その話、後ほど詳くわしくお聞かせ下さい」

　何か気になることでもあるのだろうか。しかし、キルザスは言いたいことだけ言うと「では」と手を上げてさっさと神殿へと消えてしまった。

　ラフィ達はその背中を見送りつつ、神殿の扉の前に立つ。

　二百年以上もの刻を越えてきた木製の巨大な扉は、それだけで風格と威い厳げんを湛たたえていた。

　厳げん粛しゆくな気持ちになりながらそっと手を触ふれる。独特の木の温ぬくもりが指先に伝わった。

『持ち主に深く愛されしモノ。永く刻を越え眠ねむりにつきしその魂たましいよ、どうか目覚めて。私にその声を聴かせて』

　いつものように心を落ち着かせるため、そっと目を閉じて呼びかける。意識を指先に集中させ、波長を扉の呼吸に合わせていく。ラフィは瞼まぶたの奥にある暗くら闇やみの中で、確かに温かな存在を感じていた。

　すると。

『ほう、まさか本当に修復士がこの城へ戻ってくるとはのう』

　闇の奥の方から、老人のような低い優しい声が響ひびく。ラフィはそっと目を開けて、じっと扉を見つめた。すると木目模様の間に、長いひげを蓄たくわえた白髪の老人が浮かび上がる。

『応こたえてくれてありがとうございます。でも修復士がこの城に戻ってきたというのは……？』

　首をかしげるラフィに、扉の老人は柔らかに微笑む。

『昔な、この城にひとりの修復士がいたんじゃ』

『レオール王からも聞きました。やっぱり本当にいたんですね』

『本当じゃとも。二百年前、乱世に見舞われたこの国と国王を救うために、自ら禁きん忌きを犯おかし命を落としたのだが……お嬢じようさんが現れたということは、ルネス神の怒いかりは収まったのかの？』

『え？』

　二百年前の修復士は寿じゆ命みようで死んだとばかり思っていたラフィは、初めて聞く内容に驚おどろく。

『ごめんなさい、私。何も知らないんです』

　図書館にあった書物でも【修復士は二百年前にひとり、存在したきりである】と書かれていたし、ラフィの家で修復したドレスも永い間修復士は生まれなかったと言っていた。しかし、その理由までは考えたこともなかった。

　ということは二百年目にしてやっと修復士がこの世に生まれた、それがラフィということなのだろうか。そして二百年前の修復士はこの国でルネス神の怒りを買い、死んだ？

　ラフィの住んでいるチェブロッテやフローレツィア王国が存在する世界の総称がファルティマである。ルネス神はそのファルティマ界の創造主なので、すべての国での最高神にあたるのだ。この世のありとあらゆる生命や現象、もちろん魔法などもルネス神が人に与あたえたものだと言われている。

　そんな偉い大だいなる神の怒りを買うなど、一体、二百年前の修復士は何をしたというのだろう。

（そういえば私、小瓶と話をするのに必死で、レオール王がどうして小瓶の刻を戻したがっているのか全然知らない……）

　もしかしたら、前の修復士と小瓶は無関係ではないのかもしれない。

『おじいちゃん、その修復士はどうしてルネス神を怒らせたんですか』

『それは分からんのぅ。ただ二百年前に修復士がおって、命と引き替かえにフローレツィア王国を滅ほろびの危機から救い出した。だがその後、二百年もの間転生出来ないのは、きっとルネス神のご意志に反しておかしな魔法の使い方をしたからじゃろうというのが、我らモノ達の間での定説なんじゃ』

『おかしな魔法？』

『モノの声を聴いて、モノの刻を戻す──その道から外れた魔法じゃな』

　老人の言葉に、ラフィは眉まゆ根ねを寄せる。

『そんな……だって修復士の魔法は元々ルネス神から与えられた力。道から外れるなんて、したくても出来ないはずだよ』

『ときに人間とは、モノの理解を超こえた驚くようなことをするもんじゃよ。己の欲望を満たすためなら手段は選ばぬ。天の掟おきてに逆らい、神の目を盗ぬすんでも成し遂とげたかった想いがあったのじゃろう、その修復士には』

　黙だまり込んでしまったラフィを見て、老人は慰なぐさめるように声こわ色いろを変えた。

『しかしまぁ、よいではないか。すべては過去の話じゃ。今はこうやって無事に修復士が生まれてきてくれた。それこそがルネス神がすべてをお許しになったという証しよう拠こじゃ』

『……』

　果たしてそうなのだろうか。急に修復士の不可解な一面を知らされたラフィには、それを素直に喜ぶことが出来ない。それにもうひとつ、どうしても気になることがある。

『でも……この国の人は、修復士が王を殺すって』

　深刻な顔のラフィに対して、扉の老人は安心させるように微笑んだ。

『ふーむ。人間とは奇妙な生き物じゃのう。ほんの二百年前に王と国を救った修復士を、今では逆に言い伝えておるとは』

　まことに解げせぬ、と扉は長いひげを撫なでながら首を振ふっている。レオールも似たような反応だったが、やはりただの世よ迷まい言ごとなのだろうか。

　考え込むラフィをよそに、老人はミケ達へと目を向けた。

『はて。なんとも奇妙な存在じゃのう。お前達はモノのようでモノでなく、人の姿をしているが人でもない』

『俺達、元は宝石だったんだけど、この修復士の力で人間になったんだぜ』

　ミケは嬉しそうに扉に向かって手を広げた。ザロも少しだけ得意そうに唇を尖とがらせている。

『ほう、修復士にはそのような力もあるのか。我らモノにとって、修復士は救いの魔法使いじゃからなぁ。お前達は幸せものじゃったのぅ』

　目を細めて喜ぶ老人の姿に、ラフィは何だか恥ずかしい気持ちになる。今まではただ漠ばく然ぜんと修復士を名乗っていたが、自分に本当にモノを幸せにする力があるのなら、もっと努力して立派な修復士になりたいと思う。そのためにも、今すべきことは早く小瓶の刻を戻すことだ。

『おじいちゃん、私、レオール王に呼ばれてこの国へ来たんです』

『分かっておる。この国の王はずっと修復士を探し続けておったからのぅ』

　扉の老人は頷くと、改めてラフィを見た。

『あの男の望みを叶えるのは、修復士であるあんただけのようじゃからな』

『小瓶の刻を戻せと言われてます。でも何が目的か分からなくて……。詳しくは分からないんですが、よほど大事な物なんですね』

『あやつが刻を戻せば、色々と困ったことになるからのぅ』

『困ったこと？』

　扉はふむと考え込んだ。

『やはりそれは、本人から聞くがよかろう。想いを貫つらぬきたい者、沈めてしまいたい者、小瓶には様々な願いが絡からみ合っておる。だから、わしが勝手に教えるわけにはいかんのじゃ』

　老人の困り果てた顔を見れば、なにも意地悪で言っているわけではないと分かる。

『じゃあせめて小瓶の口を割らせ……じゃなかった、もっと仲良くなれる方法ってあります？　トカゲの横に行きたいって言ってるんですが、その意味がさっぱり分からないんです』

　老人はしばし考え込んだ。そして『トカゲは知らんが』と前置きする。

『肖しよう像ぞう画がを捜さがすとよいかもしれん』

『肖像画？』

『うむ。二百年前のフローレツィアの厄災で焼かれそうになったが、心ある者の手によって密ひそかに隠されたと聞いておる』

『二百年も前の……』

『あの絵は描き手に愛された良い絵での、心を宿しておったので覚えておる』

『よかった。じゃあきっと話も出来るね』

　ラフィの言葉に老人は『だといいのぅ』とにっこりと微笑みを返してくれた。そして静かにその姿を扉の木目に溶とけ込ませていく。

　ラフィは老人の声や気配がしなくなるまで頭を下げ続けた。

「何か分かりましたか？」

　キルザスの声が現実に引き戻した。どうやらレオールに、さっきの書類を渡わたしてきた帰りらしい。手にはまた新たな書類が握にぎられていた。

「うん、なんとか。それよりさ」

　扉から立ち上がり、膝ひざの埃ほこりを払いながらラフィは訊ねる。

「二百年前の肖像画って分かる？　捜してほしいんだけど……」

　当たって砕くだけろの精神で、ラフィはキルザスに頼たのんでみる。彼のことだから「なに訳の分からないことを……」とか「それよりも小瓶の刻を戻すのが先です」とか怒ど濤とうのような文句を覚かく悟ごしていたのだが。

「……承知しました。時間はかかるでしょうが、心当たりがないわけでもありません」

　予想に反して、キルザスは大人しかった。ふいに。

　ザロがキルザスの袖を摑み、「絶対見つけて」とつぶやく。

「ザロ!?」

「な、なんですか急に。分かってますよ、それよりも!!」

　とキルザスは不機嫌そうにラフィ達にそれぞれ新しい黒フードを手渡す。

「神殿と城を往復するときは、ちゃんと被かぶって顔を隠すように。いいですね！」

「は、はーい……」

　面倒くさくて嫌いやになるが「郷に入っては郷にしたがえ」である。仕方なく、黒フードを被った三つの黒団子はもそもそと城へと移動していった。
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『……で、その落書きがどないしてん』

『どないって、言われても』

　自信たっぷりに肖像画の話を聞かせてみるが、小瓶の反応はいまひとつだった。

『扉のおじいちゃんの話では、その絵が小瓶ちゃんを知ることに繫がるって』

『せやな、間違ってはおらへん』

『よかった。じゃあ何か教えて。出来れば、刻も戻させて』

　ほっとしてお願いすると、小瓶はたちまち不機嫌になる。

『ホンマ、ど厚かましいひよっこや。その落書きは俺を知るっちゅーより、レオールを知る手がかりになるはず。〝俺には無関係〟まではよぅ言わんけど、直接は関係ないねん』

『そっか……じゃあ見つかったらすぐにレオール王に見せに行ってくるよ』

『好きにしぃや』

　肖像画の話はそこで終わってしまったが、小瓶からレオールの手がかりになると断言されたことは確かな収穫である。

　あとはキルザスからの報告を待つとして、ラフィはふと話題を変えた。

『じゃあさ、二百年前の修復士が罪つみを犯して死んだって知ってた？　ルネス神に罰ばつせられたって聞いたけど、本当なのかなぁ』

『あー……まぁな……』

『!?』

　思いがけない答えにラフィは驚くが、よくよく考えると小瓶だって二百年以上は生きている。以前の修復士のことを知っていてもおかしくはない。

『あんな？　先に言っとくけど、この件に関しても俺はなんもしゃべらんで。あんまりオモロイ話でもないしな』

　期待感いっぱいの目で見つめるラフィに対して、小瓶はすかさず先手を打つ。

『そんなぁ』

　がっくりと肩を落とすが、小瓶がそう言った以上は絶対に話してくれないことぐらい、度たび重かさなる会話で学んでいる。

『じゃあせめて、トカゲについて何か教えて？』

『ヤなこった。せいぜい悩なやめ、コノひよっこ修復士が』

　けけけ、と神経に障さわる笑い声がラフィの心に刺さる。

『もう、相あい変かわらず憎たらしいことばっかり言って……私も色々考えたんだけどさ。トカゲっていうのは暗号で、何かの頭文字を組み合わせたものとか？』

『おー、それオモロイな。じゃあその頭文字って何か、ゆうてみ？』

『と……とにかく。か……かなり、現金がある場所とか』

『なんやそれ？　あまりのセンスのなさに鳥とり肌はだ立ったわ。ちょっと、俺の自慢の黄金硝子ガラスにぶつぶつ出来てへんか見てや？』

『出来てないから、全然』

　ラフィはこの旅に出て何十回目かのため息をつく。そして改めて小瓶に向かって座り直した。

『もう、いい加減教えてくれてもいいじゃない。早く小瓶ちゃんをお兄さんに会わせて、あなたの刻を戻さないと私、用済みなんだよ』

『勝手に話進めるなっちゅーねん。兄貴に再会することと、刻戻すんは別の話や』

『そんなぁ。なんで刻を戻したくないの？　何か理由があるんでしょ』

『あとは自分で考えや』

　ほな、おーやーすーみーと賑にぎやかな声を残して、小瓶は無反応になってしまった。

　ひとり残されたラフィはしょんぼりと肩を落とす。とにかく小瓶のクセのあり過ぎる性格に手を焼いていた。

（それに小瓶ちゃん、何か隠しているような気がする……）

　最初はただ茶化されているだけだと思っていたのだが、何度か話すうちに何かを意い図と的てきに避さけているような気がしてきたのだ。

　本当に兄に会いたければもっとヒントをくれてもいいはずなのに、教えたくても教えられない訳があるのだろうか。

　しかしそれがなんなのか、ラフィには検討もつかなかった。




　キルザスの言葉通り、問題の肖像画はなかなか見つからなかった。二百年も前の、それもどこかに隠されたというモノである。そう簡単にはいかないと覚悟はしていたが。

（せめて何か手伝えることがあればいいんだけど）

　もちろんラフィとてただ待っているわけではない。小瓶との会話は毎日続けていたし、新しいモノ達と出会うときは、いつでも肖像画や二百年前の修復士について聞いていた。

　だがモノ達は肖像画の場所どころか存在すら知らず、そのほかのことについても扉の老人の話以外で目新しい話はなかった。二百年前にも修復士がいたということ、そしてその修復士は国を救うために罪を犯し死んだということだけである。

「わっかんねぇな」

　いつものようにバルコニーで考え込んでいるラフィに、ミケが声をかける。

「肖像画は依頼を終わらせる手がかりだからよしとしても、だ。前の修復士が死んだ理由なんて、今のラフィには関係ないじゃん」

「でも」

「扉のじいさんも言ってたろ、すべては過去の話だって。今のラフィは修復士として間違ったことさえしなきゃいい。だからさ、早く依い頼らい終わらせてチェブロッテに帰ろうぜ」

　椅子に逆向きに座り、背もたれに顎あごを乗せながらミケが紅あかい瞳を細める。

「この部屋は俺らの家と違って、いっつも綺き麗れいに片づいてるしメシも美う味まいけど。やっぱり俺、あの汚きたない家に帰りたいんだよな」

「ミケ……」

　汚いは余計だが、ミケがチェブロッテのあの家に〝帰りたい〟と言ってくれたことはとても嬉しかった。

「そうだね。私も早く終わらせて家族水入らずで暮らしたいよ」

　家族という言葉に力を込めて応えると、ミケは予想以上に嬉しそうな笑顔を向ける。

「だろ！　俺達、家族だもんなっ」

　無む邪じや気きに椅子から飛び下りると「だから余計なことで悩まず頑張れ」と言い残して部屋へと戻っていった。

　その背中をラフィは複雑な気持ちで見送る。確かにミケに言った言葉に噓はない。しかし、どうしても二百年前の修復士のことが頭から離れないのだ。

（私……何か大切なことを見落としている気がする）

　二百年前に起こった【フローレツィアの厄災】と、そのとき神から罰せられて亡くなった修復士。そして扉の老人が捜せと言った、二百年前の肖像画。

（それらが一本の糸で繫がっていて、その糸の先に私もいるとしたら）

　とりとめもない想像に、ラフィは思わず身を震ふるわせていた。
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　肖像画が見つかったのは、その晩遅おそくのことである。

「ありました！」

　キルザスの声が部屋中に響いた。彼にしては珍めずらしく、慌あわてた感じで飛び込んでくる。両腕うでにはキルザスが隠れるほど大きな布が掛けられた長方形の物を抱えていた。

「すごい、よく見つけられたね。キルザスさん」

「我がクラウチア家に残る記録書物をすべて読み返しました。【フローレツィアの厄災】のときに、我が祖先が何かを隠したという言い伝えだけは聞いたことがありましたから」

　その甲斐あって、とキルザスは興奮気味にメガネを押し上げる。

「東の倉庫にこれが。恐らく誰だれかの肖像画です」

　その手で布を一気にはがした。

「!?　何これ」

　ラフィは思わず声を上げていた。肖像画は見るに堪たえないほど傷いたみ、長年の湿しつ気けで木枠は朽くち果て、全体が黒く黴かびてしまっている。これでは何が描いてあるのかもまったく分からない。

「うっわー、スゲェひどい！」

　眉をしかめながらミケが鼻をつまむ。しかし、ラフィは自信たっぷりにその肖像画を手に取った。

「大丈夫。私に任まかせて」

　ひと目で分かった。この肖像画は確かに心を宿している。二百年前から倉庫にしまわれていたにもかかわらず心を宿しているなんて、よほど誰かの強い思いが宿っているのだろう。ラフィは意識を落ち着かせながら、埃にまみれた額がく縁ぶちを撫でてみた。

『持ち主に深く愛されしモノ。永く刻を越え眠りにつきしその魂よ、どうか目覚めて。私にその声を聴かせて』

　そっと呼びかけるが、すぐには返事がこない。

『どうか声を聴かせて、お願い』

　やっと手に入った手がかりに、祈るような気持ちで呼びかける。

　気配は確かに感じていた。物もの陰かげからそっと、こちらを観察しているような。

『ええっ！　マジマジ!?　ちょっとちょっと、一体何がどうなってんのよ!?』

　突然、ラフィの頭の中にかん高い少女のような声が響く。どうやら彼女が、肖像画であるらしい。十歳ぐらいの生意気そうな女の子が、額縁の上に腰かけている。

『マジ眠いしぃ。一瞬、邪魔くさいから無視しようと思ったんだけどぉ。あんたの顔みて驚いたわよっ。一体なんであんたが修復士みたいなことしてんのさ？　ねぇなんでなんで？　どうなっちゃってんの？　早く教えてよぉっ』

　矢や継つぎ早ばやに繰り出される質問に、ラフィはたじろいでしまう。

『えっと。ちょっと待って。意味が分からないんだけど』

『分かんないのはこっちだよぉ』

　怒りを含ふくんだ黄色い声が、指先から伝わってくる。ラフィは気持ちを落ち着かせるようにひとつ息を吐はいた。

『私と前に会ったように言ってるけど誤解じゃないかな？　だってあなたは東の倉庫で二百年も眠っていたんだよ』

『二百年？　あたしが眠ってから、もうそんなに経ってんの……って。あー！　何これ、ひっどーい。せっかくの絵がカビカビじゃんっ』

　ようやく自分の姿に気がついたのか、肖像画はぎゃあぎゃあと騒ぎ出した。

『あの、大丈夫だから。私が刻を戻してあげるよ』

『本当？　あんたってマジで今、修復士なんだ。あたし元に戻りたーい。今すぐ戻してよ、ねぇねぇどうやったらいいの？』

　肖像画の言葉にラフィは再び首をかしげる。

（私を知ってる？　そんなわけないと思うけど）

　一体、誰と間違っているのだろう。所々引っかかる言葉があるのだが、肖像画から「早く早く」と急せかされて訊たずねるきっかけを失ってしまう。

『分かった、分かったから。意識を私の手に集中して、心から願ってみて。あなたが一番輝かがやいた時間まで刻が戻りますようにって』

『うん、やってみる』

　肖像画にそっと口づけをするラフィの瞼の裏に、ぼんやりと景色が浮かんできた。

　これはモノを直すときにたまに起こる現象で、モノが感じている五感とまったく同じものをラフィも感じ取ってしまうのだ。とはいえ、どういうときにこの〝共感〟が起こるのか実のところさっぱり分からず、ただ修復士の力は未知数だと思い知らされるばかりである。

　ラフィの視界には見覚えのある背せ丈たけ以上の大きな窓があり、上質な木製の調度品で統一された美しい一室が広がる。

（これって二百年前のこの城の中？）

　現在の城よりも明るくて温かな雰囲気にあふれている。ラフィはもっと色々なものを見てみようとするが、思うようにはいかなかった。じっと固定されたままの景色──それは、肖像画の目線だからだ。

（あ、誰か来た……！）

　見上げるような視線の先には、一心不乱に筆を動かしている人間がいる。まだ若い女の人だ。絵の具で汚よごれたままの頰をぬぐい、蜂はち蜜みつ色の長い髪をハンカチで無む造ぞう作さに束ねている。

　──え？　この人って。

　ラフィの心の中で何かがことりと音を立てた。

　もう一度、その顔を確かめたくて目をこらした瞬しゆん間かん。

　ふっと世界が揺ゆらいだ。そのまま視界は急速に暗く狭せまくなっていき、立ちくらみに似た感覚がラフィを襲おそう。

「ラフィ！」

　気がつくと心配顔のミケとザロがのぞき込んでいた。

「大丈夫かよ？」

「うん、平気。久しぶりに〝共感〟しちゃったみたい」

「何か見えたのか？」

　ラフィは残念そうに首を振る。よく見ようと思った瞬間に、その景色は途切れてしまったのだ。耳には肖像画の『ありがとね』という跳はねるような声だけが残っていて、〝共感〟で得た景色はすでに失われていた。

　ミケの手を借りてなんとか立ち上がると、ラフィは改めて肖像画へと視線を向けた。

　絵は完全に修復されていて、まだ絵の具が乾かわききらないほどの仕上がりである。その前にはすでにキルザスが座り込み、いつになく真剣な眼まな差ざしで食い入るように見つめている。

「よかった、修復が成功して」

　キルザスに話しかけたつもりだったが、彼からは返答がない。不思議に思って彼の肩越しにその絵を見たラフィは、同じく言葉を失ってしまった。

「これって……!?」
















　漆しつ黒こくの長い髪に整然とした美び貌ぼう。宝石のような深い輝きを湛たたえる紫むらさきの瞳──その肖像画はどう見てもレオールに瓜うり二つだった。

「レオール王？　まさかね」

　二百年前の絵画にレオールが描かれることは、当然のことながらあり得ない。

「つまり他人のそら似ってこと？　それにしても似すぎてない？」

「他人？　他人じゃないだろ。レオール、王様なんだし」

「あ、そっか」

　ミケの指摘に、ラフィは頭を整理してみる。

　この肖像画は二百年前の【フローレツィアの厄災】の頃に描かれたものだから、つまりはレオールのご先祖様ということになる。

　よく見れば、額縁の下側に黄金細工で文字が綴つづられていた。

「ハッシュ・クレイソス・ウル・レツィア」

「すげぇ！　ハッシュ王と言えば、フローレツィアの厄災から国を救った英えい雄ゆうじゃん」

　英雄伝に詳しいミケが興奮気味に教えてくれる。絵を見る限りでは、その美しき血統は数百年経っても確実に受け継がれているらしい。

（きっと、レオールのご両親もすごい美形なんだろうね）

　あの神殿には王族が住んでると言っていた。ということは、いつかは王族達と会う機会もあるのだろうか。

「王族かぁ……やっぱりみんなレオール王ぐらい綺麗なの？」

　何気なく聞いてみるが、キルザスがその問いに答えることはなかった。

　彼は修復された絵画を食い入るように見つめながら、何かを必死に思考している。

　そんな中、突然ザロが満足したように大きく頷くと、一言だけ、

「なるほど」

　と言い残して、部屋を出て行ってしまった。

「ザロ!?」

　相変わらずマイペースなザロに、ラフィ達はただ呆ぼう然ぜんとその背中を見送ることしかできなかった。




　穏おだやかな昼下がり──城のステンドグラスからは、色鮮あざやかな光達が回廊に降り注そそいでいる。その中を黒い塊かたまりがひとつ、もそもそと移動していた。フードを着たラフィである。

　キルザスから注意を受けたばかりなので我が慢まんして着ているが、視界は狭くなるし暑いし動きにくいしで、かなり嫌気が差している。

（だけどそれも神殿の入口までの辛しん抱ぼうだもんね、頑張ろ）

　自分に言い聞かせながらザロに描いてもらった地図を開く。布にくるまれた大きな肖像画も持っているのでかなり大変だ。

　小瓶ちゃんが言ったみたいに、この肖像画で謎が解けるのかなぁ……。私には検討もつかないけど。

　肖像画を「よっこらしょ」と抱え直しながら、周りを見渡した。城に負けず劣おとらず、神殿も広大である。

「レオール王に聞けばわかるかな。の前に、ちゃんと会えるかなぁ」

　しかも彼はあの不気味な地下室に籠こもっているかもしれないのだ。

（もしあの地下室に下りなきゃいけないとしたら）

　ラフィは身を震わせる。無理だ、あの場所にひとりでは絶対に行きたくない。行ったとしても、絵なんて暗くて見えないに違いなかった。そのときは大人しく帰ろう、と決心する。

　やがて神殿の扉を抜けて王座の横の回廊を進むと、見覚えのある庭園に出た。それは最初に小瓶を渡された場所だった。

　何気なく足下に視線を落としたラフィは次の瞬間、

「すごーい」

　と叫さけんでしゃがみ込む。初めて訪れたときは緊張していて気づかなかったが、そこには図書館でしか見たことのない貴重で希け有うな茶葉達が植えられていた。それらは決して観賞用ではないはずだが、不思議と庭園の他の植物達と美しく調和している。

「ルコ草もマーテリアの花もあんなにたくさん……おお、これはファッシモの実！　球根を持って帰って、自分の庭に植えたーい」

　さらに素晴らしいのは、それらが実に活き活きと上手に栽さい培ばいされていることだ。家庭菜園にはちょっとうるさいラフィでも、湿度に敏びん感かんなマーテリアの花がこれほどまで見事に咲いているのを見たことがなかった。一体、誰が世話をしているのだろう。

「何をしているのだ？」

「あ」

　見上げると、レオールが不機嫌そうに立っている。

「いや、その。すごーく素敵な茶葉だったから、誰が栽培してるのかなぁって」

「……」

　顔を伏ふせたレオールは、さらに不機嫌さを増していく。

（あれ？　もしかして照れてる？　……というか、そうなの!?）

　彼ほどの美しい人間が畑の世話をする姿は、はっきり言って違い和わ感かんがある。しかし以前レオールが垣かい間ま見みせた植物やモノに対する慈いつくしみの心を知れば、納なつ得とく出来ることでもあった。

「それよりも、なんの用だ？」

「あ！　そうそう見せたいものがあって」

　本来の目的を思い出したラフィは、慌てて肖像画を抱えながら東あずま屋やへと近づいた。

　その目に偶ぐう然ぜん飛び込んできたのは、上品なティーカップに残された琥こ珀はく色いろの飲み物──それを見てラフィは思わずつぶやいた。

「なんて綺麗な色……」

「美味しい紅茶とはすなわち美しい紅茶のことだ。それを作り出すためには、まずまろやかな水。そして香り豊かな茶葉。最後に一番大切なのは、紅茶を理解し呼こ応おうし合える茶器だ」

「……はぁ」

　突然話し出したレオールの言っている意味はさっぱり理解出来ないが、ともかくその飲み物は紅茶で彼がものすごくこだわっていることだけは分かる。それで合が点てんがいった。どうやら彼は筋金入りのお茶好きで、そのためならば茶葉を栽培する手間などまったく厭いとわないのだろう。

　しかも自分で淹いれているのだろうか。そういえば、ここには給仕らしき人が誰もいない。

　神殿の規則通り顔はフードで隠すにしても、使用人としての仕事は色々あるはずだが。

　あたりを見渡しているラフィの心中を、レオールは素早く察したらしかった。

「この国には紅茶を満足に入れられる者がいなくてな、すべて追い出した」

「……う～ん」

　それは相手がレオールだったからに違いない。

「飲むか」

「は？」

「いらぬならいい」

「飲みます飲みます、飲ませて下さいっ」

　一瞬で駆かけ抜ける風のようにささやかな誘いを逃のがすまいと、ラフィは慌てて懇こん願がんする。

　紅茶にそれほど詳しくない自分にとって、違いなど分からないだろうと思っていたのだが。

　レオールが淹れてくれた紅茶を一口飲んで一気に考えが変わった。

「す、すごい！」

　これはもう、上手だとか美味しいだとかいう次元ではない。芳ほう醇じゆんな香り、茶葉本来の甘みと苦み、喉のどを通り抜ける適度な熱さ──すべてが完かん璧ぺきである。

「なんていうか、ホントにもう！　この世の飲み物とは思えないよっ。上手くいえないけど、茶葉と茶器が喜んでるって感じ」

「……それに水もだ。彼らは常に三さん位み一いつ体たいで、手をかけてやればやっただけ、素晴らしき世界を見せてくれる」

　珍しくレオールが饒じよう舌ぜつに語っている。

「レオール王は世界で一番の紅茶愛好家だね」

　褒ほめちぎるラフィに対して、レオールが顔を伏せたままぽつりとつぶやいた。

「……王はいらない」

「え？」

「レオールだけでいい」

　その横顔は相変わらず不機嫌そうで、こちらを見ることもないのだが。

（今、ちょっとだけ心を許してもらえた……？）

　かすかな期待を込めながら、王のお言葉に甘えることにする。

「よかった。レオール王って本当は言いにくかったんだ」

　えへへと笑って見せるが、レオールがつられて微笑むことは──なかった。

「……」

　ふいに顔を上げたレオールは、元来の彼らしい射い竦すくめるような強い視線でこちらを睨にらみつけている。

「それで？　見せたいものとは？」

「う、うん。小瓶ちゃんとの会話が進まないから、ちょっと寄り道してみたの」

　そう言ってラフィは、扉と話したことや絵を修復したことをかいつまんで聞かせながら、肖像画に被せてあった布を取った。

「！」

　レオールの紫の瞳がかすかに見開く。

（やっぱりこうして比べると、すごく似てるよね）

　ラフィも隣となりで同じように肖像画を見ながら、改めて感心する。

「すごいでしょ、この絵の人はハッシュ王。きっとレオールの方が詳しいと思うけど、二百年前に国を救った英雄なんだってね」

　ふいにレオールが絵から顔を背そむける。そして、

「しまえ」

　とラフィの手にあった布を肖像画に被せてしまった。

「しまえって……だってこの人、レオールのご先祖様でしょう？」

「そんなことはどうでもいい」

　あまりにも頑かたくななレオールに、ラフィは哀かなしくなってしまう。植物やモノに対してはどこまでも優しい彼なのに。あんなに紅茶の話では盛り上がったのに……。

「そんな意味のない修復に関わっている暇ひまがあるのなら、さっさと小瓶の刻を戻すのだ」

　厳しい顔つきでこちら見るその態度は、完全に出会ったときの冷たい印象に戻ってしまっていて、ラフィはひどく傷ついていた。

「……どうしてそんなに心を閉ざすの？」

「下らんからだ」

　レオールは迷いなく言い切り、さらに言葉を続ける。

「いくら心を結び合っても、やがてすべては儚はかなく消える。人の死と共にな」

　あとに残るのは絶望と悲しみだけだ、とすべてを拒絶するように語った。

「そんな」

「考え方の違いだ。議論するつもりはない」

　反論する前に、にべもなく断られる。

〝共感〟したときに一瞬だけ見た画家の姿に、ラフィはなぜか心を乱されていた。もう一度肖像画に語りかけて真相を聞きたいのだが、肖像画は元に戻って満足したのか、何度呼びかけても応えてくれることはなかった。

（だからせめてレオールに、何か知らないか聞いてみようと思ってたのに）

　レオールは肖像画の話はもう済んだとばかり、改めてラフィへと視線を向ける。

「小瓶の方はどうなっている？」

「……う。あの小瓶ちゃん、なかなか私の話を聞いてくれなくて。なにか隠してる気もするし……。というか」

　ラフィは顔を上げてレオールを見る。

「レオールはどうして、そんなに小瓶の刻を戻したいの？　何か特別な理由でも？」

　もし紅茶愛オ好タ家クと同じくただの骨董品アンテイーク愛好家だったとしても、いささか熱心過ぎやしないか。それとも小瓶の刻を戻すことに、ラフィの知らない重大な意味でもあるのだろうか。

「話すつもりはない。修復士とはモノと語り合い彼らを支配出来る能力、すなわちモノを意のままに操ることが出来る人間をさす」

「モノを支配だなんて……」

　自分はただ、人とモノの間に立って、彼らの役に立ちたいと願ってきただけである。

　目を丸くしているラフィに対して、レオールは不快そうに目を細める。

「お前は何も知らないのだな」

　そして世界中を憂ゆう鬱うつにさせるがごとき見事なため息をつくと、ゆっくりと席を立つ。

「ともかく余計なことを考えず、小瓶の刻を戻せ。依頼はそれで終わりだ。お前達には余りある褒ほう美びを取らせる。それを持って自国へ戻り、自由に暮らすがいい」

「……」

　やはりレオールの心は変わらないのだろうか。これほど美味しい紅茶を淹れてくれたのに。

　そう思いながら茶器を目にしたラフィは、ふとあることに気がつく。

「あ、待って。これ、ちょっと借りてもいい？」

　慌ててラフィが指さしたのは、ティーポットの蓋ふただった。カップやソーサーとお揃そろいになっている、金縁の美しい白磁器の食器である。しかし、残念なことに蓋の一部が少しだけ欠けていた。

「言っておくがこれは修復出来ないぞ。国王が使う食器ともなれば、蓋の一部が欠けただけですべてが廃はい棄きされる。それが面倒でただ単に使い続けているだけだ。心を宿すほど愛いとおしんで使っているわけではない」

　ぶっきらぼうに話してはいるが、まだ使えるモノを捨てたくないという優しい気持ちが伝わってくる。その思いに応えたくて、ラフィは胸を張って頷いてみせた。

「大丈夫、私に任せて」

　その瞬間、レオールは心臓が止まったかのように大きく目を見開いた。

　しかしすでに壊こわれた蓋を見ていたラフィは、彼の変化には気づかない。

「ここの欠けた部分さ、タビルカ草っていう繊せん維い質しつの高い草と粘ねん土どを混ぜて埋め込めば、だいぶ見み栄ばえもよくなるよ」

「……」

「私ね、修復士としては確かに未熟だけど、修理屋としては結構ベテランなんだ」

　えへへ、と照れながらラフィは説明する。そして真夜中の庭園で会ったときから、機会があれば伝えたいと思っていた言葉を、勇気を出して口にしてみた。

「心があるとかないとか関係なく、モノを大事するレオールのこと……私は嫌いじゃないよ」

　少し緊張しながらそっと顔を上げてみる。

　いつも不機嫌で暗くて怖くて、その上近寄りがたいほどの美貌で冷たい物言いだけど、なぜかラフィには、レオールがそれほど悪い人には思えない。

　それと、とラフィはレオールの瞳を仰ぎ見た。

「出来ればでいいんだけどね」

　控ひかえ目にお願いしてみる。即座に断られるかもしれないけれど──。

「名前で呼んでほしいの。私はラファエリア。ラフィって呼んでもらえると嬉しい……かな」

　嫌な顔をされるだろうか。それとも下らないと叱しかられるだろうか。なんだかとんでもないお願いをしてしまったような気がして、ラフィは思わず顔を伏せていた。

　しばらくしてレオールは静かに口を開く。

「ラフィ」

　穏やかで柔らかい声色に、ラフィは驚いて顔を上げる。そこには、初めて真っ直ぐにラフィを見つめているレオールの瞳があった。

「約束しろ、必ず小瓶の刻を戻すと。そのときにすべてを語ろう」

　神が造った最高傑けつ作さくのように美び麗れいなその横顔からは、言葉以上のことは伝わってこない。

　それでも彼が約束を違たがえる人には思えなかった。

　刻を戻せるか不安だし、最終的に小瓶が嫌がることは出来ないとも思った。しかし。

「……分かった。私、諦あきらめないから。どれだけ時間がかかっても必ず、小瓶ちゃんを説得して刻を戻すよ」

　気がついたらそう言っていた。ミケに言わせれば、これぞ安請うけ合いの骨頂である。しかし今のラフィには、それ以外の返事をすることなど出来なかった。

「だから」

　自分の名を呼んでくれたレオール。彼の望みを、今はどうしても叶えたい。

「大丈夫、私に任せて！」
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『ちゅうーことはやな』

　バルコニーでは、小こ瓶びんがラフィの話をまとめようとしている。

『俺おれが刻ときを戻もどす、レオールは事情を話す。あんたの謎なぞは全部解けてめでたしってわけや』

『うん。だから小瓶ちゃんには、是ぜ非ひとも刻を戻させて欲しいんだけど』

　頼たのみ込んでみるが、相あい変かわらず小瓶の反応は悪い。ふとその小瓶が声こわ色いろを変えて聞いてきた。

『……あんた、レオールのこと好きなんか？』

『え!?　いや、その。別に嫌きらいじゃないよ』

　急に何を言い出すのか、ラフィはドキドキしてしまう。本当は嫌いではないという以上の想いが生まれつつあるのだが、それをなんと呼べばいいのか分からない。

（好きっていうか……レオールのこともっと知りたいって思うだけだもん）

　そんな複雑な心境を見み透すかしたような小瓶の質問に、ラフィの心臓は高鳴っていた。

　しかし小瓶はそれ以上突っ込まず、ただ面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らすと、

『ふーん。じゃあやめとき。それやったら刻を戻すんはよぅないで』

　とだけ言った。

『でも！　そのレオールが刻を戻すように望んでいるんだよ？』

『だから！　あいつには理由があるんや』

『じゃあ！　その理由を教えてよ』

『……言えへん。それはレオールから聞きや』

『もぅ！　だから小瓶ちゃんが刻を戻せば教えてくれるんだって』

　これでは堂々巡めぐりである。泥どろ沼ぬま化かしそうな展開に、ラフィはがっくりと肩を落とす。

『ともかく俺は嫌いややからな。大体、なんでさりげなぁく刻を戻さなあかんような雰ふん囲い気きに持っていっとんねん。その前にト・カ・ゲちゃうんか？』

『……う』

　痛いところを突いてくる。小瓶の望みである兄との再会。その場所のヒントであるトカゲの横という暗号は、未いまだに解けていない。

『そうだよね。小瓶ちゃんと約束、したもんね……』

『当たり前や。それから小瓶ちゃんて、呼ぶな』

　いつもならばそのあとは、ラフィがなんとか機嫌を取って会話を続けようと頑がん張ばるのだが。

『……』

　ラフィは夜空に浮かぶ細長い月を見上げて大きなため息をついた。すると。

『なんやねん。えらい元気ないやんか』

　向こうから話を振ふってきた。それは小瓶と出会ってから初めてのことだ。

　その反応に驚おどろきつつも、ラフィは少し考えてから素直に自分の心情を話し始める。

『私ね、今まで修復士という仕事について深く考えたことなかったんだ』

『今まで一度も？　アホやな、お前』

　呆あきれた声の小瓶に、ラフィは頰ほおを膨ふくらませる。

『考えたことないっていうか……よく分からなかったっていうか。モノと話せるっていう自分の力がなんなのか、ただそれを知りたくて……。だから偶然〝修復士〟という名前を図書館で見つけて嬉しかった。調べてみたら持ってる力も出来ることも近いから、自分は修復士なんだって思い込もうとして』

『ふんふん』

『だから私は、誰だれかに〝あなたは修復士だ〟って認められたらそれでよかったの』

『それでええやん。一応、誰もが認めてるで。半人前やけどな』

　ラフィは弱々しく微笑ほほえみ返した。小瓶の言葉は素直に嬉うれしい。この城で出会ったモノ達も、一様に修復士の復活を歓かん迎げいしてくれていた。

　だからこそ心には澱おりのような不安が溜たまっていく。ラフィは頰杖をつきながら「でもさ」と夜の庭園へと視線を向けた。

『修復士って、本当はこの世にいちゃいけない存在なんじゃないかな』

『なんや急に』

『ん……この国に来るまで気にもしなかったんだけど、修復士って二百年以上もいなかったわけでしょう』

『それがどないやねん？　長い間おらんで久々にあんたが生まれた。それでええやん』

『うん、私も最初はそう思ってたんだ。けど最近、なんだか嫌な予感がするの。神しん殿でんの扉とびらのおじいちゃんが言っていたように過去の修復士は何かとんでもない魔ま法ほうを使っちゃって、それでルネス神の怒いかりを買った。おじいちゃんはルネス神に許されて、私が修復士として生まれたって言ってくれたけど、本当はまだ罰ばつが続いているんじゃないかな。で、何かの手違いで私が修復士として生まれちゃったとか』

『手違いって……神様がかぁ？』

　その点はラフィも納なつ得とく出来ないところである。

（でも小瓶ちゃんだって、いつも私を困らせるようなことばっかり言って、わざと魔法を使わせないようにしている気がする）

　それは小瓶と毎日会話を重ねていくことによって得た、確信に近い感触だった。

『……私、この国に。ううん、この世界にいていいのかな』

　ずっと言い出せずにいた本音を、ラフィはぽつりとこぼしてしまう。

『私ね。チェブロッテに越して来るまでは、モノの声が聴けることでずっと村のみんなから気持ち悪がられて、いじめられてきたんだ。だから思い込もうとしてたの。自分の力は絶対に、世界を幸せにするためにあるんだって。でも……その思い込みが、修復士の真実を見えなくしてるような気がする』

『……』

　黙だまってしまった小瓶に、ラフィは「あーあ」と大おお袈げ裟さにため息をついてみせた。これ以上深刻な空気になるのが嫌で、出来るだけ明るい声で結論づける。

『というわけで。レオールと約束しちゃったものの、本当はどうしたらいいのか、自分でもよく分かんなくなってきたってわけ』

　小瓶がため息をつくのが分かった。

『……はは。しゃーないな。明日、コノルトの丘に行き。そこで全部、終わらせてしまいや』

『え？』

　それは突然の打開だった。しかし小瓶はそれ以上詳くわしく語るつもりはないらしく、不ふ機き嫌げんそうに口をつぐんでしまう。トカゲもとい兄のことはもういいのだろうか。

　胸に湧わき上がる質問をぐっと抑おさえた。ここで臍へそを曲げられたら元の木もく阿あ弥みだ。

『……分かった、コノルトの丘だね。小瓶ちゃん、ありがとう』

　小瓶ちゃんゆーな、と照れたような小さな声が返ってきた。

『そこ行って俺なんて捨ててしもたらええねん』

『!?　何言ってるの』

『なぁラフィ。もうレオールとかどうでもええやんか。この俺さえおらんかったら依い頼らいもおじゃんやろ？　あの男、諦あきらめたら用なしやゆうたんやから、小瓶なくしてもうたぁってなったら許してもらえるんとちゃう？』

　初めて小瓶が名前を呼んでくれた。しかしそれよりも驚いたのは、小瓶がすべての事情を知っているかのような口振りである。

『ええか？　これは警告や。これ以上あいつらに関わるとあんた、泣きみるで？』

『あいつらってレオールとキルザスのこと？』

『ちゃうわ。あんな陰いん険けん眼鏡めがねどうでもええ。大事なんはレオールと魔女や。あいつらには気ィつけや』

『レオールと魔女!?　それって』

　驚くラフィに、小瓶が舌打ちをする。

『あー、俺としたことがしゃべり過ぎたわ。つか、あんたは早はようチェブロッテに帰って修復士としてモノのために人生を捧ささげたらええねん。悪いことは言わん。俺なんか捨ててしまい？』

　小瓶の言葉に、ラフィの胸がカッと熱くなった。それは怒りにも似た感情だ。

『捨てるなんてこと、出来るわけないでしょっ』

　小瓶が言いかけた言葉も気になるが、それ以上にモノを捨てるなんて出来るわけがない。

　いくら謎が解けないからといって、そんな幕の引き方なんて絶対に認められない。

『そこまで刻を戻すのがイヤなら、この依頼をおりるよ。レオールには、戻せなかったって言うから。きっと許してくれるよ。大丈夫、私に任せて』

『……あいつが刻を戻そうとするのは、それなりの訳があるんやて』

『だったらなおさら!!』

　早く戻してあげて、とラフィが言う前に小瓶は静かに言い返す。

『俺が刻を戻したらあの男の人生は大きく変わる。本人はそれを強く望んどるけどな、俺にはそれがどうしてもあいつの幸せとは思えへんのや』

『……だから刻を戻さなかったの？』

『まさか。そこまでええ性格ちゃうっちゅーねん。もちろん俺にも野望があって、だから魔女に協力したったんや。おかげで俺の望みは叶かなったし、もう用事はないねん。魔女は怒おこるやろうけどな、その方が世界のためや』

『魔女が怒る？　それに小瓶ちゃんの望みって？』

　小瓶の言葉にラフィは眉根を寄せる。新たな事実が知らされるたびに、また謎は深まっていく。どこまで続くか分からない解決の糸を、ラフィは慎しん重ちようにたぐり寄せようとするが。

『けっ、なんでそんなことあんたに言わなあかんねん』

『えぇ!?』

　ここまで来て、小瓶のいつもの意地悪が出るとは──。

『ちゅーわけでや。もうこれ以上、首突っ込まんとき』

『そんな』

『その無む駄だに真面目な性格、嫌いやないけどな。ザロやったっけ？　あの石ころもえらい心配しとるで？』

『ザロが？』

『せや。だからな、早う俺をどっかに捨ててしまいーな』

『だから簡単に捨てろとか言わないで……！』

『ちゃうねんて。人間と違ちごうてモノにとっては、捨てられるとか一生を終えるとか、そんなん全然悲ひ壮そうなことやないねん』

『だけど！　せっかく仲良くなれた……かどうかは微び妙みようだけど。でも、こうして出会って話し合ってきたのに捨てろだなんて』

『そうせなラフィが傷つくねんて』

『もうとっくに傷ついてるよ！　いい？　人間には絆きずなとか思い出ってものがあって、それは一方的に切れるもんじゃないの。そういう気持ちなんて、モノには簡単に分からないよ。小瓶ちゃんのバカ！』

　小瓶を机に置いたままバルコニーを出て行こうと窓を開ける。その向こうにザロが立っていた。

「！」

　勢いだけでとんでもないことを言ってしまったが、ザロに聞かれてしまっただろうか。

　モノとの会話は、通常の人間には聞こえない。だがザロやミケはモノである以上、その会話は耳に届く。

　人の気持ちはモノには分からない──その言葉は、人間になろうとしている彼の心を傷つけたに違いなかった。ラフィは一刻も早く誤解を解きたくて、立ち尽つくすザロに駆かけ寄った。

「ごめんザロ！　今の言葉は違うの。全然本気じゃなくて……っ!?」

　突然、ラフィはぐっと抱だきしめられる。いつもは年の近い弟のようだと思っていたが、こうして抱きしめられるとラフィよりも少しだけ背が高い。

　しかしそれは、まるで子供が母親に甘えるような無む垢くな抱きしめ方だった。

「ザロ？　どうしたの」

　戸と惑まどいながら、ラフィはザロの顔を見ようと身体からだをよじってみる。しかしそれはザロの強い腕の力が許さなかった。

「ラフィ」

　ザロの小さな、しかし確かな声がラフィの耳元で響ひびく。ラフィは少し考えてから、そっとザロの背中を抱きしめてみた。旅を始めてからいろんなことがあって、ザロなりに色々と不安なのかもしれない。

「ザロ、大丈夫だから。私、早く小瓶の刻を戻せるように頑張るね。レオールの依頼が終わって全部仕事が片づいたら、あの家に一緒に帰ろう。ね？」

　優しく語りかけると、ザロは黙って指先に力を込めた。そして彼にしては珍しく、

「ラフィ、僕ぼくは」

　と静かに口を開く。

　日頃ほとんど言葉を発しない分、ザロのそれには確かな重みと誠実さが宿っていた。

「僕はラフィを悲しませる存在を許さない」

　真意は分からないが、強い想いで告げられるとラフィは何も言えなくなってしまう。

　ザロの肩越しに夜空が見える。闇やみ夜よを照らす月はあまりにも細くて頼たよりなく、ラフィはまるで自分の姿を見ているような気持ちになっていた。
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「コノルトの丘？」

　ミケが、朝食の色鮮あざやかなフルーツサラダを頰張りながら聞き返した。

「うん。今日はそこに行きたいの。二人もついてきてくれる？」

　ラフィの言葉にミケもザロもしっかりと頷うなずいてくれる。ひとりではなんだか不安だった。その場所に何があるのか分からないが、小瓶はそこですべてを終わらせろと言ったのだ。

　外はとても気持ちの良い天気で、見上げるほどの大きな窓からは暖かい日差しと共に爽さわやかな風が舞い込んでくる。

　目の前には、相変わらず可か憐れんで豪ごう華かな食事が所ところ狭せましと並んでいた。極めて薄うすく繊せん細さいに削けずり出された雪せつ花か石せつ膏こうの器には様々な果物が盛られ、銀の平皿には軽めの肉料理が並べられている。

　昨日きのうの夕食には顔を出さなかったザロも、朝食にはミケの隣となりに並んで大人しく座っていた。

「そう言えばザロってさ、いつもどこ行ってるの？」

「……捜さがし物」

　問いとは微妙に違う答えだが、それでも返ってきただけましである。ミケがちらりと隣のザロへと視線を投げた。

「で、見つかったのか？」

「ん」

　ミケの方を見ることなく、均一にかつ隙すき間まなく焼きたてのパンにバターを塗ぬりながらザロが短く頷いた。ミケはたちまち笑顔になる。

「そっか！　じゃあだいぶん、謎は解けてきたんだな」

　ザロは無言のまま、今度はバターを塗り終わったパンを端はしから慎重に齧かじり出した。

「なによ二人でコソコソと。私にもその謎、教えてよ」

　不満げに頰を膨らませるが、ミケは「ザロに聞けよ」と肩をすくめてみせ、当然ながらザロは何も教えてはくれない。

「まぁ、いいけど。二人とも、危ないことだけはしないでよ？」

「しない」

　急にそれだけをきっぱりと言い切るザロ。

（……逆に噓うそくさい……）

　昨日のザロを思い出してラフィはにわかに不安になるが、しばらく迷った末に彼を信じることにする。

（まぁザロのことだし、大丈夫だよね）

　そう言い聞かせて、一気に紅茶を飲み干した。家のお茶と違って、とても優しくて繊細な香りがする。これが上質、という味だろうか。

「それでもレオールのお茶はまた、全然違うんだなぁ」

　あれからレオールとは会っていない。

　小瓶の刻を戻すと約束した以上、それ以外の用事で神殿に行くのは気が咎とがめた。

　それでもラフィは純じゆん粋すいに、もう一度会って話がしたかった。

　レオールをもっとよく知りたいと思う。そして彼の、抱かかえている孤こ独どくと苦く悩のうを少しでも和やわらげたい。

　自分がなんとかしたいというのもおこがましいが……つまりは、放っておけないのだ。

（レオールにとっては迷めい惑わくなお節せつ介かいでしかないんだろうけど）

　一体なぜ、レオールが人間にだけ心を閉ざすのか皆かい目もく見当もつかないのだが。

（せめて、ちょっとだけでも笑ってくれたらなぁ）

　そのためにもやはり重要なのは小瓶だ。彼は刻を戻せばすべてを話すと言ってくれたのだから。

　意を決してラフィは大きく頷いた。

「ご馳ち走そう様。さぁ、どうなるか分かんないけど！　今日こそは小瓶ちゃんの刻を戻すわよっ」

　自分を奮い立たせるように勢いよく立ち上がってみせる。ミケも合わせて、元気に拳こぶしを振り上げてくれた。

「おぅ！　んで、さっさとチェブロッテに帰ろうぜ。ここのパンも美お味いしいけどチエリんとこの貧びん乏ぼうくせぇパンが懐なつかしいもんな」

「貧乏くさいって……せめて素そ朴ぼくって言いなさいよね」

　食事の後、簡単に身み支じ度たくを済ませたラフィ達はさっそくコノルトの丘を目指すことにする。

「コノルトは城の北側にある丘の名です。ここからはそんなに遠くないですが、一度城を出られて城じよう壁へき沿いに目指された方が、迷わなくて済むかと」

　不思議そうな顔をしながらも、若い衛兵は親切に教えてくれた。

「そうですよね、ありがとうございます」

　ラフィは丁てい寧ねいに頭を下げると、一同は城の出口へと向かう。

「つーか俺、いいこと思いついた。先にコノルトの丘まで走って行ってくる！　だから俺が一番乗りで、ぶっちぎり優勝だかんなっ」

　止める間もなく、ミケは城壁沿いを弾だん丸がんのように走って行ってしまった。

「あーあ、またいつものクセが出たか」

　呆れ顔のラフィは、ミケとは対照的に後ろから静かについてきているザロへと視線を向ける。

「……」

　相変わらずザロは黙って何かを考えていた。




　コノルトの丘は、城の正門から城壁をぐるりと反対側へとまわった場所にあった。眼下には、緑が深く輝いているような美しい森が広がっている。

　高台から下をのぞき込むと、足がすくむほど恐ろしい高さだった。

「スゲー絶景だな、ここ！　でも俺らの家の丘からは海が見えるから、俺の勝ちだけどなっ」

　一足先にコノルトの丘へと辿たどり着いていたミケは、上機嫌で周囲を見渡している。

　彼は自他共に認める負けず嫌いだが、残念ながら背丈は十五歳の少年の平均値をそれほど上回っているわけではない。それがミケの憧あこがれである『ファルティマ戦記』のライザネン将軍と異なるらしく、日頃から何かと身長のことを悔くやしがっているのだ。そんな彼にとってたくさんの者を見下ろせる丘の上は、それだけで気分の良い場所なのである。

　はしゃぐミケに「落ちないでよ」と声をかけながら、ラフィは改めて周囲を見た。

　それほど大きな丘ではない。柔やわらかな芝しば生ふに覆おおわれた先端の部分などは、人が二人も立てばいっぱいになってしまうほどの狭せまさだった。時折、森の香りのするおおらかな風が丘へと吹き上がり、そのまま天空へと吸い込まれていく。

　フローレツィア城の正門は南に位置しているため、その真逆である北側の丘は、日中でも驚くほどひっそりと静まりかえっていた。

　小瓶は確か、ここですべてを終わらせろと言っていたはずだ。

（でも小瓶ちゃん、刻を戻すことはレオールの幸せにはならないって言ってたよね。それよりも自分を捨てろって……）

　もちろん、ラフィには捨てる気などまったくない。とにかく改めて問いかけてみようと小瓶の箱が入っている鞄かばんを探さぐった。

（あれ、小瓶の箱がない？）

　そんなはずはない。

　いくら片づけが不得意なラフィでも、あの小瓶だけはレオールからの預かり物としていつも大切に保管していたし、今け朝さだって、鞄の中に入れてあるのを確認したばかりである。

　焦あせったラフィは鞄の底まで手を伸ばし、中の荷物を確認していく。

　チエリにもらった髪かみ留どめやお気に入りのタオル。良い香りのする紙石せつ鹼けんの隣には、いつ入れたか覚えていないアメが数個。虫除よけの薬草に、何かに役立つだろうと持参した縄なわと麻あさ袋ぶくろとマッチ箱。羽根のついたペンと小さなノート……その他、色々な物が雑然と入れられている。

　しかしどれだけ探しても、小瓶の入ったお手製の箱は見つからなかった。

「……ひょっとして部屋に置いてきた？」

　鞄の中に顔を突っ込んで探していると、どこかで聞いた不機嫌な声が降りてきた。

「お前は一体、何をしているのだ？」

「レ、レオール!?」

　見上げれば、フードも被かぶらず顔も隠かくしていないレオールが立っている。城の者に見つかってもいいのだろうか。

「神殿からこの場所へは、王族しか通れぬ回かい廊ろうが通じているからな」

　ラフィの疑問をくみ取ったかのように、レオールは神殿を指さした。

　敷しき地ちが巨大すぎて気づかなかったが、確かに城の北側からは神殿が間近に見えている。どうりで人ひと気けが少ないわけだ。

「じゃあここも、神殿と同じように立入禁止の区域なんだ」

　コノルトの丘への道を聞いたときに見張りの兵が随ずい分ぶんと不思議そうな顔をしていたが、やっとその理由が分かった。

「でもどうしてここへ？」

　ラフィの質問に、今度はレオールの方が眉まゆ根ねを寄せる。

「コノルトの丘へ来いと言ったのは、ラフィの方であろう。今朝、そのようにキルザスから聞いたのだが」

「え？」

　いくらラフィが庶しよ民みん感覚の礼れい儀ぎ知らず娘むすめだとしても、さすがに国王を呼びつけるほど無神経ではない。すぐには答えようもなく、ラフィは黙ってレオールを仰あおぎ見た。

「小瓶の刻を戻せるようになったかと思って来たのだが……違うのか」

　彼の紫むらさきの瞳ひとみが、ふと細められる。

「！」

　そこでラフィは自分が今、小瓶を持っていないことを思い出す。これは修復士として、いや小瓶を任まかされた人間として最悪の失態だ。

「い、いや。それはその……」

　さすがに小瓶がないとは言い出せなかった。怪け訝げんな顔のレオールを前に、なんとか笑いで取り繕つくろおうとする。そんなラフィの耳元で──。

「あとは任せて」

　ふいにザロがつぶやく。その場の空気を切り裂さくような鋭さを持った声色に、ラフィは思わず振り返る。

「!?」

　驚きのあまり、声が出なかった。いつの間にかすぐ後ろに立っていたザロは、ラフィが持っていたはずの小瓶を手にしている。

　彼は静かにレオールの名を呼び、視線を合わせると丘の先せん端たんへと歩みを進めた。

「ザロ？」

　何が起ころうとしているのか予測出来ないまま、ラフィは呆ぼう然ぜんとザロを目で追う。やがて丘の先端に立ったザロはゆっくりと振り返り、鋭するどい眼差しでレオールを睨にらむ。そしてラフィへと視線を移し、何かをつぶやいて安心させるように軽く頷いた。

　え、とラフィが聞き返そうとした。刹せつ那な。

　ザロは突然、手にした小瓶を高く、高く持ち上げた。

「小瓶が望んだことだから」

　張りつめたラフィとは対照的に、とても落ち着いた声でザロがつぶやく。

　まさか小瓶がすべてを終わらせろと言っていたことを、ラフィの代わりに行おうとしているのだろうか。

「う、噓でしょ……！」

　頭で理解するよりも先に、ラフィの背筋が凍こおりついた。止める間もなく。

　ザロの手にした小瓶は──。

　丘の上から、あっけなく投げ落とされた。

「いやぁぁぁっ」
















　その場にラフィの絶ぜつ叫きようが響く。レオールも愕がく然ぜんと目を見開いている。

「落ち着けってラフィ。死ぬ気かよ!?」

　ミケの言葉で、ラフィは自分が小瓶を追って飛び降りようとしていることに気がついた。

「だって！　だって小瓶ちゃんがっ……！」

　必死で止めるミケの腕うでを振り払って前に進もうとしたラフィは、さらに大きな力で抱きしめられる。レオールだった。

「ラフィ、大丈夫。あれは偽にせ物ものだ」

　落ち着かせるようにゆっくりと、低く穏やかな声でレオールはラフィに言い聞かせる。そしてラフィの肩を抱いた指先に力を込めた。

　噓だ、とラフィは強く目を閉じる。

「なぜ、偽物だと分かる？」

　ふいにザロがレオールに詰つめ寄った。混乱した思考のまま、ラフィはただ呆然と成り行きを見守る。ザロの言葉は質問というよりも、もっと攻こう撃げき的てきで追い込むような口調だった。

「答えろ」

　沈ちん黙もくはさらに続いた。抱きしめられたままのラフィは、腕の中からそっとレオールの顔を見上げる。彼は今、激しい迷めい執しゆうの中にいた。それを感じてラフィは強く唇くちびるを嚙かむ。わけもなく心が痛んだ。理由は分からないけれど、こんなやり方はいけない。彼を苦しめるばかりだ。

　湧き上がる強い意志に動かされて、ラフィはその腕を振り払う。

「おい、ラフィ何してんだよっ」

「ラフィ」

　ミケとレオールの声が重なるように降ってくる。それでもラフィはなりふり構わず、崖がけを下りようとしていた。

「私、小瓶ちゃんを捜してくるから」

「捜すって、おい」

　丘の下は奈な落らくの底である。ラフィに下りられるはずがない。

「馬ば鹿かな真似はよせ」

「だって！　小瓶ちゃんがっ」

「言ったはずだ、あれは偽物だと」

　レオールの言葉に、ラフィは首を強く横に振ってみせた。

「貴き様さま、ザロと言ったな。早く本物を出してラフィに見せろ。でないとお前達の大切な修復士は、馬鹿正直にこの崖を下りるつもりだぞ」

　しかしザロの代わりにミケが素早く言い返す。

「お前こそ、ザロの言うとおりさっさと本当のことを話しやがれ！　ラフィは頭が悪いうえに、ものすごく頑固なんだからな！　このままじゃ本当に飛び下りるぞ。それ以外方法はないっ」

　馬鹿だの頭が悪いだの好き勝手言われているような気がするが、それでも両者ともがラフィの知らないところで何かを争っていることはわかる。そして、先に降参したのはレオールの方らしかった。

「……分かった、話そう」

　だからまず、と諦めたようにザロへと視線を戻す。

「早く本物を見せて、ラフィを安心させてやれ」

　ザロは深く頷くと、ポケットの中から見覚えのある小箱を取り出した。

「こ、小瓶ちゃん！」

　慌あわてて駆け寄ると、途と端たんに聞き覚えのある声が心に響いた。

『じゃーん！　どや、驚いたやろう？』

　その小こ憎にくたらしい言い方さえも懐かしくて泣きそうになる。

『こんな俺でも、いなくなる思うたら悲しかったんちゃうん？』

『当たり前だよ、バカ』

『まぁ、驚かせて悪かったわ。あれからな、俺もちょっとは反省してん』

『あれからって？』

『ほら、あんたが〝人間の気持ちなんて、モノには簡単に分からない〟って怒ったときや』

　だからな、と小瓶は少し照れたように咳せき払ばらいをした。

『ザロに説得されて決めてん。俺に出来るんはあんたに真実を全部、しかるべき人間から伝えさせることやって。せやからな、あとは任せた。人間のことは人間同士で解決しぃや。この男の今後を決めるんは、あんたでええ。あんたが刻を戻すって決めたなら、俺はそれに従うで』

　刻を戻す、あっさりとその許可が下りた。しかしここで素直に喜ぶには謎が多すぎる。

『ねぇ、それってどういう』

　小瓶に問いかけようとしたラフィの心を、ふいに別の人間の感情が大きく乱した。

「小瓶と修復士を盾たてに使うとは……考えたものだ」

　レオールの沈ちん痛つうな声で、ラフィは現実に引き戻される。見れば無言のザロに彼が詰め寄り、それをミケが庇かばうようにして立ちふさがっていた。

「うるさい。さっさと本当のことを話せ！」

「愚おろかな。ラフィが真実を知ったところで何が変わる？　彼女を苦しめるだけだ」

　ザロは沈黙を守ったまま、それでも力強く首を振って否定する。ミケが代わりに口を開いた。

「それでも俺達は、ラフィが何も知らずに利用されるのは我が慢まん出来ないんだ！　お前が魔女と一緒になって小瓶にどんな細工をしたのか知らないけどな、小瓶はモノだ。そしてモノである以上、その運命を決めるのは修復士であるラフィなんだぜ」

　一体、何がどうなっているのだろう。

　打ちのめされた気持ちのまま、ラフィはひとり、何がなんだか分からずにいた。

「ラフィは優秀な助手を持ったな。まさかこんな方法で私に口を割らせようとは」

　降参だとでも言うように、レオールは両手を大きく広げてみせた。

「いいだろう、私の何が知りたい？」

「まずは本当の名前を」

　ザロが短く促うながした。レオールは諦めたように静かに瞳を伏ふせる。そして。

「私の名はハッシュ・クレイソス・ウル・レツィア」

　コノルトの丘を背に、レオールがゆっくりと言い放った。その堂々とした彼の言葉に合わせるように、森から大きな風が吹き抜けていく。

「ハッシュ……」

　聞き覚えのある響きが、ラフィの脳のう裏りをよぎる。それは肖像画の額がく縁ぶちにあった王の名前だった。二百年前にフローレツィアの厄災から国を救った名君ハッシュ王。

　肖像画のハッシュ王と同じレオールの美しい漆しつ黒こくの髪が、風に流れていく。

　彼はザロの方を向くと静かに目を細めた。

「そうだ、お前の推理は正しい。私は二百年もの間、神殿に身をひそませながら不老不死として生きてきたのだ。そしてずっと修復士を探し続けてきた。この呪のろわれた私の、たったひとつの望みを叶えてもらうために」

　彼の透き通るような紫の瞳が、今度はラフィを捉えた。ラフィの胸に突とつ如じよ、不吉な予感が駆け抜ける。出来れば視線を逸そらしたかったが、なぜかまったく動けない。

「……望みって？」

　問い返す声がかすれる。本当は聞きたくないと、本能が告げていた。

　レオールの表情に、ふいに優しさがにじんだ。

「！」

　それは今まで見たこともないような、穏やかで包み込むような瞳。

　彼の唇が緩ゆるやかに動き「ラフィ」と愛いとおしそうに名を呼ぶ。まるで、愛を告白するかのように──。




「私を殺してくれ」
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「ラフィ、私を殺してくれ」

　耳に届いた言葉を、ラフィはにわかに理解することが出来なかった。

　それは異国の呪じゆ文もんのように、身体からだ中を駆かけ巡めぐって息を苦しくさせる。

　ひどい、と強く思った。なぜレオールはそんなひどいことを言うのだろう。自分はただの半人前の修復士だ。モノと語らい、その刻ときを戻もどすことしか出来ないのに。

「本当は何も知らないままで小こ瓶びんの刻を戻して欲しかったが」

　ショックを受けているラフィに、レオールは心を痛めているようだった。

「それはラフィの助手達が許さぬようだ。仕方ない、真実を話そう」

　そう言って、不老不死の王はみなに背を向けて丘に立つ。再び森から大きな風が吹き上がり、彼の見事な黒くろ髪かみを舞い上がらせた。

「私の父親はレウル王という名でこの国を治おさめていた。だが、当時大臣だった私の叔お父じサミュの反乱にあって命を奪うばわれたのだ。王位第一継けい承しよう者しやだった私はサミュの手によって塔とうに幽ゆう閉へいされ、その間にフローレツィア王国は他国からの侵しん略りやくを立て続けに受けることになる。それが後にフローレツィアの厄やく災さいと呼ばれることになる時代の幕開けだった」

　口調こそ静かだが、レオールの言葉には実際に歴史を越えてきた者特有の重量感があった。彼の短い説明の中に秘められた苦心惨さん憺たんたる心情を感じて、ラフィは顔を伏ふせる。

「王国はあっけなく崩ほう壊かいしていった。サミュは王位に就つくことを最終目的としていたような男で、それまでは手段を選ばず知恵を絞しぼり尽つくしたが、内部の反勢力を抑おさえて他国の侵入を防ぐ器量までは持ち合わせていなかったらしい。やがて自国の最さい期ごを悟さとったサミュは、幽閉した私のもとへ毒を手にやって来た。道連れとして殺すためにな」

「殺すって……!?」

　顔を上げて驚おどろくラフィに、レオールは振ふり返って皮肉な笑みを向けた。

「なにも驚くことではない。幽閉されたときから覚かく悟ごは出来ていたし、今さら生き延びて他国の傀かい儡らいになるよりましだと思った。だから私は躊躇ためらわずその毒を飲んだのだ」

　そこで初めて、流りゆう暢ちようだったレオールの言葉がかすかによどんだ。

「私はそのまま死ぬはずだった。しかしこの国に昔から住んでいる魔女の手によって、私だけが無理矢理に命を救われ不老の身体を得てしまった。それからずっと、この国で無ぶ様ざまに生き延びている」

　目の前にいるレオールこそがフローレツィアを救った英えい雄ゆうハッシュ王であることには間違いない。しかし当の本人は、そのことを誇ほこりだと思っていないようだった。

「私は最初から、永遠に続く人生など望んでいなかった。だから母国存亡の危機を脱だつし、フローレツィア王国が安定してきた頃を見み計はからって魔女に頼たのんだのだ。不老の魔法を解くようにな。しかし返ってきた言葉は不可だ。魔女は『お前の不老不死は小瓶に封ふうじ込め、その小瓶には何があっても壊こわれないように結界を張った。お前が不老不死を終わらせる方法はただひとつ。修復士を見つけ出すことだ』と言ったのだ」

「でも……そんなの……修復士なんかの力じゃ……」

　無理だ。魔女の魔法を解く方法なんて、今のラフィには想像も出来ない。

「そうではない」

　レオールは、ラフィの手の中にある小瓶に視線を落とす。

「？」

「魔女はわざと、私にかけた不老不死の魔法を小瓶というモノに封じた」

「小瓶というモノ……」

「そうだ。小瓶は決して壊れず、私の不老不死は解けることがない。しかし修復士の力で、魔女が結界を張る前まで小瓶の刻を戻せばどうなる？」

「！」

　言葉にするまでもなかった。ただの小瓶だった頃まで刻を戻せば、結界を解かずともレオールの不老不死は終わる。

「でも……そんなことをしたら今のレオールはどうなるの？」

　胸を締しめつける恐怖と戦いながら、ラフィは必死に口を開く。修復士として、そしてレオールを助けたいと願うひとりの人間として、その答えから逃にげるわけにはいかなかった。

「我が肉体は滅ほろび、魂たましいは自由に解き放たれる」

「！」

　あまりのことに両手で口を覆おおう。予期していたとはいえ、実際にレオールの口から聞かされた真実は、ラフィを激しく打ちのめした。

（そんな……そんなことって……っ）

　修復士が王を殺す──石いし臼うす職人の親方に言われた言葉が、ラフィの胸に突き刺ささる。やはりあれは、ただの世よ迷まい言ごとなどではなかったのだ。

　知らされた残ざん酷こくな真相に、ラフィはただ呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

「修復士はなぜ、命を落とした？」

　今までずっと黙もくしていたザロがふいに口を開く。ミケも大きく頷うなずいた。

「そうだ、扉とびらのじっちゃんが言ってたぞ。二百年前の修復士は、ルネス神の咎とがを受けて命を落としたって。それって、お前が関係してんじゃねぇのか!?」

　はっと胸を突かれて、ラフィはミケの方を見た。そこには燃え上がるような紅あかい瞳ひとみで、王を睨にらみつけている姿があった。ミケだけではない。ザロもまた、見たことのないような険けわしい表情を浮かべている。

（私が気づかないところで、二人ともこんなに心配していてくれたなんて……）

　ミケもザロも、それぞれ気楽に城での生活を満まん喫きつしているだけだと思っていた。自分の方こそ彼らを見守り、人として色々なことを教えてあげているつもりでいたのに──。

「正直に話してもらうぞ。俺おれ達は絶対に！　絶対に、ラフィを危険な目に遭あわせるわけにはいかねぇんだからなっ」

　丘全体に響ひびき渡るミケの声に、ラフィの目め頭がしらが熱くなる。

　レオールは大きく頷くと、

「二百年前、死から蘇よみがえった私を見届けた修復士は──ここ」

　ゆっくりとラフィ達から背を向けて丘の先端へと歩み出した。

「コノルトの丘の上から自みずから飛び降りた」

「！」

　彼が今、どんな表情をしているのかは分からない。ラフィはその背中をじっと見つめる。

「魔女が言うには〝禁きん忌きを犯おかした責任を取った〟のだと」

「禁忌ってなんだよ？」

　ミケの問いかけにレオールは一度こちらを振り返り、それから空へと視線を投げた。そして、ある一節をそらんじ始める。





　世界の創造者　最高神ルネスは

　選ばれし人間にだけ　特別な力を授けた

　ある者は老いを止め　ある者は刻を戻す

　ある者は病を治し　ある者は予言する。

　けれども──。

　どれほど力を極めても

　決して死人だけは蘇らせてはならない。

　それはルネス神が

　厳しく禁じた行為だからである。






「……！」

　ラフィにも聞き覚えがあった。この世界の成り立ちとルネス神の言葉を綴つづった書物の一節だ。

「じゃあその修復士は、お前を生き返らせたことによってルネス神から咎を受け、命を落としたって言うんだな！」

　ミケの厳しい追及に、レオールは「そうだ」と表情を曇くもらせる。

「でもどうやって？」

　ラフィの胸に新たな疑問が湧わき上がる。いくら自分よりも優秀だった修復士とはいえ、そんなことが可能なのだろうか。

「分からない。修復士からは何も聞けぬまま、すべてが消えた。私の目の前でな」

　レオールは辛つらそうに眉まゆ根ねを寄せる。その質問の答えは、きっと彼の方がずっと知りたいに違いない。修復士を失ったあとのレオールの苦く悩のうと孤こ独どくを思って、ラフィは唇くちびるを嚙かんだ。

（なんて辛い運命なんだろう……）

　だがこれだけは言える、とレオールは深い思いを吹っ切るかのように顔を上げる。

「ラフィは死人を蘇らせるわけではない。小瓶の刻を戻すだけなら、修復士として何の罪にも問われないと、魔女もはっきりと言い切った」

　だからレオールは多くを語らなかったのだ。

　何も知らないラフィが、悩なやまずに小瓶の刻を戻せるように。

「これが私のすべてだ」

「……」

　今のラフィには、言うべき言葉が見つからなかった。

　自分は、レオールの不死を終結させるために修復士の力を使うべきなのか。自ら死を望む人間の願いを叶かなえるなど、きっと人として間違っている。けれどレオールの噓うそ偽いつわりない心情を聞いてしまった以上、その願いのすべてを否定することなど出来なかった。

（だって、望まない不老不死ほど辛い生き方がある？）

　二百年前、ハッシュ王の活かつ躍やくでフローレツィア王国は平へい穏おんを取り戻した。しかし、後にどれだけ繁はん栄えいしようとも、それがレオール王の孤独という犠ぎ牲せいの上にしか成り立っていなかったとしたら？

（そんな平和、悲しい……悲し過ぎるよ）

　自分がもしレオールの立場だったら、同じように最後の救いを求めて必死に修復士を探すのではないだろうか……。

　だとすれば自分に出来ることはひとつ。

「関わるな、ラフィ！」

　はっとして顔を上げると、そこにはミケの深しん紅くに燃える強い瞳があった。

「もう分かっただろう？　レオールや魔女は、モノに使うべき修復士の力を変にねじ曲げて利用しようとしてんだ。そんな奴やつらに手を貸したら、ラフィもまたルネス神の怒いかりに触れるかもしれないんだぞ！」

　だから、とミケはラフィの両腕うでを強く摑つかんだ。

「もういいじゃん。このまま俺達だけでチェブロッテに帰ろう」

　ミケのふだん見せたことのない真しん摯しな瞳がラフィの心を揺さぶる。

「でも……私……」

　戸と惑まどうラフィを前にして、レオールはただ黙ってことの成り行きを見守っていた。

「あんたの運命には同情する。でも修復士ってのは本来、モノのために存在するんだ。それ以外の力の使い方はどんな理り屈くつをつけようと全部、邪じや道どうなんだよっ」

　睨みつけるミケの激しい紅の瞳と、その後ろでじっと佇たたずんでいるザロの静かな蒼あおい瞳を交互に見つめてから、ラフィは未いまだに混乱する頭を抱かかえてじっと考え込んだ。

　ミケ達の気持ちは痛いほどよく分かったし、頼たよりない自分をこんなにも心配してくれていることには心から感謝している。

　けれどラフィが修復士として受けた依い頼らいは、ただ小瓶の刻を戻すことである。それも先ほどようやく小瓶から許可を得た。あとは小瓶に口づけをして魔法をかければそれで済む。

　レオールの言う通り、余計なことを考えず戻せばいいのだろうか。依頼主であるレオールが、こんなにも望んでいることなのだから。

（望んでいる……本当に？）

　ラフィの胸にふと疑問が浮かぶ。小瓶も「それがあいつの幸せとは思えない」と言っていた。それは彼の宿命を知ってのことだったのか。今さらになって小瓶の言葉がラフィを迷わせる。

「私……分からないよ、どうしたらいいの？」

　その時だった。ラフィの足下に、王が静かに跪ひざまずき頭こうべを垂たれる。

「頼む、ラフィだけが私を救えるのだ」

「！」

　二百年もの間、この国をひたすら守ってきた偉い大だいなる王がひとりの少女の前にひれ伏している。

「ずっとラフィだけを待ち続けて生きてきた。そんな私をわずかでも憐あわれんでくれるならば」

　立ち尽くすラフィに、レオールは祈いのるように目を閉じた。何度見ても見慣れることのない、類たぐい希まれなる端たん正せいな顔立ち。その長い睫まつ毛げに淡あわい影かげが落ちる。

「小瓶の刻を戻し、私に幸福なる死の安らぎを与えてくれ。この果てなき孤独と虚きよ無むの終しゆう焉えんにあるたったひとつの希望の光は、ラフィ。お前なのだ」

　レオールの言葉のひとつひとつが、まるで見えない光のようにラフィの胸に突き刺さる。安請うけ合いのお人好し──そう言われ続けた自分にとって、それは抗あらがいがたい懇こん願がんだった。

　彼の声は低く穏おだやかだったが、その焼けつくような想いは強く伝わってくる。それでも。

「少し……考えさせて」

　自分の持つ力がレオールの命を奪うという事実。それを簡単に受け入れることが出来ないラフィは、喘あえぐように言い残して足早にコノルトの丘をあとにする。

　それが今の精せい一いつ杯ぱいだった。
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　どれだけ考えても、何ひとつ答えは出ない。

　胸が締めつけられるような哀かなしみと苦しさの中で、ラフィは独り途方に暮れていた。

　時間だけがむなしく過ぎ去り、明るかった太陽はゆっくりと傾かたむいて夕暮れどきを迎むかえ──。

　やがて夜になった。

　独りになって考えたいというラフィの願いを聞いて、ミケもザロも自分の寝しん室しつへと入っている。ラフィも自室に閉じこもったまま、灯あかりもつけずに膝ひざを抱えていた。

　頭の中では、ラフィが知りもしなかった二百年前の出来事が駆け巡めぐる。神の禁忌を犯して生き返ったレオール。それを手助けした魔女。そして罰ばつを受けるため自ら命を絶った修復士。

　暗くら闇やみの中で、ふとラフィは顔を上げた。

（もう一度、コノルトの丘へ行ってみようか）

　そうすれば二百年前の修復士が何を思って身を投げたのか、少しは分かるかもしれない。なぜその修復士は王を蘇らせ、癒いやされぬ悲しみの中で二百年もの孤独へと突き落としたのか。自らの命を賭としてまで──。

　丘に行けば分かるという発想にまるで根こん拠きよはないが、それでもこのまま部屋に籠こもっているよりもましな気がした。

　ラフィはそっと部屋を出ると、昼間の道順を必死に思い出しながら城じよう壁へき沿いに北へと進む。

　やがて見覚えのある景色が現れ、森の香りが迎えてくれた。

　しかし、そこには先客がいた。

「レオール」

　夜の闇に包まれるように静かに丘の上に立っている。柔やわらかに吹き抜ける夜風が、彼の黒髪をなびかせていた。

　レオールはラフィを見るとかすかに目を細め、それから黙って再び視線を丘の下の森へと移す。

　ラフィはその背中に、吸い寄せられるように近寄った。

「ラフィが丘を下りようとしたとき、本当に怖こわかった」

　ふいにレオールが口を開いた。怖い、という言葉はレオールには似合わない感じがする。

　しかし彼は真っ直ぐに森を見下ろしながら、震ふるえるようなため息をついた。

「二度もここで、大切な人を失うのかと」

「！」

　大切な人、その言葉がラフィの胸に響く。思わず顔を上げてレオールを見ると、そこには深い悲しみを湛たたえて煌きらめく紫むらさきの瞳があった。

　それだけでラフィは理解する。

「……レオールはその修復士のことが好きだったのね」

　驚いたように視線を返したレオールは、弱々しく微笑ほほえんでみせた。

「昔の、話だ」

　そう、それは二百年も前のこと。けれど彼は、その間ずっと傷を負おいながら生き続けた。決して癒されない想いと孤独を抱えて──。

「……」

　気がつくと、ラフィの頰ほおを涙なみだが一筋流れていた。

「ラフィ」

「ヤだ……ごめんなさい」

　顔を背そむけて涙を隠かくそうとする。ここで泣くなんてダメだ。ラフィは自分を叱しつ咤たする。

　こんな風に泣いたところで、レオールを困らせることにしかならないのに。

（なんで、なんで涙が止まらないの）

　声を殺して泣き続けるラフィの頭を、そっとレオールが抱だき止めてくれた。優しくて低い声が頭ず上じようから舞い降りてくる。

「だからラフィには何も教えたくなかったのだ。辛い思いをさせてすまぬ」

「……！」

　優しくなんてしないで欲しい。今自分を慰なぐさめてくれているこの人は、人間嫌ぎらいで近寄りがたくて、いとも簡単に用なしだとか処しよ刑けいだとか言ってのける冷れい酷こくな王ではなかったのか。

「レオールこそ」

　あふれ出てくる感情を懸けん命めいに押し戻しながら、ラフィは涙声で訊たずねる。

「本当は話したくなかったんでしょう。自分の過去のことなんて」

「いや……これでよかったのかもしれない」

　意外な返答に、ラフィは思わず瞳を上げた。そこには、自分を慰めるためなのか、いつもよりも明るい表情のレオールがいる。

「小瓶の秘密を隠すためにも、ラフィに近づきすぎないよう自らに禁じていたが、すべて話すことで吹っ切れた」

　そう言って安心させるように、ラフィを正面からぎゅっと抱きしめる。

「!?」

　思いがけず強い力で抱きしめられたラフィは、驚きのあまり涙も止まってしまった。レオールの胸は広くて温かくて、なぜか懐なつかしいような気持ちになる。

「私の過去を知れば、修復士であるラフィが辛くなると分かっていた。だからこそ何も知らずに小瓶の刻を戻して欲しかったのだ。私の願いはラフィに罪つみの意識を与えてしまうからな。しかし……私が吹っ切れた分、ラフィを苦しませてしまったな」

　その言葉を腕の中で聞きながら、ラフィは「違ちがうよ」と首を振ってみせた。

「ちゃんと知ってよかったの……！　い、今泣いたのは、ちょっと……あれだけどっ……それでも何も知らないまま小瓶の刻を戻さなくてよかったもの！　私、もっと一生懸命考えて、絶対に、絶対にレオールのこと救ってみせるから……っ」

　だから、と力を込めて顔を上げる。

「大丈夫、私に任まかせて！」

「……その言葉」

　ラフィをのぞき込みながら、レオールが切なげに目を閉じる。

「おかしな話だ。かつての修復士も、この丘の上で必死に止める私の指をすり抜けて、最後に言ったのだ。大丈夫、私に任せてと」

　驚くラフィを、レオールは再び大切そうにそっと抱きしめた。そして言い聞かせるように、優しくラフィの髪を撫なでる。

「私の気持ちは変わらぬ。不老不死という生き方に幸せなどないのだ。私が望むのは我が人生の終しゆう焉えん、ただそれだけなのだから」

　穏やかな口調である分、その決意は揺るぎないもののように思えた。そしてラフィも、心の奥底ではきっと彼の考えと同じなのだ。死にゆく命があって初めて、生の喜びがあるのだから。

「……」

　それでもラフィの感情が激しく拒きよ絶ぜつしていた。殺すことが救うことだなんて、絶対に認めたくない。それともこの気持ちはただのエゴなのだろうか。

「二百年待ったのだ。今さら急がせたりはしないから、ゆっくり考えてくれ」

　答えの出せないラフィを気き遣づかうように、レオールが耳元でつぶやく。

　その優しい声を、温かな胸を、レオールのすべてを失いたくない。けれど、それは自分の願いであって彼の願いではないのだ。

　レオールの言う通り、焦らずにゆっくり考えようとラフィは決心する。一生懸命考えればきっと答えが見つかるはずだ。

　レオールの胸に抱かれながら、ラフィはそっと目を閉じる。

（大丈夫……）

　自分はこんなにも真剣に、レオールのことを想っているのだから。
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「貴き様さまァ、どういうつもりだ！」

　勢いよく、部屋のドアが開いたかと思うとキルザスが飛び込んできた。

「ななな、何？」

　バルコニーでミケ達と一緒にお茶を飲んでいたラフィが驚いて立ち上がる。

　コノルトの丘でレオールと語り合ってから、すでに数日が経っていた。悲しむのはもうやめた。突きつけられた真実を思うと、本当は今でも涙があふれそうになるけれど、今は泣いている場合ではない。

　ラフィは神しん殿でんの扉や肖しよう像ぞう画がや、もちろん小瓶にも何度も相談してレオールが本当に救われる道を模索していた。だが、モノ達が口にする言葉はいつも共通している。

『それがレオールの望みならば叶えてやりなさい』と。それでもラフィは諦めなかった。

　自分がそれを認めた時点で、レオールの命は終わるのだ。

　そんなラフィにミケは不服そうだったが、ザロはあえて何も言わなかった。自分で道を選べということなのだろう。

「えっと、キルザスさん。何かご用を？」

　突然飛び込んできたキルザスに、ラフィとミケは啞あ然ぜんとして尋ねるが、ザロだけは何事もなかったかのように、目を閉じてティーカップを傾けていた。

「このへっぽこ修復士め！　四の五の考えずさっさと小瓶の刻を戻せっ」

「!?　キルザスさん、その話、レオールから聞いたの!?」

　驚くラフィに対してキルザスは、悪鬼のごとき形ぎよう相そうで手のひらを手刀のように突き出した。

「この小娘！　王を呼び捨てにするな!!　いいか！　あの方は何も話さぬ。私はココの！」

　腕を斜ななめ上方向にかざし、手首のあたりを指し示す。

「この部分に張りついて聞いていたのだっ。全部！」

「……えっと」

　キルザスの動作をどう解釈すればいいのか頭を悩ませながら、ラフィは眉を寄せる。

　もし彼の手の甲がコノルトの丘だとしたら、彼はその裏側にへばりついていたことになる。しかもかなりの長時間──はっきり言って、ものすごい根性である。

「俺、今までこの男をあんまり意識して見てなかったけど」

　ミケがそっと近づき、ラフィに小声で確認してくる。

「こんなんだっけ？」

「ううん。気は短めだったけど、もっと冷静沈ちん着ちやくな紳しん士しって感じだったと思う……」

　ラフィも同量の声で言い返す。

「何をヒソヒソ話している！　王からあれほど頼まれたというのに、貴様は何を怠けている!?　なぜさっさと小瓶の刻を戻さんのだっ」

「なにも戻さないとは言ってないよ。ただ、少し考えたいって」

「考える!?　お前のようなポンコツ頭で何を考える必要がある!?　いや、ない！」

　自らの言葉の勢いに乗って、キルザスは一歩ずつラフィに詰つめ寄ってくる。たちまちバルコニーの端はしまで追い詰められ、ラフィはいよいよ逃げ場がなくなってしまった。

（ひぇ～キルザスさんってば怖すぎるよぉ）

　しかしそんなキルザスの勢いを削そぐように、お茶を飲み干したザロがすっと立ち上がる。そして完全に熱くなっている彼に向かって、すっと手を差し出した。

「約束」

　その一言で、キルザスは少しだけ我に返ったようだ。

「あ、ああ……失礼。これが例の小瓶ですが」

　胸元から取り出した小瓶をザロに手渡す。それは、レオールの小瓶そっくりだった。

「ん」

　言葉少なに受け取るザロに、今度はラフィが詰め寄る番だった。

「ザロ、どういうこと？　それ何？」

　当然ザロは説明など一切せず、知りたかったらキルザスに聞けとばかりに視線を振った。

「コノルトの丘でレオール様が真実を語られたあの日、この蒼あおいのから手紙をもらったのです。私が知りたがっているレオール様の秘密を教えるから、王を丘に呼び出し、私に丘の下で落ちてくる小瓶を受け止めろと」

「……たとえ心がなくなっても、物は大事だから」

　小さな声で付け足すザロに、ラフィは驚きよう愕がくと尊敬の眼まな差ざしを送る。

　確かレオールの小瓶は、自分に兄弟がいると言っていた。そしてそのうち、ひとつだけが城のどこかに保管されたまま心を失って、今では普通の物になっているとも。

　それがこの小瓶なのか。だとすれば、ザロはいろんなことを推理しながら城の中でこの小瓶を探していたことになる。そして、レオールに真実を語らせるための策を練ったのだ。

（ザロって本当にすごい子だったんだ）

　彼がラフィの助手として、そこまで事実を明るくしてくれた。そんなザロの想いに報むくいるためにも、ラフィはきちんと考えて答えを出さなければならない。

「私、どうすればいいんだろう……」

「決まってんだろ。いくらラフィがお人好しだからって、わざわざ危ない橋を渡わたる必要なんかないんだ。本当のことを何も言わずにずっと騙だましてた、あいつが悪い！」

　ミケがテーブルを叩たたいて抗こう議ぎすれば、負けじとキルザスが言い返す。

「黙りなさい、紅いの！　なんと人聞きの悪いことを！　いいですか、レオール様は決して騙しておられたのではありません。貴女あなたを出来るだけ巻き込まないようにと、最後までお心を尽つくしておられただけ。貴女はそのお心遣いに感謝して、さっさと刻を戻すべきなのですっ」

　キルザスは一気にまくし立てると、それきり黙ってしまう。

　困ったラフィは助けを求めるようにザロを見るが、彼は知らん顔でバルコニーに遊びに来た小鳥達に焼き菓子を砕くだいて撒まいていた。

「私だって、なにも意地悪で刻を戻さないって言ってるんじゃないんだよ？　ただ……」

「ただ、なんですか？」

「キルザスさんだって事情は知っているんでしょ？　小瓶の刻を戻せば、レオールの命は終わるんだよ。街や城の人達の言い伝え通り、修復士は王を殺すんだ」

　悲しいがそれは真実だ。小瓶の刻を戻し不老不死の封印を解けば、レオールが長年望み続けてきた死が現実のものとなる。

　だけど、とラフィは伏し目になりそうな視線をぐっと上げる。

「やっぱり不老不死なんて、私も不自然な生き方だとは思うんだ。だからね、レオールの願いも分かる気がする」

「だったら！」

　苛いら立だつキルザスを、ラフィは「でもね」と手で制する。

「今のレオールは、死ぬことしか見ていない気がするの」

　ラフィの言葉に、キルザスはふいに視線を逸そらす。そして、

「……分かっています」

　と独白のようにつぶやいた。

「私がお仕つかえしてから十年。クラウチア家にとって最大の秘密として、王が不老のお身体であることは知っていました。そのため我が一族はレオール様の苦しみが癒され、ささやかでも幸せを感じられるように手を尽くしてきました。しかしあの方の眼差しが、自らの死から逸れることは一度もなかったのです。落ち込む私にレオール様はただ一言、『死なないことは生きていないということなのだ』と仰いました。そのときの静かで悲しげなお顔を、私は今でも忘れることが出来ません」

「キルザスさん……」

「きっと我らフローレツィアの民は、名君であられるハッシュ王もといレオール様に甘え過ぎていたのでしょう。レオール様からはずっと、修復士しか不老不死を解くことが出来ないという事実しか教えていただけませんでした。しかしあの日にコノルトの丘で聞かされた王の苦悩を知ってしまってから、私は自分の甘えを痛感させられたのです」

　眼鏡めがねの奥で、彼の瞳が悔くやしげに細められる。そこにかすかに光るものを見つけてしまって、ラフィは胸を突かれる。

「だから！　貴女は一刻も早くレオール様の魂を、解放して差し上げるべきです……っ」

　キルザスは自分なんかよりもずっと前から思い悩んでいて、閉ざされたレオールの心が開くことを切望している。今さらながらそのことに気がついてしまった。

「私……少しだけ分かった気がする……今のレオールに必要なこと」

　ぽつりとつぶやくと、キルザスからキッと眼鏡越しに睨まれる。

「貴女のようなポンコツ修復士のちんちくりん娘むすめに、レオール様のことをお願いしなければならないなんて、本当は絶対に認められないことなんですよっ。そこらへん分かっているのですか、このへっぽこりん！」

「す、すみません」

　相あい変かわらずひどい言われようだが、あながち間違っていないだけに反論のしようもない。反射的に頭を下げると、キルザスは苦い顔でため息をつき「ですが」と続ける。

「非常ぉぉぉに不本意ながら。今のレオール様をお救い出来るのは、修復士である貴女だけなのかもしれません。あの方はいつもの庭園におられるはずです。私にはもう会わぬと言われましたが、貴女ならば──大丈夫なのでしょう」

　貴公子然とした鋭するどい眼差しが、ふと空へと向けられる。バルコニーの手すりに手をついて、キルザスは遠い目をしていた。

「……何度も考えたものです。もし私が修復士ならば、どんなによかったかと」

「!?」

　ラフィは驚いて顔を上げる。

　修復士ではないキルザスには、どれほど強くレオールのことを思いやっても決して踏ふみ込めない領域がある。怒られてばかりで分かりにくいが、自分は今、キルザスから大切な想いを託たくされているのではないだろうか。

「ありがとう、キルザスさん」

　色々な意味を込めてラフィがその背中に向かって礼を言うと、キルザスは我が慢まんの限界だとでも言うように肩を大きく震わせて振り向いた。そして。

「……分かったのなら」

　びしりと出口の扉を指さして叫ぶ。

「今行け！　すぐ行け！　とっとと行けぇいっ」

「は、はーい」

　半なかば追い出されるようにして、ラフィは部屋を飛び出した。





[image: ]






　レオールに会おう──一度そう決心してしまうと、あとは不思議なぐらい気が急せいた。一刻も早く神殿の庭園まで辿り着きたくて、走る足下すらもどかしい。

　しかし焦る気持ちとは裏腹に、ラフィはまたしても城の中で散々迷いまくってしまった。おまけにキルザスから注意された、黒のフードの着用も忘れていることに気づく。

（でも、もうそんなことどうでもいい）

　どこまでも続く回かい廊ろうを巡りながら、軽い気持ちで近場にいた衛兵に道を聞く。ところが。

「神殿は王が住まわれる神聖なところ。そのような場所になんのご用ですかな？」

　年配の衛兵が、眉み間けんに皺しわを寄せて聞き返す。

「え？　あ、あの。私はそこの使用人でして」

「神殿の使用人は黒フードで顔を隠すのが決まりのはず」

「それが、ちょっと忘れちゃって……ははは」

　引きつった笑みと反比例して、おじさん兵士の顔が深刻化していく。

（やばい！）

　逃げる間もなく、いきなり首根っこを摑まれた。

「あやしい奴め。そう言えば、立入禁止区域であるコノルトの丘への道を聞いた人間がいたとか。そいつは新米兵士だったので道を教えてしまったが、わしはそうはいかんぞ。答えろ、何者だっ？」

　騒ぎを聞きつけてさらに二、三人の衛兵が駆け寄ってくる。この最悪な事態を回かい避ひするために、ラフィは必死に首を振った。

「えと。私はキルザスさんの紹しよう介かいで城に来てて、それで使用人として神殿に」

「キルザス殿どのだと？」

　兵士達の間に動どう揺ようが走る。城内でキルザスがどのような立場なのかは分からないが、知名度と影響力だけはあるようだった。

（お？　効果あり!?）

　首根っこを摑まれたまま、ラフィはそっと拳こぶしを握にぎりしめる。ところが。

「キルザス殿といえば政府の反対を押し切り、修復士を探し続けている方ではないか。王の勅ちよく命めいなので誰だれも文句をつけられずにいたが……まさか」

「お前、修復士なのか!?　王を殺すと予言された、あの」

「ちちち、違いますっ。違いますよぉ」

　慌あわてて否定してみるが、兵士達はますます不ふ審しんげに取り囲んでくる。

「修復士といっても半人前……じゃなくて偽にせ物ものなんです、私」

　なんのフォローにもなっていない。が、それが噓うその苦手なラフィの精一杯の抵てい抗こうだった。今さらながら「フードを被かぶれ」と口うるさかったキルザスの忠告が身に染みる。

「つまりは」

　最初にラフィを捕とらえたおじさん兵士が、これまでの流れをまとめようと天井を仰いだ。

　そのとき横から一番下したっ端ぱそうな兵士が、お節せつ介かいにも最悪の結論を出してくれる。

「修復士の名をかたる暗殺者ですよっ」

　めちゃくちゃな話だが、兵士達は一様に納なつ得とくしたようだった。

「ふん。この国に伝わる予言を捩もじるなど、随ずい分ぶんと洒落しやれた暗殺者じゃないか」

　おじさん兵士が顎あごをしゃくりながらラフィへと視線を落とす。

（洒落てない、洒落てない）

　なんとか解放してもらおうと必死に首を振るが、事態は絶体絶命だった。

「ともかく護ご衛えい長官へ引き渡そう」

　覚悟して目を閉じた瞬しゆん間かん、一いち陣じんの風が吹き抜けた。兵士達の息を飲むかすかな音が耳に届く。

　恐る恐る瞳を開けると、そこには黒いフードを被ったレオールがいた。顔は見えないが、その凜りんとした立ち姿をラフィが間違うはずがない。

　一瞬にして凍こおりついたその場の空気を、レオールの鋭い声が切り裂さく。

「私は神殿の使用人だ」

　なんの迷いもなく真ま面じ目めに言い切った彼に、ラフィは思わず脱だつ力りよくする。

（にしては、堂々としすぎでしょぉ）

　案の定じよう、兵士達の間には一気に緊きん張ちようが高まっていた。

「神殿の使用人？　すぐにキルザス殿を呼んで確認させろ」

「必要ない。その娘を離せ」

　フードの奥から、こちらを見下ろすレオールの迷いなき強きよう靱じんな瞳がちらりと見える。それだけで、完全に兵士達は気け圧おされてしまっていた。

（レオール……なんだか凄すごい威圧感……）

　隙すきのない身のこなしと一歩も引かぬ堅けん固ごな姿勢に、ラフィは二百年前の英雄ハッシュ王の姿を見たような気がした。それは植物を優しく見つめる彼とは、また違った一面だった。

「離さなければ」

　黙ってしまった兵士達に向けて、レオールはゆっくりと攻こう撃げきの構えを取る。

　まるで刃やいばのような殺気だった言葉に、今度はラフィの方が心配になる。まさか自分の兵士達を手にかけるつもりだろうか。

「攫さらうまで」

　一瞬の隙をついて、レオールはいとも簡単にラフィを抱きかかえる。

　そしてその体勢のまま、神殿へ入ってしまった。後には戸と惑まどう兵士達が残される。

　心配そうに振り返るラフィに、レオールが小声で告げた。

「兵士達は神殿までは追ってこない。恐らくこのことはすぐにキルザスへと報告されるだろうが、あいつなら上手く説明してくれるだろう」

「う、うん」

　無意識に手をまわしてしまったレオールの首筋はすらりと美しくて、精せい悍かんな胸や逞たくましい腕は身を寄せたくなるような温かさに満ちていた。

　男性に抱きかかえられるなどという初めての体験に、ラフィは胸をどきどきさせる。

「言ったはず、修復士はこの国では凶きよう星せいなのだ。だからこそ、城ではフードを被って使用人のふりをするようにとキルザスから注意を受けなかったか？」

　のぞき込むレオールの紫の瞳がとても近い。おかげでラフィは、質問の内容を今一度、自分の中で組み立て直さなければならなかった。

「……えと。キルザスさんはちゃんと言ってくれたよ。でも私があんまりちゃんと聞いてなくて」

　ごめんなさい、と素直に頭を下げる。

「それから、助けてくれてありがとう」

　そうしている間にもレオールは回廊を進み、いつもの庭園の東あずま屋やへと運んでくれる。
















「そこに座って、待ってろ」

　まるで飼い犬をしつけるような言い方で、地上に下ろされたラフィはほっと息をつく。

　すると、レオールが手て際ぎわよく紅茶を淹いれ始めた。

　それは国王が直じき々じきに淹れてくれるというだけでなく、無類の紅茶好きであるレオールがこだわり抜いた逸いつ品ぴんである。

　きっと、色々な意味でものすごく光栄なことなのだろう。ラフィはお礼を言いたかったが、難しい顔で一心不乱にお湯を注そそいでいる彼に話しかける勇気などなかった。

　結局、始終黙ったまま椅い子すに座って待っていると、ラフィの目の前に淹れたてのティーカップがことりと置かれる。

　ふわりと甘美な香りが立ち上って、カップの中の紅茶はさながら琥こ珀はく色いろの宝石である。

「やっぱり、すっごく美お味いしい！」

「茶とはすなわち世界なのだ。一杯のお茶は神と自然と人との融ゆう合ごうで出来ているのだから」

「……はぁ」

　相変わらず意味はまったく分からないが、他の飲み物と一線を画かくしていることに違いはない。

　レオールはラフィの正面に座り、自分も同じように紅茶を飲み始めた。彼の手元にあるティーポットに目をやったラフィは、あのことを思い出す。

「そうだ、忘れてた。これ」

　預かっていたティーポットの蓋ふたを、ごそごそと鞄かばんから取り出して見せた。欠けたはずの陶とう器きの蓋は、ラフィの手によって見事に修理されていた。

「ほぅ、修理屋ラフィの腕前はまことに素晴らしいな」

「ひょっとして嫌いや味み？　嫌味だよね、それって」

　レオールは曖あい昧まいな表情で空へと視線を向けてしまう。ぷぅと頰を膨ふくらませつつも、二人で静かにお茶を楽しむ。ふと、ラフィはあることに気がついた。

（すごいな、レオールって……）

　小瓶の刻を戻すか否いなか──その狭はざ間まで張り詰めていた自分の神経が、いつの間にか和らいでいる。レオールはと言えば、あれだけ色々あったのに動揺は一切見せずラフィへの態度は何も変わらない。きっとそれが、二百年の刻をひとりで越えてきたレオールの強さなのだろう。

「さて」

　ティーカップをソーサーに戻して、レオールは麗うるわしい紫水すい晶しようの瞳をついと上げた。

「いよいよ小瓶の刻を戻すのか？　それとも説教でもしに来たか」

　ラフィ自身、ここへ来るまでに何を話してよいのか分からずにいた。しかしこうしてレオールの顔を見ていると、自然と心が安まり言葉が口をついてくる。

「どっちでもない、かな。私、レオールにお願いをしにきたの」

「お願い？」

　訝いぶかしげなレオールに、ラフィは大きく頷いた。

「もし叶えてくれたら私、小瓶の刻を戻すよ」

「まことか」

「うん。だからどうしてもお願いを聞いて欲しいの。死ぬためじゃなくて、レオールがちゃんと生きるために」

　さらに不審そうな顔で、レオールは目を細める。

「解げせぬ。所しよ詮せんすべては死へと向かう道程であろう、違うか？」

　それについて、ラフィは口を結んで考え込んだ。

　レオールの問いは、ラフィが今まで考えたこともないような難題である。いかに自分が脳のう天てん気きに日々を暮らしてきたかと情けなくなるが、それでもきっと大丈夫だと信じて目を閉じる。

　かつて孤独だった自分を、鮮あざやかに救い出してくれたミケとザロ。彼らに出会う前から、暗く沈しずむ心をなにかと和らげてくれたチエリ──みんなの存在が答えをくれるはずだ。

　心を落ち着かせて耳をすませば、向かうべき道は絶対に見つかる。

「私にあと一週間だけちょうだい。そしてその時間をレオール、あなたと一緒に過ごしたいの」

　今は何も聞かないで、とラフィは先に釘くぎを刺さす。レオールは仕方なさそうに頷いてくれた。

「ラフィが何を企たくらんでいるのか分からぬが、まあいい。ここまできたら付き合おう」

「やった！　あとね」

「まだあるのか？」

「……もっと笑って」

　それはラフィが初めてレオールに会ったときから、ずっと抱いていた願いでもあった。

　レオールの超ちよう然ぜんとした美び貌ぼうが揺らぎ、戸惑うように大きく目が見開かれる。しばらくの沈ちん黙もくがあり、レオールはゆっくりと庭へ目を移した。

「もっと笑って、か。驚いたな……二百年前にもこの場所で、同じことを言われた。あの修復士と同じことを今のお前に言われるとは。刻の流れとは面おも白しろいものだな」

　その言葉にラフィの心は複雑に揺らめく。しかし今は、その気持ちの正体を知りたいとは思わなかった。それよりも大事なことがある。

（かつての修復士にも同じことを言われてたってことは）

　レオールはこれまでの孤独とは関係なく、元々が仏ぶつ頂ちよう面づらだったということか。これはなかなかの強敵だぞ、とラフィは改めて気合いを入れ直す。

「いいだろう」

　レオールは意を決したようにラフィへと視線を向けた。そしてまごうことなき王者の風格で毅き然ぜんと言い放つ。

「出来る限りの努力はする。笑うかどうかまでは保証出来ないが」

「もちろん」

　約束させておいて申し訳ない話だが、実のところラフィにだって幸せそうに微笑んでいるレオールがまったく想像つかないのだ。

（それでもまずは第一歩。これでいいよね）
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「うわ、アレ見て！　遺跡があるよっ」

　好奇心いっぱいに目を輝かがやかせて、ラフィが前方を指さした。眼前には、いくつかの巨大な柱と半分が崩くずれ落ちた半球型の屋根が見える。

　フローレツィア王国の首都であるフィアに行きたいと言い出したのは、ラフィの方だった。思えばここに来てから一歩も城から出ていないし、伝説の王国フローレツィアに眠ねむる数々の遺跡を見ないままで帰るのはあまりにももったいな過ぎる。

　それにレオールと一緒に街を歩いてみたかった。今日のラフィ達は姿を隠す服装ではなく、普段の格かつ好こうで街に出ている。

　思い切って堂々と歩けば、意外になんてことはなかった。なぜなら人前にほとんど姿を見せたことがない王なので、国民は彼の顔を知らなかったのだ。

　すれ違う誰もがレオールの美貌に目を見開いて立ち止まるが、まさかそれが国王だとは思ってもいないに違いない。

「あれはカティアンス王朝時代の遺跡だ。今から千年以上も前に造られた神殿で、柱と台座にカティアンス文化独特の特とく徴ちようがある」

　さらにそれが唯ゆい一いつ現存する古代ルネス神殿なのだということを、レオールは丁てい寧ねいに教えてくれる。歴史のことばかりでなく、王政のあり方や宗教の意義、物品の取引で生まれる利益の算出の仕方まで、本当に色々なことをレオールは知っていた。

　元々頭の良い人だったに違いないが、彼には二百年という余りある時間があったのだ。その間に身につけた知識も多くあるのだろう。

（もはや歩く百科事典って感じ）

　ひたすら感心しながらレオールと並んで歩く。

　すぐ隣となりにレオールがいる。そのことに、実はまだ慣れていない。

　まごうことなき王者の風格を漂ただよわせる美貌の王レオールと、特に美人でもなく頭も良くない平へい凡ぼんな自分。修復士という接点がなければ、まるで釣つり合わない相手だと十分承知しているのだ。

　それでもラフィは約束の一週間を使って、彼を色々なところへ連れ出した。王族の避暑地として有名なラッシリア湖へも行ったし、国境の草原まで馬に乗って遠出もした。

　長い時間を二人で過ごし、ラフィが自分の幼かった頃に好きだった歌を披ひ露ろうすれば、レオールは二百年前に流は行やった戯ぎ曲きよくの悲恋を語ってくれる。お互いの食の好みを教え合いながら街に出て、何気なく入った店で共に食事をするのも楽しかった。

　そんな夢のような一週間はすぐに経ってしまった。

　七日目最後の夜──。

　ラフィとレオールはコノルトの丘へ来ていた。

「さて約束の一週間だ。聞かせてもらおうか、ラフィの企みとやらを」

　空には満天の星空が輝き、少しだけ欠けた月があたりを皓こう々こうと照らしている。

「企みって……別にそんな」

　隣に腰こしかけながら、ラフィは頰を膨らませる。

　それでも、一週間文句も言わずちゃんと約束を守ってくれたレオールに感謝していた。

「レオールがすべてを話してくれてから、私なりにすごく真剣に考えたんだ。それでね、ひとつだけ分かったことがあるの」

「なんだ？」

「レオールはきっと、不老不死であることが苦しいんじゃないんだよね」

　二百年もの刻を生きてきたレオールの心情を推おし量はかることなど、ラフィには到とう底てい無理である。けれど、その間に抱えてきた彼の孤独なら少しは分かる気がした。

　かつてはラフィも孤独だったからだ。生まれ故郷である村を離れてチェブロッテに来てから三年目。両親は相次いで流行はやり病やまいで亡くなった。故郷の村にいたときにも、修復士の力を気味悪がられていじめられてはいたが、それでも優しい母や頼りになる父がいれば安心出来たのだ。

（だけど……誰もいなくなった家に独りでいるのは本当に辛かった）

　昼間はチエリが遊んでくれたし、仕事をやっていると多少は気が紛まぎれる。しかし夜の帳とばりが降りる頃、孤独は必ずやってきた。

　数え切れないほどの眠れぬ夜と絶望の朝を繰り返し、やがてミケ達に出会うまでの四年間、ラフィはあの家でたった独りだった。孤独であることは、悲しいとか寂さびしいというよりもっと苦しくて、ひりひりと焼けつくような痛みを与える。

　独りであることがこんなに辛いのなら、最初から家族なんていなければよかった。

　幼い日の楽しい思い出は心を突き刺す刃でしかなく、いつまでも消えない父や母の面おも影かげを憎にくみさえした。

　二百年ずっと独りで生きてきたレオールは、そんな親しい人との死別を誰よりも数多く経験しているに違いなかった。だからこその、人間嫌いではないのか。

　どれだけ親しくしても、やがてみなレオールを置いて去ってしまう。残るのは痛みだけだ。

　ならば最初から絆きずななど結ばなければいい。けれど。

「レオール、前に言ったよね。生きることは所詮、死へと向かう道程だって」

　二百年もの間誰にも心を許さずに生きてきたレオールは、その生き方を死んでいるも同然だと思っている。だからこそ、自らの死を切望しているのだ。

「私ね、馬ば鹿かだからよく分かんないけど……とりあえずレオールにとっての生きるってことは、もっと人生を楽しむことじゃないかって思ったんだ」

「……だからこの一週間、共に刻を過ごしてくれたのか」

　目を細めているレオールに、ラフィは照れながら「楽しんでくれたか不安だけど」と微笑む。

「やがて来る別れを恐れずに、心から他の人と関わって、そしてたくさん思い出をつくって欲しいと思ったの。それで、もし」

　ラフィは一度口を閉ざし、少し思案すると再び話し始める。

「もしレオールが死んでしまっても、そのお墓を訪ねて懐かしそうに微笑んでくれる人間を一人でもいいから残すこと。それがレオールの生きた証あかしになるんだよ、たぶん」

「……」

　レオールならきっと分かってくれる。

　思い出をつくるのに一週間はあまりにも短かかったけれど、それでも彼はラフィの心に生き続けてくれるだろう。

　たとえ明日不老不死の魔法が解けて死んでしまっても、彼の存在は心を宿したモノのように、ラフィが想い続ける限り死なないのだ。

　それが、ラフィの出した答えだった。

　レオールが大きなため息をつく。そして、そっとラフィの肩を抱き寄せた。

「私の墓を訪ねてくれるか、ラフィ」

「……うん」

　胸にこみ上げる涙を必死に堪こらえる。絶対に泣かないと決めていた。
















　これでいい。これでやっと、レオールの悲しい宿命を終わらせてあげることが出来る。

　レオールのためにいつも必死で、涙まで見せたキルザスにようやく良い報告が出来そうだ。

　小瓶とザロは最初から選択を任せてくれているし、あとは一人反対しているミケを説得するだけだが、この一週間の間に少しずつ態度が柔らかくなってきている。

　どうやらザロが動いてくれているらしい。

（とりあえず料理長にミケの好物の揚あげ物をたくさん作ってもらって、衛兵さんから玩具おもちやの剣でもいいから、何かもらえないか相談してみよう）

　馬鹿にするなとミケには怒ど鳴なられそうだが、ラフィに思いつく手はそれぐらいである。

　大丈夫、とラフィは心の中で自分に言い聞かせてゆっくりと立ち上がった。

　そしてレオールへと真っ直ぐに向き合う。もう迷いはなかった。

「明日、もう一度コノルトの丘に来て。そこで刻を戻そう」
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　レオールとキルザス、ミケにザロ。それにラフィの五人はコノルトの丘に来ていた。空は今日も美しく晴れ、丘には緑の香りのする風が吹いている。

　心配していたミケは、部屋に届いた大量の揚あげ菓子とキルザスが騎き士し学校時代に使っていたというお古の剣けんをもらってあっさりと機き嫌げんを直していた。キルザスは緊きん張ちよう気味に顔を強こわばらせており、その後ろのザロはいつものように無表情。

　そしてレオールは穏おだやかな瞳ひとみで遠くの空を見ていた。

　レオールとの最後が近づいてきているが、誰だれも別れを切り出そうとはしない。それはレオールの望みでもあった。

　ラフィは昨日きのう、別れ際ぎわに言われたのだ。

「歪ゆがめられた運命さえなければ、我らは本来出会うはずのなかった者同士だ。だから別れの言葉は必要ない。キルザスにもそう伝えてくれ」と。

　キルザスはその言葉を必死に守っているようだった。

　しかし、ラフィはといえば、あふれる想いを抑えることができず、昨夜のうちに独りで泣いた。

　けれど今は、レオールのためにことさら明るい声を張り上げる。

「えーと、では小こ瓶びんちゃんの刻ときを戻もどしまぁす」

　四人に見守られながら、ラフィはそっと鞄かばんから小瓶を取り出した。

　いつも以上に心を落ち着けゆっくりと目を閉じて、心の奥底から魔ま法ほうが湧わき出るのを感じる。魔法は音もなく、ラフィの全身を駆かけ巡めぐって隅すみ々ずみまで満たしていく。

『大いなる刻の流れを越こえてきた生命よ。今一度刻を戻せ、もっとも輝かがやいていた時間まで』

　祈いのりを込めてラフィは静かに唇くちびるを当てる。それで魔法はかかるはずだった。ところが。




「何も、変わらないぞ？」

　訝いぶかしげなミケの声に、ラフィはそっと目を開く。確かに、小瓶は何も変わっていない。

『どういうこと、小瓶ちゃん？』

『知らんて。俺おれのせいやないで？　魔女が何かややこしいこと、したんちゃうか』

　明らかに魔法は発動した。その感覚は今でも身体からだに残っている。なのに魔法は、砂に水が吸い込まれるようにどこかへ消えてしまったのだ。

（ど、どういうこと!?）

　そんな現象は、修復士になってから初めてのことだった。

「このポンコツ修復士！　何をもたついているのです？　さっさと刻を戻しなさい」

　横からキルザスが食ってかかる。

「まさか今さら、偽にせ物ものでしたとかいうオチではないでしょうね？　許せません！　このタダ飯めし食ぐらいの役立たずがっ」

　それはあんまりな言いぐさだ。しかしなんの反論も出来ないのも事実である。

「焦あせるなラフィ。この小瓶には魔女の結界が張られている。普通の修復とは勝手が違うのかもしれんぞ？」

　一番不安なはずのレオールに慰なぐさめられ、ラフィは申し訳なさで泣きたくなる。

「……お恥はずかしいです」

「それで済むと思っているのですか、馬ば鹿か者もの！　レオール様に何度もご足労願って、結果がこれとは！」

「面目ないです」

「にしても、どうすんだよラフィ。仕事が終わんないと家、帰れねぇじゃん」

「相すみません」

　三方向にそれぞれ頭を下げるラフィは、ひたすら謝ることしか出来なかった。

（一体、どういうこと？）

　気持ちは焦るがこれといった解決策も見つからない。もし魔法が弾はじかれたのならば、弾いた小瓶を説得したり、原因を探さぐって結界を壊こわすなり出来るかもしれない。

　けれど、今回魔法は吸い込まれてどこかへ消えてしまったのだ。これ以上は手の施ほどこしようがなく、新あらたな試行方法もまったく思いつかない。

「魔女」

　オロオロするラフィに、ザロが短い言葉で助け船を出した。

「そ、そっか。魔女だよ！　魔法をかけたのは魔女なんだから、魔女に会いに行くってのはどう？　きっと何か教えてくれるんじゃないかなっ」

　どうして今まで思いつかなかっただろう。

　急場を救う名案に、しかし肝かん心じんのレオールが難色を示す。

「……どうにもならんか？」

「うん、今はそれしか方法はないと思う」

　愁しゆう眉びの彼は、さらに陰いん鬱うつそうにため息をついた。理由は分からないが、とてつもなく嫌いやそうである。

　けれどラフィの方も、そんなことに構っている余裕はなかった。なんとしても魔女に会って小瓶の謎なぞを解き、刻を戻さなければならない。

「何があったか知らないけど、我が慢まんしてレオール。大丈夫、私に任まかせて」

「なんかラフィ、目が泳いでいるぜ？」

　余計なことを言うミケを軽く睨にらみながら、ラフィは小瓶に手を当てた。

『魔女の居場所、分かる？』

『おう！　場所なら俺がよう知っとる。それはコノルトの丘から見えるこの深い森の中や。そこに魔女の塔とうちゅうんがある』

　今までの態度が噓うそのように、小瓶は素直かつ元気に応じてくれる。だったら最初から言え！　と突っ込みたくなるが、自力での解決が難しくなった今、彼の機き嫌げんを損ねるわけにはいかない。

『ありがとね、小瓶ちゃん』

『かまへんかまへん。そこに俺の兄貴もおる、すなわち！』

　小瓶が、台詞せりふの間まをビシッと決めて続ける。

『トカゲの横やっ』




　小瓶の案内で、ラフィ達はコノルトの丘から一望していた森へと下りてきた。

　ここは城から歩いて一時間ほどの場所なのだが、苔こけ生むした地面は複雑な起き伏ふくを繰り返し、鬱うつ蒼そうと生い茂る木々が太陽の光を拒こばんでいる。まるで森自身が生きているように、絶えずどこからか鳥や獣けものの奇声が聞こえ続けていた。

（なんというか……不気味なことこの上ないって感じ）

　コノルトの丘と比較的近い距きよ離りにもかかわらず、崖がけの北側のさらに奥まった部分にあるために一日中陽は差さず、風も吹き抜けない。魔女の住処すみかは、どうやらあまり快適ではないようだ。「やはりどうしても魔女に会わねばならんのか？」

　ラフィが歩きやすいように、枝葉を押しのけながら前を歩いていたレオールが、珍めずらしく不安そうに振り返る。ラフィは首をかしげた。

「正直、私の手には負おえない気がする。……でもさ。なんでそんなに魔女に会うのが嫌なの」

　今までの話を聞く限りでは、レオールを無理矢理に不老の身体にしたのは修復士で、それに協力したのが魔女である。確かに好きにはなれないだろうが、そこまで拒否したいものだろうか。

　それに──気持ちの問題はさておき──唯一の情報者として魔女に話を聞くのが一番の解決策だと思うのだが。

　レオールは心底陰鬱な顔をしてため息をついた。

「二百年前から一度もお会いになっていないのですか。言い伝えでは絶世の美女だと」

　キルザスが眼鏡めがねを押し上げながら確認すると、レオールは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「どうせ魔法で作り上げた偽いつわりの仮面だ。それも腹黒い内面までは隠かくせぬ。女性としてならラフィの方がよっぽどましだ」

　レオールの何気ない言葉にラフィはぽっと顔を赤らめ、キルザスはなぜか青くなった。

「いけません、レオール様！　いくら運命の修復士とは言え、このようなポンコツ娘むすめに情けをかけてやるなど。王の威厳に関わりますよ？」

　真剣に注意している分、余計に腹が立つ。

「悪かったわね、ポンコツで」

「あ、あった！　あれじゃねぇか、魔女の塔」

　そのとき、「絶対に一番最初に見つけてやるっ」と先頭を走っていたミケが声を上げた。

「すごーい、高っ！」

　目の前に突とつ如じよ現れた建物を見て、ラフィは思わず大きな口を開けてしまう。

　魔女の住むと言われている塔は、首の限界角度いっぱいに見上げてもなお、屋上の見えない高さである。小さな換かん気き口こう以外はどこにも窓がなく、風雪にさらされた赤煉れん瓦がはどす黒く変色している。

「あれ、でも入口がどこにもないよ？」

　ぐるりと一周まわってみるが、ひたすら赤煉瓦が続く壁は扉とびらどころかなんの取っ掛かりもない。

「や、やっぱり魔法の力とかで【開け、ごま】とか言うのかな……!?」

　妙みように興奮しながらラフィが入口を探していると、レオールがなんでもないように煉瓦のひとつを引いた。

　突然、目の前の壁が動いた。煉瓦の組み合わせを上手に使って目くらましをしているが、よく見るとただの移動式の二枚扉である。魔法でもなんでもない。

「……なんだ、つまんない」

　とてつもなく普通の仕掛けに、肩に入っていた力が一気に抜ける。その抜けた肩をレオールが軽く押して言った。

「行くぞ」

　慣れた様子のレオールに、ラフィは改めて実感する。

（やっぱり本当に魔女はいて、レオールはその魔法で不老不死になったんだ）

　内部に詳くわしいのもそのせいだろう。

　塔の内側を這はうように作られた薄うす暗ぐらい螺ら旋せんの階段をしばらく上のぼると、大きな部屋に出た。

　窓がないため、ここが塔のどのあたりなのかまったく分からない。室内は天てん井じようから垂たれ下がる分ぶ厚あついカーテンでいくつも仕切られており、どこを見てもあやしげな小物であふれていた。

　空気口しかないこの部屋には、あちこちに蠟ろう燭そくが置かれぼんやりとした灯あかりを提供し続けている。そこは、なんとも奇妙な部屋だった。

「誰も……いない？　どうして？」

　ラフィは混乱した頭を抱かかえてしまう。

　蠟燭が灯ともされているというということは、先ほどまで誰かがいたに違いないのだが、不思議なことにその気配がまったく感じられないのだ。

　埃ほこりっぽい空気や籠こもりきった湿気からは、もう何年も人がいなかったような印象を受ける。

「ラフィ、あれ」

　ザロが指さした方向を見ると、雑然と重ねられた大量の書物に埋うもれるように、小さな丸テーブルが置かれている。葡ぶ萄どう唐から草くさが彫刻された猫ねこ脚あしが洒落しやれた感じだ。

　テーブルにはチェス盤ばんやワイングラス、口紅やアクセサリーの数々、手鏡などが所ところ狭せましと並べられている。それに紛まぎれて、レオールの小瓶にひどくよく似た小瓶がひとつあった。

『おった！　あれが俺の兄貴や。やっぱりまだここにおったんやな』

　ラフィの手の中で、小瓶が突然叫さけんだ。テーブルの小瓶の横には、確かにトカゲの姿をした銀製のペーパーナイフが置いてある。

『トカゲの横って……このことだったのね』

　謎かけでもなんでもなく、本当にトカゲの横だったのだ。

『久しぶりやな、兄貴！』

　並べて置いてあげると、レオールの小瓶は嬉うれしそうに語りかける。

（小瓶ちゃんのお兄さん……てことはさぞかし、訛なまりの強いへそ曲がりなんじゃないの？）

　しかしその心配は杞き憂ゆうに終わった。返ってきたのは、低くて渋しぶめの落ち着いた男性の声。

『お前は相あい変かわらずだな。早くその珍ちん妙みようなしゃべり方を直せ』

『冷たいなぁ兄貴は！　数百年振りに会おうて、言うことがそれかいな？』

『我らにとって、数百年など瞬またたく間だ』

　少し早口の、きちんとした話し方はまるで堅かた物ぶつ軍人のようである。

　兄弟って似てない場合もあるもんね、と心の中で思っていると、兄の小瓶がラフィへと意識を向けた。

『待っていたぞ、修復士。我が主あるじである魔女から伝言を預かっている。伝言は、私が正確に口調を真似て伝える詳しよう細さい版と要点だけをまとめたものがあるが、どちらを聞く？』

『んー……せっかくなら、詳細まで分かるやつを』

　あまり深く考えずにラフィが返事をすると、兄の小瓶は一段と声を低くした。

『後こう悔かいはするなよ』

　そして、数回の咳せき払ばらいをする。しばらくして。

『ちゃーす！』

『!?』

　今までの声とはまったく異なる、ものすごく軽い女性の声に変化している。

『こうして小瓶の声を聴きいているってことは、あの男の刻を戻そうって努力はしてるみたいだね、お人好しのおバカ修復士ちゃん！　でもさ。簡単にはいかないわけよ、これが。あんたの力はね、このあたしの魔力と掛け合わせることによってもっとデカいことが出来んのよ。そのためにももっと色々苦労して、魔法に磨みがきかけてもらわないとね！　あ、レオール？　あの男の人生なんて放ほっときゃいいのよ。つーか、レオールの顔って結構イケてる感じするでしょ？　でも全然ダメなんだから。あいつ何が苦手か知ってる？　ムカデとオバケだよ！　足がたくさんある奴やつと全然ない奴はヤなんだって。あははは、笑っちゃう。あの男が子ガ供キん頃なんて、ちょっと魔法でビビらしたらすーぐにビービー泣いてやがんの。はっ、バッカみたいっつーの。てか、話逸それてる？　逸れてるよね。えっと、そうそう。つまりね、あたしに会ってあの男の願いを叶かなえたきゃもっと頑がん張ばれってことよ。あたしへと続く道にたーくさん試練を用意しておいてやるからさ、魔法の鍛たん錬れんはもちろん、自分がどうやって修復士になったかぐらい知っときな。じゃあね、バイバーイ！　……以上だ』

　最後だけ、元の小瓶の渋い声に戻っている。ラフィはいろんな意味で啞あ然ぜんとした。

『魔女の目的って、ひょっとして私なの？』

　小瓶の伝言は同じモノであるミケやザロには聞こえているが、レオールとキルザスには届いていない。そっとレオールの方を見ると訝しげに様子を見守っている。

　ラフィは思わず目を逸らしてしまった。今さらながら、レオールが魔女を嫌がっていたのを思い出す。

　予測出来なかった展開に、さすがのザロも腑ふに落ちないという表情であり、ミケは紅あかい髪をがしがしと搔かきながら口を尖とがらせた。

「ここまで来て振り出しかよー。なんか悔くやしいから要約した方も聞いとこうぜ？」

　兄の小瓶は、生き真ま面じ目めに咳払いをするときっぱりとした口調でこう言った。

『魔女はここにはいない。会うにはもっと魔力を磨け』

　ラフィは、その要約した内容だけをレオール達に伝える。キルザスはひとしきり驚おどろいたあと「修復士は役立たずだったのですねっ」と勝手なことを言ってくれているが、レオールは意外にも冷静に受け止めていた。

「やっぱりな。あの魔女のことだ、一ひと筋すじ縄なわではいかぬ」

　それでも彼の落らく胆たんは伝わってくる。

「ごめん、レオール……」

「いいのだ、ラフィが謝ることはない」

　国王の風格で寛かん大だいに許してくれるレオールに、ラフィは「いや、小瓶のことだけじゃなくて」と自分の指先をいじりながら正直に告げる。

「魔女の伝言で聞いちゃった。レオールって、ムカデとオバケが苦手なの？」

　ラフィの言葉に、レオ─ルの表情がみるみる変わっていく。

「……やはりあの魔女は災さい厄やくだ」

　吐はき捨てるようにつぶやく彼の表情は、人間嫌ぎらいだという出会った頃のレオールに完全に戻ってしまっている。

　彼の笑顔を見るのはまだまだ先になりそうだと、ラフィはそっと肩をすくめた。
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　翌朝。早朝と言っていい時間である。馬車停めの広場にはまだ朝あさ霧ぎりが立ちこめていた。

　荷物をまとめ旅たび支じ度たくを終えたラフィ達は、フローレツィア王国の城門前に立っている。見送りにはキルザスが来てくれていた。

　どうやら小瓶の刻を戻すにはしばらくかかりそうだし、何か別の手がかりを見つけるためにも、ひとまずはチェブロッテに帰って作戦を練り直すことにしたのだ。

「あーあ、結局ここには何しに来たんだろーな」

「もうミケったら！　そういうこと言わないの」

「いや、そうでもないですよ」

　不機嫌ながらも、珍しくキルザスが味方についてくれる。

「レオール様はずっとお一人で耐たえてこられたのです。今回のことで一番ほっとされているのはあのお方かもしれない」

「だといいけどね。笑ってくれるまではいかなかったけど」

「面おも白しろいことが何ひとつないのに笑えというのか」

　ふいに新たな声が加わった。

「レオール！」

　驚いて振ふり返ると、そこには国王が立っていた。

「こんなところまで出てきちゃっていいの？」

「構わぬ。騒さわぎになってもキルザスがなんとかしてくれる」

　さらりとレオールが頷うなずいてみせた。それを聞いたキルザスが、どこか嬉しそうなのは気のせいだろうか。

「そんなことよりも、早く帰ってきてくれ」

　思いがけず強い瞳ひとみでそう告げられ、ラフィは驚いてしまう。

「お前の行動や発言はいつも珍妙だからな。姿が見えぬとなると、そこはかとなく寂さびしい」

「……人を旅芸人みたいに言わないでよね」
















　ぷんと怒ってみせると、レオールは「それに」とふいにラフィの耳元へと唇を寄せた。

「!?」

　思わぬ急接近にラフィは思わず身を硬かたくする。けれど頰ほおは自然と紅く染まっていき、鼓こ動どうがやけに高鳴った。

　レオールの低くて優しい声が耳のすぐそばで甘く響ひびく。

「私も幽ゆう霊れいは苦手だったが、驚かせる方はなかなか楽しかった。叫び声を上げたラフィは可か愛わいかったぞ。思わず抱だきしめてしまうほどに」

　驚いて顔を向けようとしたラフィだったが、再び息をのんでしまう。

　耳元からそっと下がったレオールの柔やわらかな唇が、ラフィの頰に触ふれたからだ。

（今のって……ひょっとして……!?）

　キスというものだろうか。だとすればラフィにとっては初キスということになるが──。

（ち、違ちがうよね。たまたま唇が当たっただけよ、きっと）

　慌あわてて否定してみるが、胸の鼓動はなかなか収まらない。真っ赤になってうつむいてしまったラフィの頭を、レオールが優しく撫なでてくれた。

「レオール様っ」

　慌ててキルザスが、レオールとラフィとの間に割り込んでくる。

「いいですか、この修復士とはあくまで仕事上の繫つながりだけにして下さいませ」

「……？」

　明らかに迷めい惑わくそうなレオールを、それでもキルザスが必死に説得している。

「実は私には双ふた子ごの妹がおりまして。もし王がお望みならばいつでも献けん上じよう致いたします。ふつつかな妹ですが、恐らくこの修復士よりも幾いく分ぶんかは可愛らしいお子が生まれるかと」

「なんの話だよ、まったく」

　呆あきれたようにミケが片眉を上げる。

　確かにキルザスの顔立ちは整然としており、その上どこか線が細くて優美な感じがする。彼の妹ならば確かに美人に違いないが──。ラフィとしてはいささか気分が悪い。

「そりゃさぞかし可愛い子供が生まれるでしょーよ。ふん、というかなんで私がこんな失礼なこと言われなきゃならないわけ？　レオールの馬鹿」

「今のは私か？　私が悪いのか」

　納なつ得とく出来かねると首をかしげているレオールを放っておいて、ラフィはさっさと自分の荷物を馬車に括くくりつける。

　キルザスの言動に腹は立つが、レオールの甘い拘こう束そくから解かれてほっとしたのも事実だった。もちろん、冷たくあしらわれるよりずっと嬉しいけれど、それでもちょっと──困る。

　複雑な気持ちを抱えながら、ラフィは気を落ち着かせるために何度か深呼吸をしてみる。

　少しの間しかいなかったけど、色々なことがあったこの場所を去るのはやはり寂しい。

　ここからコノルトの丘は見えないが、そこから運ばれてきたであろう森の香りを胸いっぱいに吸い込んで、ラフィはゆったりと目を閉じた。これでひとまず、旅は終わる。

「あーあ、帰ったら色々溜たまってるんだろうなぁ……それも修理屋的な依い頼らいばっか」

　目を開けながら嫌そうな顔でため息をつくと、ミケが呆れたように肩をすくめる。

「ラフィから修理屋の仕事取ったら何が残るんだよ」

　むっとするが反論出来ないのが、悲しいところだ。

　ザロはどうしているのかと見てみると、相変わらずひとり黙もく々もくと城壁を観察していた。その手には何通かの手紙が、無む造ぞう作さに握にぎられている。

「それ、どうしたのザロ？」

「もらった」

　誰から、と聞く前にミケが「俺も」と斜ななめ掛がけの鞄から同じようなものを出してきた。

「城のメイド達からもらったんだ。俺達にラブレターだってさ。数は同じ七通だけど、俺のはそのうち一通が台所のおばちゃんだから、レア度から言って俺の勝ち！　俺が一番で、オレ最優秀賞ぉ決定っ」

　ひとりで万ばん歳ざいをしているミケとまったく興味なさげなザロを見比べながら、ラフィは「いつかこの子達も恋をすることがあるのかな」と親のような気持ちになる。

「ほら、ミケにザロ。早く馬車に乗って」

　呼びかけながら自分も乗り込んで、馬車の小さな窓からレオール達を見下ろす。

「忘れるな。再びここに戻り、お互いの約束を果たすのだ」

　レオールの言葉に、ラフィは大きく頷いていた。
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「だーかーらー」

　両手を腰こしに当てて、ラフィは疲つかれ切った顔を老人に向ける。

「前にも言ったと思うんですが」

　出来るだけ親切丁てい寧ねいに、この致ち命めい的てきな誤解を解かなければ。

「私は修理屋じゃないんですってば」

「はて？　あの車輪は立派に直してくれたじゃろ。おかげ様でものすごーく助かったわい」

　あまりに上じよう機き嫌げんな老人の顔に、ラフィは思わず負けそうになる。

「あっと、それはよかったです。けどですね」

「だからの！　今日は馬車扉とびらの建てつけが悪くて困っている知り合いを連れてきたんじゃ。よかったのぅ、口コミに勝まさる宣伝広告はないからのぉ」

「……おじいちゃん」

　老人の後ろでは、おどおどしている青年が機械油にまみれた帽ぼう子しを握にぎりしめて懇こん願がんする。

「お願いしますっ。この扉が直らないと、親おや父じの命令で廃はい棄きされちまうんです。そりゃないですよ、扉が上う手まく開かないってだけで、僕ぼくには絶対、そんなもったいないこと出来ません。けど僕の腕うでではどうしても直らなくて……もう、あなたしかお願いする人がいないんです」

「あなたしかって」

　そう言われると、もうラフィには断れない。仕方なく依頼を承しよう諾だくすると、二人とも涙ながらに喜んで街に帰っていった。

（あーあ、また引き受けちゃったよ）

　本当は落ち着いた環かん境きようで、魔ま女じよや小こ瓶びんのことについて考えたい。そして、なるべく早くフローレツィア王国に行きたかった。

「会いたいな……」

　レオールは今頃、あの信じがたいほど美お味いしい紅茶を飲んでいるだろうか、ラフィの直したティーポットを大切に使って。

　最近妙みように懐なつかしい。彼だけでなく、嫌いや味み激情型眼鏡めがねのキルザスにも会って色々話がしたかった。しかし。

　ラフィは玄げん関かんから庭先のテラスに目をやる。そこには溜まりに溜まった修理の依頼品の数々が置かれていた。

（それもいつになることやら）

　落ち込むラフィを励はげますように、丘を越えて爽さわやかな海風が吹いてくる。

「わぁ、気持ちいい風」

　髪を優しく踊おどらせる風を受けて、玄関に立ち尽つくしたまま目を細めた。次の瞬しゆん間かん。

「？」

　さっきまで何もなかったはずの場所に、誰だれかがいた。

（だ、誰、あれ!?）

　作業場であるテラスの机の上に、あろうことか胡座あぐらをかいている若い男。気持ちよさそうに海を見ている。見ればまだ少年のようだが、ミケ達よりも幾いく分ぶん年上に見えた。

　真っ黒の髪かみに、真っ黒のくたびれたコート。長めの前髪のせいで細かい顔立ちはよく分からないが、きりっとした鼻筋をしたなかなかの美形である。

　しかしラフィにはまったく見覚えがなかった。

（やばいよ……ミケやザロも、さっき畑に行ったばかりだ）

　思いっきり警けい戒かいしながら、その男をまじまじと観察する。いざとなればこの工具で応戦しなければ、と手にしたスパナを握り直していると。

「！」

　なんとその青年がこちらを向いて、ふいに笑いかけた。

「な、なんの用ですかっ」

　声を裏返しながらも果か敢かんに尋たずねると、青年が呆あきれたように自みずからを指さしている。

「俺おれや、俺」

　聞き覚えのある訛なまりと独特の口調。まさか。

「こ、小瓶ちゃん？」

　手にしたスパナを投げ捨てると、ラフィは慌あわてて駆かけ寄った。

「ななな、なんで？　なんで人の姿してんのよ？」

「なんでって。あんた、コノルトの丘で俺に口づけしたやろ。あれで人間になってん」

　得意げに小瓶が、いや小瓶だった青年が説明する。たっぷりとした沈ちん黙もくが流れて。

「噓うそでしょぉぉぉぉ」

　ラフィは大声で叫さけんだ。確かに、コノルトの丘でラフィがかけた魔法は弾はじき返されていない。ということは、必ずどこかに反映されなければ理り屈くつに合わないのだが。

（まさか今頃になって、こんな形で現れるとは！）

　修復士として恥はずべきことだが、この展開は正直、まったく予想もしていなかった。魔法はまだまだ奥が深いと、感かん慨がい深ぶかい思いでいっぱいのラフィである。

「意外そうな顔して、ホンマ大丈夫なん？　そんなんで無事、魔女を捜さがし当てて俺の刻とき戻もどせるんかいな。まぁ、心配したとこであんたにしか出来へんことなんやけど」

「う……頑がん張ばるもん、私。世界一の修復士目指して、もっと勉強するからねっ。だから！」

　勉強するといっても、一体何をどう学べばいいのか見当もつかない。

　……だけど。

　またいつものようにラフィは後先考えず、思いっきり宣言していた。




「大丈夫、私に任せて！」





（終わり）













あとがき






　こんにちは、神かみ矢や陽ようです！

　宝石に小瓶、扉とびらに肖しよう像ぞう画がなど〝モノ〟と語り合う女の子ラファエリアと、人間嫌いの王様とが織りなす初恋と魔法（とお仕事）の物語はいかがだったでしょうか？

　最後まで楽しんでもらえたら嬉うれしいのですが☆




　今回の執しつ筆ぴつはとにかく本っっっ当ぉ～に大変でしたぁ。

　九きゆう分ぶ九きゆう厘りん、自じ業ごう自じ得とくなんですけど……書き上げた原稿を合わせると千枚を超えるかという勢いで、それをギュギュッと圧縮してお届けしております。はぁ、しんどかった！

　でも大変だった分、支えて下さった周りの方々のありがたさを痛つう感かん出来た作品でもあります。




　まずは担当様。デビューからずっと支えてくれたMさんから新担当さんへ交代があったので、三人であーだこーだ相談していた時期もありましたね。

　今から考えると、なかなか貴き重ちような体験だったのかも。

　新担当さんも本当に最後まで力強くサポートしていただきました。朝の四時まで電話やメールでやり取りしたことも、今ではよき思い出です。これからもヨロシクです。うふふ。

　それから素敵なイラストでこの物語を彩いろどってくださった、くまの柚ゆず子こ様。本当にありがとうございました！　キャララフ、表紙、挿さし絵えなどが上がってくる度たびに、担当さんときゃあきゃあ騒ぎまくっていましたよ[image: 〓]

　様さま々ざまなリクエストを、いつも深い懐ふところで快こころよく引き受けていただき感謝の言葉もありません。

　ちなみにそのリクエストをひとつご紹介しておきますと──。

　皆様ぁ、帯を取って裏表紙を御ご覧らん下さいませ～なんとも可か愛わいらしいミケとザロがおります♪

　他にも校正さんやデザイナーさん、この本を出版するにあたって本当にたくさんの方々のお力を借りております。

　皆様、本当にありがとうございました。




　そしてなんといっても読者様！

　そう。今、この本を手に取って下さっているあなた様に精せい一いつ杯ぱいの感謝を送ります。

　願わくば、その人生に幸さち多からんことを。

　またどこかでお会いできるといいなぁ♪




　二〇一〇年　初夏


神矢　陽










著者

神矢陽

You Kamiya




９月21日生まれ　Ａ型　乙女座

大阪生まれの滋賀育ち。

今は京都に在住中。

面白いことと美味しいモノと感動体験を心から愛しております。




ブログ「てげてげ堂本舗」開店中！

http://kamiyayou.blog19.fc2.com/

どなた様もお気軽にどーぞ。










イラスト

くまの柚子

Yuzuko Kumano




12月31日生まれ。ヤギ座のＯ型。

はじめまして。こんにちは。

この度、イラストを担当させていただくこととなりました。

キャラクターたちの元気なやりとりにワクワクしながら描かせていただきました。

特にミケとザロがお気に入りです♪




http://kumanoyuzuko.sakura.ne.jp/
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